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沢跡 (SR刊 )検 出全景  (北 西より)

沢跡 (SRl)完掘全景  (北 よ切)



III～ IV層 (近世面)全 景  (西 より)



SBlコ ンクリー ト床面検出状況 (北 より)

SBlコ ンクリー ト床下玉石検出状況 (北 より)



出上 した陶器 (基本層 I～ Ⅲ層)

出上 した陶器 (左からSX30、 SD4、 I～ Ⅱ層 )
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挙 iμⅢ

出上 した陶器 (SX4出 上の上瓶 )

出土 した陶器 (SX4出 上の産地不明陶器 )



仙台市の文化財保護行政に対しまして、日ごろから多大なご協力を賜 り、まことに感謝に

たえません。

さて、当市では、暮 らしやすく環境にやさしい新しい都市づ くりを進めるため、軌道系交

通機関を機軸とした、まとまりのある集約型の市街地形成への転換を図っており、その主要

な施策として、高速鉄道東西線プロジェクトを進めております。

この計画路線内には、仙台城の関連遺跡があり、また、未発見の遺跡も予測されることか

ら、仙台市教育委員会では、施工主体者仙台市交通局との協議を重ね、平成 16年度より確

認・試掘調査を行ってまい りました。川内 A遺跡は、仙台城二の丸跡の東側に位置し、平

成 16年度の試掘調査により、仙台城の関連遺跡として新たに遺跡登録され、翌平成 18年 に、

1年間にわたる本格的な発掘調査を実施しました。その結果、近世を主とする貴重な資料が

得られております。本書は、この両年度における川内 A遺跡の発掘調査成果の本報告書で

あり、高速鉄道東西線関係の本報告書としては、第 1冊 目に当るものとなります。

先人の残 した貴重な文化遺産を保護し、保存活用を図りつつ次の世代に継承していくこと

は、現代に生きる私たちの大きな責務であると考えております。また、文化財の保護につき

ましては、地域の皆様の深いご理解とご協力が必要となります。その意味でも、今回の調査

成果が地域の歴史を解き明かしていくための貴重な資料となり、多 くの方々に活用されれば

幸いです。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行に際しまして、ご協力 くださいま

した皆様に深 く感謝申し上げる次第です。

平成 19年 2月

仙台市教育委員会

教育長 奥山 恵美子



例  言

1.本書は高速鉄道東西線建設事業の建設に伴い実施された、川内 A遺跡発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、国際航業株式会社が仙台市教育委員会の委託を受け、仙台市教育委員会の指導のもとに行った。

3.本書の作成・編集・執筆は、仙台市教育委員会生涯学習部文化財課 佐藤甲二の指導のもとに、国際航業株
式会社 竹内俊之・土橋尚起 。守谷健吾・小林孝彰が担当した。本文の執筆分担については文末に記した。
4.本調査の実施及び報告書の作成に際し、次の諸氏・機関よりご指導、ご教示、さまざまな御協力を賜った。

記して謝意を表す次第である (敬称略順不同)。

藤沢 教・高木暢亮・柴田恵子 (東北大学埋蔵文化財調査研究センター) 松本秀明 (東北学院大学)
野中奈津子 (東北大学大学院) 佐藤 洋 (仙台市博物館) 斎藤鋭雄 (宮城県農業短期大学)

鈴木 啓 (福島県考古学会) 西 和夫 (神奈川大学) 田中則和 (仙台市富沢遺跡保存館 )
仙台市交通局  仙台市建設局  (財)仙台観光コンベンション協会  仙台市戦災復興記念館
5.発掘調査に関わる一切の資料は、仙台市教育委員会が保管している。

凡 例
1.本書の上色は、新版標準土色帳 (農林水産省農林水産技術会議事務局 1998年版)に準拠している。

2.本書中の第 1図は国土地理院発行の 5万分の 1地形図「仙台」と1万分の 1地形図「青葉山」「仙台駅」を

合成した。

3.図中の座標値は日本測地系座標を使用した。

4.本文図版等で使用した方位は真北を基準としている。

標高値は、海抜高度 (T.P.)を示している。

遺構図は 1/60縮尺を基本とした。その他については各図のスケールを参照されたい。

基本層の表記は、表土層からローマ数字を用い、遺構堆積土についてはアラビア数字で表記した。

遺構名の略称として SA:柱穴列跡、SB:建物跡、SD:溝跡、SE:井戸跡、SK:土坑、P:ピ ット、sx:

性格不明遺構を使用した。

遺構図において、惨0場 (ス クリーントーン)で礫を示している。

遺物の登録・整理及び報告書での表示には、以下の分類と略号を使用した。

A:縄文土器、F:丸瓦・軒丸瓦、G:平瓦・軒平瓦、H:その他の瓦、I:陶器・瓦質土器・土師質土器

J:磁器、K:石器・石製品、N:金属製品、O:自然遺物、P:土製品、X:その他の遺物

遺物実測図は原則として縮尺 1/3と したが、古銭は原寸で表示した。

遺物実測図において、外形線 。中心線・稜線は実線、推定線は破線で、釉薬部の境は一点鎖線で表した。

中心線が―点鎖線のものは、展開し図上復元したものである。

遺物観察表で陶磁器類の成形技法は、大部分がロクロ形成であるために、他の技法を記載した。

写真図版の星印 (☆)については近現代の参考資料として掲示したものであり、実測図は作成していない。
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第 1章  はじめに

第 1節

章 はじめに

調査に至る経過

平成 11年 5月 、仙台市教育委員会と当時事業主管局であつた仙台市都市整備局との間で、高速鉄道東西線建設事

業に伴う遺跡の取り扱いについての第 1回 目の協議が持たれた。その後、事業主管局は仙台市交通局に移され、平

成 15年度より仙台市教育委員会との本格的な協議が開始された。

高速鉄道東西線事業計画予定路線内における、周知の遺跡及び遺跡外の状況把握のため確認調査及び試掘調査を

まず実施し、その結果を踏まえ本調査を実施する箇所を決定し、これを基に発掘調査を順次、事業計画に沿いなが

ら進めていくことが両者間で確認された。

以上の協議事項に基づき、平成 16年度より確認調査及び試掘調査を開始した。平成 16年度の対象地域は、高速

鉄道東西線予定路線西部の川内地区、青葉山地区、西公園地区で、18箇所の調査区、総面積 448どの調査を実施した。

この内、仮称国際センター駅部 (こ の対象地域の確認・試掘調査での便宜的区割りのA区 )は、平成 16年 6月

14日 から6月 25日 までの間、6箇所、180だの試掘調査が実施された。その結果、近世を主とする遺構・遺物の存

在が確認され (註 1)、 駅舎を中心とする範囲が平成 16年 7月 15日 付で、「ナII内 A遺跡」とする新たな遺跡として

登録された (官城県遺跡登録番号 01558)。

これを受け、仙台市教育委員会と仙台市交通局との協議の末、平成 17年度に本調査を実施する逗びとなり、平成

17年 6月 13日 より本調査を開始した。 (佐藤)

今界

第 1図 調査区位置図
註 1:仙台市文化財・H査報告替第289集  『仙台市高速鉄道東西線関係遺跡発掘調査 (り 概要報告書J 仙台市教育委員会 躙05



第 2節 調査要項

遺跡名

所在地

調査主体

調査担当

調査機関

調査面積

調査期間

第 2節 調査要項

:仙台城川内 A遺跡

:仙台市青葉区青葉山二丁目地内

:仙台市教育委員会 (生涯学習部文化財課)

:調査係主査  佐藤甲二
:調査係主査  斎野裕彦
:国際航業株式会社

主任調査員  竹内俊之

調 査 員  山崎良二・土橋尚起・守谷健吾

調査補助員  小林孝彰

計 測 員  佐々木亨

計測補助員  諸熊和彦・佐藤和己
: 1973だ

:平成 17年 6月 13日 ～平成 18年 1月 27日

作業風景写真



第 2章 遺跡概要

第 2章 遺跡概要

第 1節 立地と歴史的環境

(1)立地

川内 A遺跡は仙台市青葉区川内 2丁 目に所在する。本遺跡は仙台市西部に張 り出す広瀬川流域の河岸段丘上

に位置し、仙台城二の九跡 (東北大学川内キャンパス)の北東、国際センターの北にあたる。仙台市の河岸段丘

は上位より青葉山段丘・台ノ原段丘・仙台上町段丘・仙台中町段丘・仙台下町段丘の順で 5面 に区分される (註

1)。 段丘面の形成時期は、関東平野の成立過程と対比して考察されており、台の原段丘 :下末吉期 (13～ 12万

年前 )、 仙台上町段丘 :武蔵野期 (10万～ 5万年前 )、 仙台中町段丘 :立川期 (3万年前 )、 仙台下町段丘は有楽

町期に比定され、数千年前程度と考えられる (註 2)。 本遺跡はもっとも広頑川に近い仙台下町段丘面上にあり、

標高 40m前後に位置している。東は桜の小径を挟んで段丘崖となっており、約 12mの比高差をもち広瀬川が流

仙台上町段丘 仙台中町段丘  調茸区

| | 1峙
刊 段丘 仙台中町段丘

■ 仙台下町段丘
■ 仙台中町段丘
■ 仙台上町段丘
圃 台ノ原段丘
日 向山層
囲 向山層(広瀬川凝灰岩部層)
区 竜の回層
□ 亀岡層

第 2図 河岸段丘分布図 (註 3)
註1:松本秀明「仙台空中写真集―社の都のいまとかしJ仙台市観光局 i劉銀

註2:中川久夫他「In台付近の第四系および地形(1"第 四期研究 1,19611
註 3:(150111D地 質図 仙台および建設省回土地理院発行の 5万分の1地形図を使用)



第 1節 立地と歴史的環境

れる。また、南側は千貫沢が流れ、ともに急峻な崖が形成されている。

周辺の遺跡には、南約 800mに 仙台城本丸跡がある。仙台城は慶長 5年 (1600)、 伊達政宗により築城が開始

された山城である。本丸の北面に置かれた二の丸は二代藩主伊達忠宗により、寛永 15年 (1638)に 着工、翌年

に完成した。東西 310メ ー トル、南北 200メ ー トルの規模をはかる。江戸時代を通して藩政の中心であり、数度

の地震や火災で建物を失うが、その都度再建された。明治 2年 (1869)に 勤政庁、明治 4年 (1871)に 東北鎮台

が置かれた。明治 15年 (1882)に は火災で二の九の建物は全焼し失われている。明治 21年 (1888)に は師団制

が施行され、仙台鎮台に替わって (明治 6年に東北鎮台から名称変更)陸軍第二師団司令部が置かれる。二の九

を中心に、現在の国際センター周辺、東北大学川内北キャンパス、川内郵便局の付近、川内住宅を含めた範囲ま

で広 く第二師団の敷地となる。二の丸跡は現在川内南キャンパスにあたり、二の九の北側に広がる武家屋敷地は

東北大学川内北キャンパスとなっている。仙台城は平成 15年 8月 27日 に国指定文化財史跡名勝天然記念物に指

定されている。その範囲は本丸を中心に三の九と、二の九の一部を含む (第 5図 )。 その他の近世の遺跡として

は南東約 ■4 kmに 伊達家の墓所である経ヶ峰伊達家廟が、西約 4 kmに は郷六城、葛岡城、郷六御殿などがある。

また、近世以外の遺跡としては、南西約 3.5キ ロメー トルに旧石器時代の青葉山 A遺弥がある。

(2)近世から近代

江戸時代に描かれた絵図には、本遺跡の場所は武家屋敷または御炭蔵と記載されており、周辺は仙台城に隣接

する重臣・家臣団クラスの武士が住まう地域であった。土地利用の変遷を絵図から追ってみると、まずはじめに

正保 3年 (1646)の 大地震 (註 1)の前後に描かれたと推測される F奥州仙台城絵図』 (正保 2～ 3年 )では、当

遺跡部分は「侍屋敷」と記されている。寛文 4年 (1664)の 『仙台城下絵図』、延宝。天和年間 (1673～ 1683)の『仙

台城下絵図』では「小国七右衛門 (家禄 600石。小国七右衛門重康。家格は平士。寛永 9年に伊達忠宗の小姓・

坊主頭。目付役となる)」 と記されており引き続き武家屋敷が営まれていたことが分かる (註 2)。 享保 9年 (1724)

の『仙台城下絵図』になると「御戊蔵」の記載となり、敷地利用に変化が見られる。これ以降近世を通して当遺

跡部分は御炭蔵として記されている。御炭蔵は御4妖復帳 (作事方の台帳で藩が管理する施設を記録しているもの)

に記載が見られる施設で、三の丸に置かれた御米蔵などと同様に仙台城にとっての生活基盤として重要な位置を

占めていたものと考えられる。また、御炭蔵の北側の敷地には、代々大條奈 (家禄 4000石。家格は一家。享保

9年の絵図に見られる大條家は大條道頼の時で、若老、後に奉行職を勤める)が居住していた (註 1)。 これは現

在の青葉山駐車場ゲー ト付近から仙台三高プールの辺である。

また、遺跡の周辺では、元禄年間(1688～ 1703)頃 に二の九大改修があり、また享保 2年 (1717)に は大地震が起こっ

ており、土地利用・居住する武士などに大きな変革があった時期と推測される。1988年度の発掘調査で仙台城

二の九跡において、上層遺構群、整地層、下層遺構群が確認されており、整地層は元禄年間の二の九大改修の際

に普請されたものと考えられている(註 3)。 それらのことから当遺跡のある場所においても17世紀代は重臣屋敷、

18世紀以降は御炭蔵と変化しており、二の九とほぼ同じ時期に大規模な造成工事がなされた可能性がある。

(3)近代から現代

御λ蔵は幕末に作成された『安政補正改革仙府絵図』 (安政 3～ 6年 (1856～ 1859))イこ記載が見 られるのが

最後となる。その後、明治元年 (1867)の 俯賊図に建物の形を見ることができる。その後廃藩置県により仙台藩

は宮城県となり、明治 4年 (1871)に 仙台城二の丸は東北鎮台となる。明治 6年 (1873)に は東北鎮台は仙台鎮台、

明治 21年 (1888)に は師団制が施行され仙台鎮台は陸軍第二師団となる。その後、終戦まで当遺跡部分には第

二師団兵器廠が置かれる。

註1:高倉淳ほか編 F絵図 地図で見る仙台第一増J今野印刷株式会社1904   註ワ:`宮城県姓氏家系大辞典J角川書店 1994
高倉淳ほか編胎図 地図で見るlI台 第二輯J今野EF刷株式会社2005   註3:F束北大学埋茂文化財JH査年報61束北大学煙蔵文化財副査研究センター 1993
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陸軍第二師団建物配置図では、当遺跡内は兵器庫・荷造場などと記載されている。太平洋戦争が起こり、昭和

20年 (1945)7月 10日 には仙台空襲の爆撃により兵器廠は全て失われたものと思われる。仙台市戦災復興記念館

蔵の「炎上する第二師団」と銘された写真には当遺跡付近が炎上しているものがあり、昭和 22年 (1947)に 米軍

により撮影された航空写真にも建物などは見られない。戦後は米軍駐留地となる。現在の東北大学川内キャンパ

スは、このころ米軍の川内キャンプ (キ ャンプセンダイ)が置かれ、約 2万人が住んでいたとも言われている。

当遺跡も川内キャンプの敷地内にあり、当時の電気線配置図、水道管配置図などで米軍施設の建物が確認できる。

昭和 32年 (1957)に 返還された後、昭和 37年 (1962)に 仙台商業高等学校の校地となる。同校ではグラウンド

として活用されたが、平成 11年 (1999)に 泉区に移転となったため、その跡地として現在に至っている。 (土橋 )
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註1:高倉淳ほか編「絵図 地図で見る仙台第一輯J今野印刷株式会社 ,1994
高倉淳ほか編「絵図 地図で見る仙台第二報J今野EP吊 J株式会社 .211115



第 1節 立地 と歴史的環境
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第 2章 遺跡概要
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第 5図 仙台城跡と川内 A遺跡

番 号 通跡名称 時代 所在地 性格 番号 遺跡名称 時代 所在地 性格

1 |1内 A遺跡 近世 。近代 青葉区青葉山2丁目
隧 屋 敷・

散布地

19 ニツ沢橋欠嘉群 占墳 走白区ニ ツ沢 贋穴曇群

20 愛着山横穴墓群 占墳 太白区向山4丁 目他 陵穴墓群

仙台城 近世 言葉区川内・荒巻 麟 大年寺 llld穴墓群 顛 燕自区向山4丁 目 康穴墓群

怪ケ睡伊透家墓所 吐世 青秦区霊屋下 墓所 22 人未山緑町遺膝 (白区人未山緑町 散布地

4 レ添東窯跡 近世 言葉区台原6丁目 窯跡
23 泰ケ丘遺跡

穐X幌・衆星 '

平安
太白区萩ヶ丘 散布地

長徳寺板碑 中世 青葉区向山2丁目 捩碑

川内古碑群 兼倉 麟 群 土樋遺跡 隠文晩翔 青葉区土樋 1丁目 畿布地

7 キ平仙台大神富のaVl 醸倉 言葉1区片平 1丁目 捩碑
向山高裏遺跡 驚文中期

太自区向山π 目・

八木山緑町
散布地LL詑年板碑

“

世 青葉区入幡5丁目 瑯

六地蔵 室町 青葉区木町 地蔵
26 青葉山E遺跡

隠文早・晩・

ホ生 。平安・奈良
青棄区荒巻字青葉 散布地

四 尊文永十年板碑 鑢 言葉区広瀬町 板碑

兎ケ崎蒻酬胚 中世 太白区茂 ヶ崎 1丁目他 麟
青棄山礎 跡

隠文早・中・

ホ生・古代
青葉区荒港学言葉 散布地

児町瓦窯跡 平安 青棄区堤町1丁目他 窯跡

上杉六丁 目遺跡 残 青葉区上務 丁 目 飾 地 28 坊主門遺跡 青葉区入幡6丁 目 故布地

山田団地東南遺跡 平安 。近世 青棄区発町2丁 目他 飾 地 29 除ヶ丘遺跡 隠文 太自区八木山本町1丁 目 散布地

荒巻杉添窯跡 平安・近世 青葉区発町1丁目他 無跡 30 ニツ沢遺跡 鶴支 太白区本木山弥生町 跛布地

青山二丁 目遺跡 奈良・平安 太白区青山2丁 目 姉 地 萩ヶ丘B遺跡 隠文 太白区荻 ヶ丘 。長横 散布地

17 茂ヶ崎横穴墓群 古墳・奈良 太自区ニツ沢 黄穴墓群 32 寺山二丁目碇 BI 旧石器・縄文 太白区青山2丁目 談布地

妙法寺古墳 古措絡期 青葉区北山1丁 目 ■墳

第 1表 遺跡地名表



第 2節 調査方法

第 2節 調査方法

(1)調査方法

調査方法は仙台商業高等学校のグラウンド整地土 (Ia層 )と 瓦礫、鉄屑を多量に含む盛土層 (Ib層 )を重機によ

り徐々に除去し、以下は人力により調査を実施した。計測作業は日本測地系座標に基づいて既知点を利用し、また

使用容易な箇所に基準点を新設し、グリッドを設置した。遺構の図化においては、遺構平面図、遺構断面図はすべ

て トータルステーションとデジタル写真を使用してのデジタル図化を行った。写真撮影に使用した機器は、35mm

版と6× 7版カメラ、およびデジタルカメラ (500万 画素以上)を併用した。調査前、遺構検出状況、土層断面、完掘、

調査区全景等をカラーポジ、モノクロの 2種類で撮影した。また、デジタルカメラでは同様の調査写真のカットを

撮影した他、作業状況なども撮影し、調査日誌に添付するなどして、日々変化する遺跡の状況を積極的に記録した。

その他、調査区全景撮影においては、調査期間中に4回、20mの高所作業車を使用し、6× 7版カメラを主に北、東、

西の 3方向から撮影を行った。

出土遺物は出土年月日順に番号を付け、遺構別、グリッド別、層位別に取 り上げ、登録を行った。出土遺物の内、

報告書掲載資料及び観察資料に関しては、新たに遺物登録番号を付記した。遺物の実浪1に関しては、手実測と正射

投影のデジタル画像を併用して実測図の作成を行った。 (守谷)

(2)調査区グリッドの設定

高速鉄道東西線予定路線内に係わる川内地内、青棄山地区、西公園地区の全域を網羅するグリッドを設定した。

川内 A遺跡の北西部に原点 (日 本測地系・X=-193400m、 Y=2300m)を求め、グリッドの単位は 10m× 10mと した。

グリッドの名称は原点から、Y軸は北方向を N、 南方向をSと し、X軸は東方向を E、 西方向はWと し、原点から

の方向と距離によりNl―Elグ リッド (北へ Om～ 10m、 東へ Om～ 10m)、 S2-W2グ リッド (南へ 10m～ 20m、 西

へ 10m～ 20m)等 とし、表記した。

(3)遺跡名称及び欠番と変更

遺構番号は遺構の種類毎に、検出順に通し番号を付した。遺構の種類を表す記号は例言に示した通りである。また、

記号を設定していない遺構として、擁壁跡、暗渠跡、道路状遺構は漢字で表記した。また、以下のものは遺構を欠

番とし、また、遺構名を変更した。

・欠瑠ξ:SB3・ SD3・ SD6・ SD7・ SKl・ SX2・ SX3・ SX5・

これらは調査中・調査後、昭和20年以降の遺構、

・変更 i SX21→SE5、 SB2→擁壁跡

SX9。 SX10'SXll'SX18'SX19。 SX23。

撹乱等 と判断されたものである。
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第 3節 調査区基本層序

第 3節 調 査 区基 本 層 序

調査区の基本層序は大別では I～ V層の 5層、細別では 15層が確認された。

I層は仙台商業高等学校のグラウンド整地層から戦後の GHQ(連合国軍最高司令官総司令部)に よる盛土 。整地

までに形成された層で a・ b・ c・ dの 4層 に細別される。 Ia層 はオリーブ色の砂からなる仙台商業高等学校グラウ

ンド整地層である。調査区全域に堆積し、層厚は 10 cm～ 15 cm程度である。Ib層 は暗オリーブ褐色の砂質シルト層で、

礫、レンガ片、コンクリート塊、鉄屑、ガラス片、炭化物を多量に含む。 Ia層整地以前の仙台商業高等学校造成

時の盛土と考えられる。調査区全域に堆積し、層厚は厚いところで 100 clllほ ど認められる。 Ic層 は暗褐色の硬化

した砂質シルト層で、掲色砂、細礫、炭化物ブロックを多量に含む。第二次世界大戦終戦後の GHQの 施工した整

地層と考えられる。調査区中央部より東側に雄積し、層厚は約 10 cm程度である。 Id層 はにぶい黄褐色の粘土質シ

ル ト層で、径約 10 cIIlの 礫、多量の焼土ブロック、コンクリー ト塊を含む。 Ic層 を施工する為にGHQに より盛土

された層と考えられる。調査区中央より東側に堆積し、層厚は 60 cm～ 90 cmである。

Ⅱ層は第二師団の施設した整地・盛土層および炭化物層で、aobocの 3層に細別される。Ⅱa層 は灰オリーブ褐

色の粘土質シルト層で、径 5 11ull～ l clllの炭化材を多量に合む。仙台空襲時の廃材処理に伴う堆積と考えられる。調

査区中央部より東側に堆積し、層厚は 10 clll～ 20 cm認められる。Ⅱb層は褐色の粘土質シルト層で、径 l lnln～ 5 11un

のλ化物ブロックを多量に含む。第二師団による整地層と考えられる。調査区東側に堆積が見られ、層厚は 10 cm～

30 cm堆積する。近代の遺構はⅡb層上面で検出される。Ⅱc層 は黒褐色の粘土質シルト層で、径 l llun～ 5 11ullの 炭化物、

細礫を多量に含む。第二師団によるHb層造成に伴う盛土層と考えられる。調査区東側に堆積が見られ、層厚は 10

cm～ 80 cm認められる。調査区東端で沢 (SRl)を埋め立てている。

Ⅲ層は近世の盛土・整地層と考えられる層で、1層 のみ確認された。オリーブ褐色の粘土質シル ト層で、細礫、

鉄分を多量に含む。近世の遺構はHI層上面で検出される。第二師団により著しく削平を受けており調査区中央付近

のみに堆積が見られ、層厚は 15 cm～ 30 cm認められる。

Ⅳ層は近世の盛土・整地層で、aob・ cの 3層 に細別される。V層面での東側沢跡を埋め立てた層で、Ⅳa層 はオリー

ブ黄色～褐色の粘土質シルト層で、礫を含む。18世紀代の遺物が出土しており、それ以降の盛土・整地による堆積

と考えられる。層厚は 30 cm～ 60 clll認められる。Ⅳ b層は黒褐色の粘土質シルト層で、礫を多量に含む。層厚は 25

cm～ 60 clll認められる。Ⅳc層 は砂礫を多量に含む粘土質シル トと自然礫からなる土留めで構成される。沢跡を埋め

立てた盛土層と考えられる。層厚は最大約 175 clll、 最小約 50 cmを 浪よる。なお、Ⅲ層とⅣ層については、撹乱による

削平等の条件により上下関係を確認できなかったため、便宜的に検出順序から層名をふっている。

V層 は自然堆積層で、aob・ cの 3層 に細別される。Va層 は褐色の砂礫層で、多量の鉄分やマンガン、縄文土器

を含む。調査区西側から中央部にかけて部分的に確認され、層厚は 10 cm～ 20 clll認められる。Ⅳa層 は土石流など

により形成された二次堆積と層考えられる。Vb層 はオリーブ褐色の砂礫層で、鉄分 。マンガンを微量に含む。調査

区全面で確認された。層厚は 10 clll～ 20 cm認められる。Vc層 は黒色の粘土質シルト層で、径 5硼～ 10 cmの 黄褐色

シルトブロックを少量、マンガンを多量に含む。調査区全面で確認された。 (土橋)
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トレンチNo l

トレンチNo 2 トレンチNo 3

トレンチNoコ トレンチNo 5

トレンチNo 6

第 4節 調査概要

第 9図  土層断面図作成位置図 (※ トレンチNol～ 6は平成 16年試掘調査時のものを示している)

第 4節 調査概要

(1)現地調査

試掘調査は平成 16年 6月 14日 から6月 25日 までの期間に実施した (試掘調査時の地区名称 A区 )。 3m× 10m

の トレンチを6ヶ 所 (No.1～ No.6ト レンチ 第 9図 )入れ、調査面積は合計 180濯 であった (註 1)。 この結果を

受け本調査を平成 17年 6月 13日 から平成 18年 1月 27日 まで実施した。調査実働日数 102日 間で、調査面積は

1973∬ である。

調査は、6月 17日 から事務所を設置し、基本層を確認しつつ重機掘削に着手した。重機掘削においてはコンクリー

ト廃材、鉄屑、瓦礫が堆積土中に大量に混在しており、これら廃棄物の分別作業に時間を要した。作業の安全を確

保しつつ、重機掘削と同時並行で人力による遺構精査に着手できたのは、6月 28日 からとなった。

E-3グ リッドライン以西では、 Ib層 を除去した段階で直接V層 となり、削平が顕著であった。近代 (明治～第二

次世界大戦中)の第二師団による整地層である。IIb層上面では建物跡 3基 (SBl、 SB2、 SB4)、 土坑 3基 (SK2～ 4)、

溝跡 1条 (SD4)、 井戸跡 3基 (SEl、 SE4、 SE6)、 暗渠跡、道路状遺構、性格不明遺構 10基 (SXl、 SX7、 SX8、

SX12～ 17、 SX22)の 22基の遺構を検出した。また、堤焼の土管を用いた排水網なども検出されている。IIb層 の

検出面は、鉄屑、炭化物、廃材、コンクリー ト片等に覆われており、GHQ以降の著しい撹乱を受けている。その

註1:仙台市文化財謝査報告普第289条  「仙台市高速鉄道東西線関係追跡発掘調査α)概要報告書J 仙台市教育委員会知∝

基本層土層註記

土

土

積

集

堆

構 色調 土質 粘性 混入物 備考

5Y5/6 オリーブ色 砂 な 1

b 25Y3/3 暗オリーブ褐色 砂質シル ト な し 礫、 レンガ片 、 コンク リー トlfj7、 鉄屑 、ガラス片、炭イ監物 多畳 。

10YR3/2 暗褐色 砂質シル ト な し 砂、細礫、炭化物ブロック。

d 10YR5/4 にぶい責褐色 粘土質シル ト あ り 径約 10 cmの礫、コンクリー ト塊 を含む。焼土ブロック多量。

5Y5/2 灰オリープ褐色 粘土質ンル ト あ り 炭化物、径約 5 mm～ 約 l cmの 炭化材多量。

75YR4/3 褐 往 与十管 シル ト あ り 径約 l mm～約 5 mmの 炭化物ブロック多量、径約 2 mm以 下の炭化物 を含む。
10YR3/1 黒褐色 土 宵 シル ト あ り 径約 l mm～約 5 mmの 炭化物、細礫 を多量。

Ⅲ 25Y4/3 オリーブIIB色 粘土 質 シル ト あ り

Va 75YR4/4 褐 色 砂礫 な し 鉄分やマ ンガ ンを姦豊。縦 文土器 を含 むぅ

Vb 25Y4/3 オリーブ褐色 砂礫 な し 鉄分  マ ンガンを微量。
Vc 10YR2/1 黒 FI 粘土質シル ト あ り 径約 5 cm～ 約 10 cmの 責掲色 シル トプロックを少量、マ ンガンを多量。

９

″



第 2章  遺跡概要

ため検出した遺構の上面は、ほとんど削平されており、遺構の帰属層位、年代の決定には困難を要した。また、IIb

層上面検出遺構の出土遺物には 17世紀中頃～ 19世紀中頃の陶器、磁器が多量に出土しているが、著しく撹乱され

た検出面、削平された遺構堆積上の状況から、二次的な堆積 と判断した。III層上面では柱列跡 1条 (SAl)、 溝跡

3条 (SDl、 SD2、 SD5)、 井戸跡 2基 (SE2、 SE5)、 柱跡 28基 (P12～ P14、 P17、 P18、 P20～ P23、 P25、 P26、

P28～ P44)、 性格不明遺構 9基 (SX4、 SX6、 SX20、 SX24～ SX30)、 沢跡 1条 (SRla)の 16基の遺構が検出さ

れた。この HI層上面は上層の Hb層 と同様に、第二師団以降の著しい撹乱と削平を受けていた。そのために、近世

の整地面と考えられるこの層も壊滅的な状況で、遺構の帰属層位の決定には困難を要した。

IVb層上面では井戸跡 1基 (SE3)、 沢跡 1条 (SRlb)を検出した。IVb層 とⅣ c層 を V層 (上面)ま で掘 り下

げるためには土量は膨大であり、期間的、作業量的にも人力では不可能と判断し、調査員立ち会いのもと重機で慎

重に掘削を行った。

V層上面では、沢跡 1条 (SRlc)を 検出した。Va層中より縄文土器が出土したため、Va層 の調査を実施したが、

沢跡以外の遺構は検出されなかった。

いずれの検出面も上層の遺構や整地により大規模に撹乱され、遺構帰属層位の判定が困難な調査であったが、平成

18年 1月 17日 に重機による井戸跡遺構の断ち割り調査、底面の検出作業を実施し、本遺跡の調査を終了した。 (守谷)

(2)整理作業

遺物量はコンテナ (内法 54.5 cm× 33.6cm X 15cm)に して 55箱 である。近世～近現代の陶器、磁器、瓦、瓦質

土器が主で、少量ながら縄文土器も含まれる。その他に近世、近現代の木製品等も含まれる。遺物は取 り上げた翌

日には大まかに泥土を洗い落とし (第一次洗浄)、 後日に軟毛なブラシで細かい部分の洗浄を行った (第二次洗浄)。

洗浄の終了したものは十分な乾燥の後に、接合関係を確認し註記を行った。註記は、遺跡名 (川内 A)、 日付 (例

050717)、 遺構名 (例 SEl)、 出土層位 (例 1層 )、 取り上げ番号の記述を基本とした。なお、基本層出上の遺物につ

いては出土グリッドを記入している。

接合にはパラロイドB72を 使用した。脆弱な土器はバインダーを用いての強化を行った後、同様の作業を行った。

これらの作業後、時期の判別可能な破片など主要な遺物は選別し遺物の登録を行った。登録した資料は、モビニール、

エレホン、アラルダイト6504な どを用いて欠損部の充填、復元を行い、写真撮影および遺物実測図に耐えうるよう

にした。これら復元材は遺物の胎土に合わせて選択した。

遺物写真は 1000万画素級のデジタルー限レフを用いて撮影した。陶器、磁器は、見込み、高台内文様、高台の形

態の撮影を行った。撮影した遺物の点数は個別写真で 500カ ットにおよんだ。

図面は発掘調査中に作成した遺構図、遺構断面図等と、整理作業で作成した遺物実測図等がある。遺構平面図は

現地で計測したデータを福井ヨンピューティング社製のブルー トレンド上で編集して、DXFデータ形式で保存した。

DXFデータを「11lustrator」 形式に変換した後に、変換で生じる線種の不具合などを修正した上で、編集を行った。

手実測、写真計測による土層断面図は、それぞれアドビシステムズ社製のアプリケーション「11lustrator」 でトレー

ス図化した。

実測図にはオルソイメージャー (正射投影写真撮影機)で撮影したデジタル写真を用い実測図を作成した。ま

た、アドビシステムズ社製のアプリケーション「PhOtoshop」 を用いてデジタル正射投影写真から、文様を抽出した。

トレース作業には「11lustrator」 を用いたデジタルトレースを実施し、同時に「Photoshop」 で抽出した文様を貼 り

込む作業を行った。

レイアウト作業は同社のアプリケーション「InDesign」 を用いた。 (守谷)
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第 1節  V層 上面

第 3章 検出遺構 と遺物
第 1節 V層上面

V層上面では沢跡 (SRl)1条 が検出されている。この SRlは V層上面では SRlcと して検出されるが、Ⅳ層に

より盛土され、Ⅳb層上面では SRlb、 Ⅲ層上面では SRlaと 、沢幅を縮小されながら検出されている。検出層は

異なるが、本節において SRlc～ SRlaま での変遷を記述する。
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第 3章 検出遺構と遺物

1 沢 跡

(1)SRla、 b、 c沢跡 (第 11～ 16図、図版 2～ 3)

調査区東側、S3-E8～ S5-E10グ リッドにおいて崖状の段差を伴う沢跡 SRlを検出した。Ⅳ層はこの崖線より東

側に堆積しており、沢跡の埋め立てに伴う層位であることが判明した。SRlは、埋め立ての過程により3時期に区

分できる。SRlcが最も古く、近世の IV層 による盛土・整地前の旧地形を示している。その後、近世に入 り三度に

わたって盛土・整地がなされ、近世古段階が SRlb、 新段階が SRlaである。沢幅は序々に狭まっていく。調査区の

東端で検出されたが、沢の東岸は調査区外にあり、全体の規模は不明である。SRlbは Ⅳb層、SRlaは Ⅲ層が検出

面であるが、沢跡として V層にまとめて記載した。

上層のⅡb層の除去には、土量が膨大になるため重機を使用して掘削を行った。SRla、 SRlb、 Ⅳa層、Ⅳb層の

範囲については上部が撹乱により消失していることに加え、重機により掘りすぎた部分もあり、調査区東壁・セクショ

ンベルトの土層等から平面図を復元している。また、安全を考慮して、調査区東端ではⅣc層下部は掘り上げておらず、

そのため SRlc底面は一部確認を行っていない。

(SRlc〉 検出したSRlcの規模は長さ14.5m、 幅12.7m、 深さ120clll～ 175cm、 傾斜角度45度～60度 を測る。 SRlc

はⅣc層・Ⅳb層 により埋め立てられる以前の、本来の沢の形状を示している。

(SRlb)推定されるSRlbの 規模は長さ約10m、 幅約4m、 深さ約lm、 傾斜角10度を測る。SRlbは SRlcが Ⅳb層、

Ⅳc層 によって埋め立てられ、沢幅が縮小した段階のものである。Ⅳc層 は盛上の単位から、さらに6単位 (IVcl層

～IVc12層 )に細分される。この層は砂礫を多量に含む粘土質シルトの盛土とそれを安定させる土留めで構成され

る。土留めは長さ20 cm～ 40 clll、 幅 15 cm～ 25 cm、 厚さ15 clll～ 20 clll程のやや扁平な楕円形の自然礫を利用し、この

石材を平積みすることによって盛土の崩落を防ぎその安定を図っている。また、観察の結果、盛土は原則的に土留

めの石材を積み上げた毎に埋められている。土留めと盛 り土を数回に繰り返し徐々に平地面の拡張を行ったものと

思われる。層厚は最大135cm、 最小50cmを測る。Ⅳc層 は沢跡の南半に分布する。

IVb層 は近世の整地層と考えられ、東側に緩やかに傾斜するテラス状の面を形成している。Ⅳb層 はさらにⅣbl

層とIVb2層 に細分される。Ⅳbl層 は 10 cm～ 15 clllの礫を多量、λ化物粒を微量含む黒褐色粘土質シル トである。

層厚は30 cm程認められる。Ⅳb2層 はⅣbl層 に似ているが、マンガン粒を少量含んでいる。層厚は 10 cm～ 25 cm

認められる。Ⅳb層はⅣc層 のさらに北側に分布する。

(SRla)推 定されるSRlaの規模は長さ約 5m、 幅約 3m、 深さ約 50 cm、 傾斜角25度～30度を計る。SRlaはSRlbが

IVa層によってさらに埋め立てられ、沢幅が縮小した段階のものである。Ⅳa層 は近世の整地層と考えられ、東側に

緩やかに傾斜する。Ⅳa層 はさらにⅣal層 とⅣa2層 に細分される。Ⅳal層 は、径 2 cm～ 3 cmの礫を少量、径10cm程の

円礫を微量含むオリーブ黄色粘土質シルトである。Ⅳa2層 は、径 10clll～ 20clllの 礫、マンガン粒を多量、5cm程度の

礫を少量含む褐色粘土質シルトである。Ⅳa層は沢跡の北半に分布する。SRlaの堆積土は3層からなり、1層 は炭化

物粒を微量含む青灰色粘土質シルト、2層は明黄褐色シルト粒を少量含む暗褐色粘土質シルト、3層は炭化物粒、明

黄褐色シルト粒を微量含む黒色粘土質シルトである。

SRlaは さらに IIc層 ・IIb層 により最終的に埋め立てられ、調査区内でその形状を確認することはできなかった。

(遺物〉遺物はいずれもSRlbを埋め立てたⅣa層 から、17世紀初頭から18世紀代の陶磁器などが出土している。

陶器片17点 、磁器片7点、土師質土器片 1点、瓦の小片 5点、瓦質土器1点、合計31点が出土し、5点 を図化した。

その他は細片のため図化し得なかった。第16図の1が 17世紀初頭の志野の丸皿、2が 18世紀代の肥前磁器の外であ

る。土師質土器では、第16図の4が 17世紀後半以降の在地産焼塩壷、3が 17世紀から18世紀の在地系のかわらけが

出土している。 (土橋 )

15



第 1節  V層上面
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第 11図  SRlc沢跡 平面図

第 12図 Ⅳ c層分布範囲
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第 3章 検出遺構と遺物
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第 3章 検出遺構と遺物

Ⅳ層土層註記

堆積上

構築上
色調 土質 粘性 混入物 備考

Ⅳ al 5Y6/8 オリーブ責色 粘土質シル ト 径 2 cm～ 3 clllの礫少量。径 10 cm程 の円礫微量。

Ⅳ a2 75YR4/3 褐色 粘土質 ンル ト あ り 径 5 Dll以 下のマ ンガン粒、径 10 cm～ 20 cmの 礫多量。径 5 clllの礫少量。

Ⅳ bl 75YR3/1 黒褐色 粘土質シル ト あ り 10 cm～ 15 cmの礫多量。径 l cm程の炭化物微量。

Ⅳ b2 25Y3/2 黒褐色 粘土質ンル ト あ り 10 cm～ 15 clllの 礫多量。マ ンガン粒少量。礫間は粘質上。

Ⅳ d N3/1 暗灰色 砂質シル ト な し 径 5 cmの礫多量。暗灰色砂質上を斑状 に含む。

Ⅳ c2 25Y3/3 暗オリーブ褐色 粘土質シル ト あ り 径 10 cnの礫多量。径 2 clllの礫少量。

Ⅳ c3 10YR4/3 にぶい苦424色 ζJとをシルト V1/N粒 多畳。径 2 clll～ 3 cmの礫少量。

Ⅳ c4 75YR5/6 FIB率 ;土 シルト ンル ト、径 20 cm～ 30 cllの 円礫多量。礫間は粘土か空洞。

Ⅳ c5 N3/1 砂 ンルト な し 径 5 cmの礫多量。暗灰色砂質土 を斑状 に含む。

Ⅳ c6 5Y5/2 灰オリープ色 粘土質シル ト あ り 長軸 25 cm～ 40 cll、 短軸 10 cm～ 15 cllの 楕円形の平礫 を積み重ねる層。礫の間は粘土。

Ⅳ c7 10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト あ り 径 3 cm程度の礫 を少量含む。

Ⅳ c8 5Y5/2 灰オリープ色 粘土質シル ト あ り 径 5 cmの礫少量。径 l nul以 下の砂粗多量。

Ⅳ c9 5Y5/2 灰オリーブ色 粘十管 シル ト り 長軸 25 cШ～ 40 clll、 短軸 10 cm～ 15 cllの 構円形の平礫 を積み重ねる層。礫の間は粘土

Ⅳ clC 75YR4/2 灰褐色 粘 土 シ,レ ト り 3 1ul～ 5 adの砂粒少量。

Ⅳ cll 5Y5/2 灰オリーブ色 粘 土 室シル ト あ り 径 5 cmの礫少量。径 1 4ul以 下の砂粒多量。

Ⅳ c12 5Y5/2 灰オリーブ色 粘土質シル ト あ り 長軸 25 cШ～ 40 cm、 短軸 10 clll～ 15 cmの楕円形の平礫 を積み重ねる層。礫の間は粘土。

SRl層土層註記
推積■

構築土
色調 土質 粘性 混入物・備考

1 5BG5/1 青灰色 粘質土 シル ト あ り ≧l nla程 度の炭化物粒 を微量含む。

2 10YR3/3 暗褐色 粘質土 シル ト あ り 垂5 alm程 度の明黄褐色 シル ト粒 を少量含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘質土シル ト あ り ≧3 alul以 下の炭化物粒、径 5mm程 度の明貢褐色 シル ト粒 を微量含む

O            S‐ 1:3         10cm

SRl出 土遺物観察表

版

号

図

番

録

号

登

番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法 (cm
産地 時期 備 考

遺構  層位 口径 底径 器高

S4E9
陶器 丸 皿 口縁～底部 20% 長石釉 長石釉 瀬戸 美濃

16C末 ～

17C初 頭
削り出し高台。志野九皿。

Ⅳ a

」-168
S3‐E10

磁器 鉢 P
口縁～

底部片
染付 染付 工則

Ⅳ a

S3E10
土師質土器 杯 口縁～底部 80% ヘラケス

｀
リ 在地 ヘラケズリ調整。

Ⅳ a

16望 I-97
S4-E8

土師質土器 焼塩壼 回縁～底部 70% 格子タタキロ 在地
VC後 半
以降

ろくろ形成痕あり。

仙台藩独特の形で格子のタタキロ。Ⅳ a

t◆5
S4E9

瓦質土器 香炉
口縁～

体部片

F「花文

梅
在地

不明

江戸時代 ?
外面に二条の沈線。

Ⅳ a

第16図  Ⅳa層出土遺物
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第 2節 Wb層 上面

第 2節 Vb層上面

IVb層 上面では井戸跡 (SE3)が .I基、沢跡 (SRl,)が 1条検出された。なお、沢跡については前節で詳し

い記載をしたので、当節では配置図のみにとなめた。

~十~罵
J

第 17図 Ⅳb層上面遺構配置図
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第 3章 検出遺構 と遺物

1 井戸跡

(1)SE3井戸跡 (第 18図、図版 4～ 5-1)

(遺構状況〉調査区北東側、S4-E8グ リッドに位置する。Ⅳb層上面で検出された石組の井戸で平面形は円形を呈す

る。規模は内径120clllを 測る。検出面より150cmま では人力で掘り下げ、さらに下層においては、安全を考慮して重機

により260clllま で掘り下げた。だが、著しい湧水のため、底面の検出には至らなかった。遺物は出土していない。

(掘り方〉底面が検出されていないため全体の形状は不明であるが、検出部分においては上端部がやや広がる円筒

形を呈している。壁面の傾斜角は80度～82度を測る。軽井時の足場等は検出されなかった。

(井側構造〉井側は石組のもので、石材を円筒形に積んで構築している。石材は長軸15cIIl～ 40cm、 幅10cm～ 30cm、

厚さ10cm～ 25clllの 扁平な精円の自然礫を利用している。積み方は石材を放射状に並べたいわゆる乱石積みである。

大型の石材の隙間に小型の石材を楔状に打ち込み石組の安定を図っている。上部内径は190cm、 最下部外形は140cm

を測る。壁面の傾斜角は85度を測る。

(裏込土〉裏込土は石を一段ないし二段積む毎に石の高さだけ埋められている。土色、土質はいずれも同様で、各

層ともに砂礫が多く混入している。3a～3e層 まで観察可能であった。

(堆積土〉推積土は2層からなり、1層は10cm程の円礫、小礫を少量含んだ粘土質シルトで、2層はマンガン粒、小～

中礫を含んだ粘土質シルトであり、崩落した石材が多量に検出された。SRlの埋め立てに伴い人為的に埋められた

ものと考えられる。 (守谷)

浄■93431+
Y=2377

SE3土層註記
土

上

積

築

堆

構
色調 土質 粘性

5Y6/3 オリーブ蓑色 1粘土質シルト あ り

25Y5/2 暗灰黄色 お上質シルト あ り

75YR3/1 黒掲色 猫土質ンルト あ り

75YR3/1 黒褐色 粘土質シルト あ り

75YR3/ユ 黒褐色 粘土質シルト

75YR3/1 黒褐色 絡土詈ンルト

75YR3/1 黒褐色 粘土質シルト り

混入物・備考

l 径 10 cm程 の円礫微量。径 2 cn～ 3 cmの傑 を少量。

2 径 10 cm～ 20 cmの 円礫少量。崩落 した石材。

径 5 clll～ 20 cldの扁平な楕円の礫多量。裏込土。

得 馬cm～ 20 rmの 扁平 /F権円の篠 多量 .基 工十。
F S cm～ 20帥 の扁平な楕円の機多量ハ墓

融5 cm～ 20 clllの 扁平 な橋 円の礫多量。裏

5 clll～ 20 clllの 扁平な楕円の礫多量。裏込上。

A'

O      S‐ 1:40      1m

36000m A

臨 裏込土

第 18図 SE3井戸跡

36000m止

笠

３ｂ

３ｃ

３ｄ

３ｅ
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第 3章 検出遺構 と遺物

1 柱穴列

(1)SAl柱穴列跡 (第 20図、図版 5-2)

調査区西側、S3-E2～ S4-E2グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出された。SDlと 方向軸がほぼ一致し、南

北方向を軸に約 150 cm間 隔でピット3基が整列する。南北方向の伸びは撹乱されており、これ以上の柱穴列の

展開は検出されなかった。いずれの柱穴も、平面形は隅丸方形で、上端径約 40 cm、 下端径約 30 cm、 深さ約 20

cmを 測る。壁面は80度～ 85度の傾斜をもつ。底面はやや凹凸が観察され、柱痕、根石等は検出されなかった。

堆積土は同一で、炭化物を少量、砂礫を多量に含むシルトの単層である。遺物は出土していない。 (守谷)

Y=2318

浄■93430+

SAl土 層註記
O    S‐ 1:40   1m

⑧

負

第20図 SAl柱穴列跡 平 。断面図

2 溝跡

(1)SDl溝跡 (第 21図、図版 6～ 7-1、 8)

(遺構状況〉調査区東側、S3-E2～ S4‐E3グリッドに位置する。III層上面で検出された。ほぼ南北方向に伸び、遺

構両端を撹乱に削平される。検出状況から素掘りの溝と石組を有する溝の2時期が考えられる。

(SDtt b(素堀の清)〉 上端幅は約 200 cm～ 240 cmの間で広狭をもち、残存長 640 cmを測る。南に向かって緩やかに

下り傾斜し、浅い所では深さ約 10 cm、 最深部では約 20 cmを 測る。SDlaに 中央部を切られる。水流の痕跡等は観察

できなかった。堆積土はシルトの単層である。

遺物は堆積土中から18世紀中頃を主体とし、17世紀後半から19世紀中頃の陶器片 43点、磁器片 35点、瓦質土

器片 7点、瓦の小片 5点、計 90点が出土し、7点を図化した。その他は細片のため図化し得なかった。陶器と磁器

は肥前産、瀬戸美濃産、美濃産、大堀相馬産、小野相馬産などが出土している。第 21図 1～ 4は 18世紀を主とし

た陶器類、5は 18世紀後半以降の大堀相馬産と考えられる陶器の掛け分け碗である。6は 18世紀から明治時代以降

の磁器、7は年代不明の在地産と考えられる瓦質土器である。

(SDla(石組を有する溝)〉 上端規模は80 cm～ 100 cmの 間で広狭をもち、残存長 640 cmを 測る。南側に向かい緩や

かに下り傾斜し、浅い所では深さ約 20 cm、 最深部では 35 cmを 測る石組を有する溝である。水流の痕跡等は観察で

きなかった。石組は上部の長さ 50 clll～ 60 clll、 幅 40 cm～ 50 cm、 厚さ 30 clll～ 45 cmを 測る大型の自然礫と下部の長

さ20 clll～ 30 clll、 幅 15 cm～ 20 cm、 厚さ8 cIIl～ 15 clllを 測る扁平な自然礫で構築される。これは、下部の自然礫を台

石として、裏込土と共に上部の大型自然礫の安定を図る構造と考えられる。溝の東側は下部構造の台るのみを検出

した。上部の石材は攪乱により消失したものと考えられる。堆積土は炭化物と小礫を小量含むシルト層と裏込上の

砂礫を多量に含む粘土質シルト層からなる。SDlaの堆積土中から遺物は出土していない。(守谷)

尽⑧
40100m止

浄■鶴褐2+
Y‐ 2318 S=1180

土

上

積

築

堆

構 色調 土質 粘性 混入物・備考

l 10YR3/3 暗褐色 ンルト な し 黒褐色 シル ト粒中量。
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第 3節  Ⅲ層上面

40100m望笙

SDlb平面図 (1期〉

④

准■弱42+

撹乱

SDl a平 面図 (2期〉

SDl土層註記

積

築

推

糠
色調 土質 粘性 混入物 備考

l OYR3/ 暗褐色 シルト あ り
径 5 alal～ 10 Hllの 炭化物、
礫多量。 (2期 )

2 黒褐色
質

ト

土

ル

粘

ン
あ り
径 5 tul～ 10 Hluの礫多量。
(2期裏込)

3 10YR3/1 暗褐色 シルト あ り
径 5 nu～ 10 4dlの 砂礫
多量。(1期 )

~く
電ラ

O    S‐ 1:40    1m

§
Δ

濡

SDl出土遺物観察表

版

号

図

番

録
号
登
番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量 (cn)
産地 時期 備 考

遺構  層位 回径 底径 器高

}8
S3E3

陶器 碗 底部片 鉄釉 鉄釉 美濃 18C 高台内墨書「用」
SD1 3層

}9
S4■ 3

陶器 碗 底 部 灰釉 白濁釉 小野相馬 18C後半
SD1 3層
S3-E3

陶器 香炉 底部片 踊
鞠

瀬戸 美濃 18C後半 白濁釉 と鉄釉 の掛 け分け。
SDl 3層

S3‐ E3
陶器 土瓶 口縁部片 白濁釉 大堀相馬

18C後半

以降SDl 3層

SttE3
陶器 碗 口縁～底部 30% 螂

帥
白濁釉 大堀相馬

8C後半以R
白濁釉と鉄釉の掛け分け。

SDl 3層 or19C

S4E4
磁器 /1ヽ碗 底部片 染付 柴付 肥前

17C末～

18C前半
見込みに草花文 P

SD1 3層
S4E4

瓦質土器 鉢 口縁部片 在 地 不明
SD1 3層

第21図 SDl溝跡 平・断面図及び出土遺物
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(2)SD2溝跡 (第 22図、

o           S‐ 1160          2m

図版 7-2

Y=2317

第 3章 検出遺構 と遺物

3、 8)

調査区東側、S3-E2～ S4-E2グ リッドに位置する。III層 上面で検出

された。SDlに並走する形で、ほぼ南北方向に伸びる素堀りの溝である。

南北両端の伸びは撹乱によって削平される。規模は残存長 650 cm、 上

端幅 96 cm～ 110 cmの 間で広狭をもち、南に向かってゆるやかに下り傾

斜 し、浅い所では深さ 34 cm、 最深部では 40 cmを 測る。断面形は「U」

字状を呈し、壁は緩やかに立ち上がる。水流の痕跡は観察できなかった。

堆積土は 1～ 5層からなり、1層 は明褐色ブロックを多量に含んだ粘土

質シルト、2、 3層は径 l llull以 下の砂粒と小礫を多量に含んだ砂礫層、4

層は上層 2層 と良く似た粘土質シルト、5層は細礫を多量に含んだ粘土

質シルトである。遺物は出土していない。 (小林 )

40100m生

O  S‐ 1:30 50cm

―

第 22図 SD2溝 跡 平・断面図

第 23図  SD5溝跡 平・断面図

+浄■饂宅7

浄■螂3+

SD2土層言主記
土

土

積

築

堆

構
色調 土質 粘性 混入物・備考

1 75YR3/1 黒褐色 粘土質シルト あ り
径 l Hal以 下のシルト、1 4ul～ 3 cmの明褐色シル

トプロック多量。

75YR4/ 掲灰色 粘土質シルト な し 径 l Hul以 下の砂、径 3 cm～ 5 cmの礫多量。

75YR4/1 褐灰色 砂礫 な し
径 l tlul以下の砂、明褐色シルトプロック

径 3 cm～ 6 cllの 礫多量。

4 75YR2/ 黒褐色 粘土質シル ト シル ト微量。2層 に類似。

75YR5/ 褐灰色 粘上質シル ト あ り 径 5 all～ 10 aldの 礫多量。暗褐色 シル ト少量。

(3)SD5溝 跡 (第 23図、図版 7-4・ 5)

調査区南東側、S4-E2グ リッドに位置する。Ⅲ層上面層で検出された。ほぼ南北方向に伸びる素堀りの溝である。

南側の伸びは撹乱によって削平される。規模は残存長 195 cm、 上端幅 56 clll、 深さ 25 cmを 測り、底面は平坦で比高

差は認められない。断面形は開いた「U」 字状を呈する。水流の痕跡は観察できなかった。堆積土は単層で炭化物

粒を多量に含んだシルトの単層である。遺物は出土していない。(小林)

Y‐ 2320

+准■93436
39800m止           止

了項 1ア  。司s130ゴm

准■93438+
Y=2318

飩

ぷ
O         S‐ 1:60         2m

SD5土 層註記
土

土

積

築

堆

構
色調 土質 粘性 混入物 備考

10YR2/3 1 黒褐色 ンルト あ り 黄褐色シルト粒、炭化物粒多量
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第 3節  Ⅲ層上面

3 井戸跡

(1)SE2井戸跡 (第 24～ 26図、図版 9)

(遺構状況〉調査区中央部北側、S3-E4グリッドに位置する。III層上面で検出された。石組の井戸で、平面形は円

形を呈する。規模は上部内径約 120 clll、 底部内径約 80 cmを測り、深さは270 cmを測る。検出面より130 cmま では人

力で掘り下げ、さらに下層においては安全を考慮して井戸底まで重機による掘り下げを行った。その際、石組みが

崩落し、その構成や堆積土などの状況を詳細に把握することができなかった。

(掘り方〉検出部分については下部から上部にかけて緩やかに広がる円筒状を呈する。規模は、上部径 210 clll、 底部

径 110 cIIlを測る。壁面の傾斜角は80度～ 85度を測る。磐井時の足場等は検出されなかった。

(井側構造〉井側は石組で、石材を円筒形に積んで構築している。石材は長さ20 cm～ 40 cm、 幅 10 cm～ 25 cm、 厚

さ20 cm～ 45 cmの扁平な精円形の自然礫を利用している。積み方は石材を放射状に並べた、いわゆる乱石積みであ

る。大型の石材の間に小型の石材を詰めている。底部から上部まで石の積み方に変化はなかったと思われ、上部外

径 180 cm、 底部外径 140 cmを 測る。

(裏込土〉裏込の土は原則的に石を一段ないし二段積む毎に石の高さだけ埋められている。下層部はグライ化してい

るものの土質・土色はいずれも同様で、各層ともに砂礫が多く混入している。5a～ 5j層までを観察することができた。

(堆積土〉4層からなり、1層は細礫、炭化物を含む砂層で、2層は水分を多量に含んだ砂質シルトである。3層、4

層ともにグライ化した粘土質シルトである。また、2層以下の堆積土中から、崩落した石材が多量に検出された。

1層 については炭化物の混入や廃材等の混入があるため人為的に埋められたものと考えられる。

(出土遺物〉遺物は堆積土中から、 18世紀中頃から19世紀前半の陶器片 36点、磁器片 52点、土師質土器 7点、

瓦質土器片 5点、瓦小片 39点、木製品 8点、合計 147点が出土し、20点 を図化した。その他は細片のため図化し

得なかった。陶器と磁器は、肥前産、大堀相馬産、堤産等が出土した。第 26図の12は 18世紀中頃の肥前産と考え

られる青磁染付の龍文輪花皿である。第 25図の1～ 6は陶器、5は 18世紀後半から19世紀前半の大堀相馬産と考

えられる鉄絵染付の上瓶である。第 26図の 7は 19世紀代と考えられる堤産の軟質灰釉陶器の焙烙、8～ 14は磁器、

15・ 16は在地系の土師質土器、17～ 19は木製品で曲物の底である。20は漆器碗の破片である。 (守谷)

39500m止

―――― 加り方の■端

一―

聯上

第 24図 SE2井戸跡 平・
錮 裏込土

断面図及び立面図

紳宅4+
Y=2338
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39500m聖笙

5a

5b

5c

5d

5e

5f

5g

5h

５ｂ

５ｃ

５ｄ

５ｅ

５ｆ

５ｇ

５ｈ

第 3章 検出遺構 と遺物

O       S‐ 1:40       1m

SE2土層詮記
土

土

積

築

堆

構
色調 土質 粘性 混入物・備考

1 25Y3/3 贈オリープ褐色 fri管 シルト な し 細礫多量。炭化物微量。

2 10YR3/1 黒褐色 〔シルト あ り 径 10 cnの礫多量。崩落 した大型石材 を少量。

3 5B3/1 暗青灰色 粘土 ンルト あ り 径 3 cm～ 10 cmの礫、 :lmm以 下のシル ト粒多量。崩落 した大型石材 を多量。
4 5Bみ/1 青黒色 粘土質シルト あ り 径 3 cm～ 10 clllの 礫 、 lmm以 下のシル ト粒多量。
10YR3/ 黒褐色 粘土質シルト あ り l cm-5 cmし ,程驚、 lmm以 下のシル ト粒多量。裏込上。
10YR3/ 黒褐色 粘土質シルト l cll～ 5 clllの 礫、径 lmm以 下のシル ト粒多畳。裏込土。
10YR3/ 黒褐色 シルト 径 l clll～ 5 cmの礫、径 lmm以 下のシル ト粒多量。裏込土。
10YK2/ 具色 土 rシ ルト あ り 径 l clll～ 5 clllの礫、径 lmm以 下のシル ト粒多畳。裏込土。
10YK2ノ 土 こシルト あ り 径 l clll～ 5 cmの礫、径 lmm以 下のシル ト粒多量。嚢込土。
5B2/ 罠色 粘土 シルト あ り 径 l cm～ 5 cmの礫、径 lmm以 下のシル ト粒多量。異込土。
5B2/ 青黒色 粘土質シルト あ り 径 l cm～ 5 cllの 礫、 lmm以 下のシル ト粒多量。裏込土。

5h 5B2/ 青黒色 粘土質シルト あ り lmm以 下のシル ト粒多量。裏込土。
5 5B2/ 青黒色 粕土質シルト り l clll～ 5 cmの礫 、径 10 cm～ 径 15 cmの礫 を多量。裏込上。

5B3/ 賠青灰色 粘土質シルト 径 l cm～ 5 cmの礫、径 10 cn～ 径 15 cmの礫 を多量。裏込上。

甚垂全にとこぅ 6

4

SE2出土遺物観察表

版

号

図

番

録
号
登
番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量 (clll)
産地 時期 備 考

回径 底 径 器高

%‐ 1 I‐30
S3‐〔И

陶器 碗 体部～底部 40% 白濁釉 白濁釉 大堀相馬
18C後半

以降SE2 2層

25‐ 2
S3E4

陶器 碗 底部片 淡青色 nII 淡青色和 小野相馬 18C
SE2 2層

2}3 I-28
S3E4

陶器 皿 ? 底部片 90% 灰釉 印花文 大堀相馬
18C中 頃

以降
見込に型押による印花文。

SE2 2層
SttE4

陶器 急須 蓋片 白濁釉
つまみ径

08
大堀相馬 19C つまみに白濁釉。

SE2 2層

25-5
S争酵

陶器 土瓶 口縁～底部 30% 鉄絵 灰釉 大堀相馬
18C後半～

19C前半
鉄絵による笹文。

創ツ 2層

256 }32
S3P/4

陶器 仏飯具 底 部 鉄釉 大堀相馬 18C～ 19C
SE2 2層

第 25図 SE2井 戸跡 断面図及び出土遺物
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出土遺物観察表
- 190    S=1:6 10cm

―

二 十  つ

版

号

図

番

録

号

登

番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量 (cll)
産地 時期 備 考

遺構 層位 口径 底径 器 高

26‐ 7 129
S3E4

陶器 焙烙
口縁～

底部片
鉛釉 鉛釉 堤焼 軟室施釉陶器。SE2 2層

J-35
S3-E4

磁 器 碗 口縁～底部 50%
付

化

染

革
透明釉 肥前 18C

波佐見産。 くらわんか手 。幸花文。

見込みに蛇ノロ釉剥き。SE2 2層

26-9
S3王X

磁器 小形端反碗 口縁～底部 20% 染付 染付 肥前 19C前 半 笹文 ?
SE2 2層

2←10
S>μ

磁器 小形端反碗 日縁～底部 40% 瑠璃AH 透明釉 94 一削SE2 2層

2◆ 11 磁 器 端反り小不
口縁～

体部下瑞
20% 染付 肥前 P 中 頃 口縁二重圏線。SE2 2層

26‐ 12 」‐37 磁器 輪花皿 口縁～底郡 80% 柴付 染付 肥前 18C中頃
内面 :龍支。青磁染付龍文輪花皿。蛇の目IL高台。

嵩台内に渦福あり。二重粋文。日跡あり。SE2 2層

26‐ 13 磁器 皿 底部片 灰釉 灰釉 肥前 18C以 降 白磁 PSE2 2層

26‐ 14 Jお 4 磁器 輸花鉢 口縁部片 肥前 17C 色合い的には波佐見の可能性あり。SE2 2層

26-15
S3E4

土師質土器 灯明皿 完形 100% 油煙付着 在地 ? 18C～ 19CSE2 2層

26-16
S3E4

灯明皿 口縁～底部 20% 在地 ? 18C～ 19CSE2 2層

26-17
S>E4

木製品 曲物 底部 P 60% 在地 厚 さ ■3 clll。 板 目取 り。SE2 2層

2←18
S}F4

木製品 曲物 底言Б? 50% 在地 19C 厚さ04 cm。 板目取りSE2 2層

2◆ 19
S3E4

木製品 曲物 底部 ? 50% 在 地 19C 厚 さ 08 cn。 板 目取 り
SE2 2層

2320 Lお
S3E4

木製品 漆器碗 体都～底都 20% 漆 赤漆 在 地 19C? 漆器の碗で円面に赤漆。縦木取り。SE2 2層

第 26図 SE2井 戸跡 出土遺物
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第 3章 検出遺構と遺物

(2)SE5井戸跡 (第 27図、図版 10)

(遺構状況)調査区中央南側、S4-E4グ リッドに位置する。V層上面で検出された。北側半分がSBlの 掘り方により

削平されている石組の井戸で、平面形は円形を呈すると考えられる。SX25を切り、北側をSBlの 掘り方に切られる。

上部内径約90clll、 底部内径約80cmを測り、深さ96cmを測る。井戸としては非常に浅い。

(掘り方〉南半分しか残存しないが、検出部分においては上端部分がやや広がる円筒形を呈している。規模は、上

部径170cm、 下部径133cmを 測る。壁面の傾斜角は80度～82度を測る。

(井側構造〉井側は石組のもので、石材を円筒形に積んで構築している。石材は長さ15cm～ 40cm、 幅15cm～ 20cm、

厚さ15cm～ 20cmの扁平な楕円形の自然礫を利用している。積み方は石材を放射状に並べた、いわゆる乱積であり、

大型の石材の間に小型の石材を詰めている。底部から上部までの石の積み方に変化はなかったと思われ、上部外径

は120cm、 底部外径110cmを 測る。

(裏込土〉崩落が著しく詳細な観察ができなかったが、いずれの層も砂礫が多量に混入する砂質シルトである。明

確ではないが、石を一段ないし二段積む毎に石の高さだけ埋められたものと推測できる。4a～4d層 を観察した。

(堆積土〉炭化物を多量に含んだ褐色のシルト層からなり、崩落した石材が多量に検出された。SBlを 建築する際

に埋め立てられたものと考えられる。

(出土遺物〉遺物は堆積土中から、17世紀末から18世紀前半と考えられる肥前の染付碗が1点出土した。 (守谷)

38900m」生

+X193鶴
Y‐ 23405

0    S‐ 1:40    1m
11,リ カめ ,十 1

111,|,t,サ |(!古

A'

4a

4b

4c

4d

鰯 裏込土

SE5:上層言主言己

SE5出土遺物観察表

土

土

積

集

堆

構
色調 土質 粘性 混入物・備考

l 10YR4/4 褐色 シルト あ り 中灰 多畳。縮落 した石材が多畳 6

2a 75YR4/4 掲色 シルト あ 炭化物少量。径 l cm～ 3 cmの砂礫多畳。裏込上。

75YR74 色 シルト あ 炭化物少量。径 l cm～ 3 cmの砂礫多量。裏込土。

75YR4/4 シルト あ り 淀化物少量。径 l cm～ 3 cmの砂礫多量。裏込土。

75YR74 褐色 シルト あ り 径 l cm～ 3 cmの砂礫 を多量。径 10 cmの礫少量。裏込土。

版

号

図

番

録

号

登

番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量 (cE)
産地 時期 備 考

遺構 層位 回径 底径 器高

」望1
SttE5

磁器 碗 底部 80% 染付 肥前
17C末 ～

18C前 半
波佐見産 ? 灰釉だがやや青い。

SE5 1層

第 27図 SE5井 戸跡 平・断面図及び出土遺物
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第 3節  Ⅲ層上面

4 柱跡 (第 28～ 29図、図版 11)

調査区中央、S3‐E5～ S4-E5グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出された。P12～ 14、 P17、 P18、 P20～ 23、

P25、 P26、 P28～ 44の 28基のピットを数え、P18は P25を切る。いずれの柱穴も第二師団による盛土整地で上部

が著しく削平されており、明確に組むものは検出できなかった。

いずれも平面形は円形ないし楕円形を呈し、上端径は 20 cm～ 25 cm、 下端径は 15 cm～ 20 cm、 深さは 15 cm～ 30

cmを測り、堆積土は単層で同一の土壌が検出された。また、P14、 P17、 P22、 P40に は径 15 cm～ 20 cm、 厚さ 7 clll

～ 10 cm程 の自然礫を用いた根石が検出された。

遺物は磁器が P17よ り1点、P18よ り2点、P20よ り1点出土している。瓦質土器は P18よ り1点、土製品は

P23よ り1点出土している。第 29図の 1は 18世紀の肥前産と考えられる染付碗、2は 18世紀前半の肥前産の小碗、

3は 18世紀の波佐見産の小碗、4は 18世紀代の在地産と考えられる瓦質土器の獣面蚊遣りの脚部である。 (上橋 )
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第 3章 検出遺構 と遺物
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柱跡土層註記

遺構名
堆積土

構築土
色調 土質 粘性 混入物・備考

P12^-24、

P26～ 44
l 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト な し 黒褐色シルト粒中量。最下 l clnは暗灰黄色に変色。

P25 l 10YR3/4 暗褐色 砂質シル ト な し 里楊任 シル ト片 中畳
^

柱跡出土遺物観察表

版

号

図

番

録

号

登

番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量 (cFd)
産地 時期 備 考

口径 底 径 器高

SttE5～ S4E5
磁器 染付碗 体部片 染付 43 単酬 18C 外面 :地文氷裂文、雪輪内に草花文

P171層

29-2
S3E5

磁器 小碗
口縁～

体部片

F,半 J

革花文
44 月巴前 18C前半 外面 iコ ンニャク印判。

P18 1層

29‐ 3 」-4
S3‐E5

磁器 小碗
目縁～

体部片
染付 月巴前 波佐見産。外面 :草花文。

P181層

294
S3E5

瓦質土器 鉢類 脚部 30% 在地 獣面蚊遣り。
P181層

29-5 Pお
S3E5～ S4E5

磁器 41皿
回縁～

底部
完形 印花菊弁 肥 前 19C 型作 り。

P20 1層

S3E4～ S4E4
土製品 不 明 完形 略完形 沈線 在地 19C 人形の一部か。

P23 1層

第 29図 柱跡 断面図及び出土遺物
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第 3節  Ⅲ層上面

5 性格 不明遺構

(1)SX4性格不明遺構 (第 30～ 47図、図版 12～ 13)

(遺構状況〉調査区中央北側、S3-E5～ S3-E6グリッドに位置する。Ⅲ層上面で検出された。北側は調査区外に伸び、

南側をSD4に切られる。平面形は不定形を呈する。上端規模は長軸 1000 cm、 短軸 440 cm、 深さ45 cmか ら65 cmを測り、

北側に向かって傾斜が認められる。壁は緩やかに立ち上がり、底面は起伏を持つ。堆積土は3層の砂質シルトから

なり、1層 は炭化物、細礫を多量に含む。2層 は炭化物、細～中礫を多量に含み、鉄分の沈着と一部にグライ化が

認められる。3層 は小礫、大礫を多量に含んでいる。遺構の形状や堆積土の状況から、近世～近代初頭のゴミ穴と

も考えられる。堆積± 1～ 2層からは遺物とともに礫が多量に検出されているが、これらも投げ込まれ廃棄された

ものと思われる。

(出土遺物〉遺物は堆積土中より、17世紀後半から19世紀中頃の陶器片591点、磁器片728点 、土師質土器片 88点、

瓦質土器片 8点、瓦小片 139点、合計 1554点が出土し127点 を図化した。その他のものは細片のため図化し得なかっ

た。陶器は肥前、瀬戸・美濃、大堀相馬、高古、堤、在地のもので、いずれも17世紀後半から19世紀中頃に生産

されたものである。磁器は肥前、瀬戸・美濃、切込のもので、17世紀末から19世紀中頃に生産されたものである。

第 29図の 12～ 19は いずれも19世紀に生産された大堀相馬産の上瓶である。12は外面全体に瑠璃釉が施釉される。

13は イッチン技法よる文様描出、14～ 16は外面に色絵が施され山水文、色絵菊文等施文される。SX4で は土瓶の

出土量が多い。第 33図の28は 17世紀に生産されたと考えられる献上手の備前産の徳利であり、外面に火欅が見ら

紳宅6+
Y‐2340

39200m止

S‐ 1:60

SX4性格不明遺構土層註記
土

土

凝

築

雅

構
色調 土質 粘性 混入物 備考

l 75YR3/1 黒褐色 砂質シル ト な し 炭化物粒、細礫多量。

2 25Y3/1 黒褐色 砂質シル ト あ り l cm以下の炭化物中量、細～中礫多量。鉄分の沈着が見 られ、ややグライ化する。

3 10YR3/4 陪楊包 砂留 シル ト な し

第 30図 SX4性 格不明遺構 平・断面図
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第 3章 検出遺構と遺物

れる。第 34図の 33は高古焼で外面に「萬古陽楓軒千秋」と押印され森与平千秋の作と思われる急須の把手から受

部の破片である。第 40図～第 45図の 86～ 109は いずれも幕末から明治にかけて生産されたと思われる瀬戸・美濃

産の磁器の皿で胎土色、呉須の色合い等は様々だが、相似した文様が施文される。第 46図の 119は切込焼の徳利で

あ り、外面に精緻な筆使いで竹文が描出される。 (守谷)
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＼

＼

ノ

＼V

O       S‐ 1:3     10cm

SX4性格不明遺構出土遺物観察表

版

号

口

番

錫

号

査

番

グリッド
種別 器種 部位 残存華 外 面 内面

法量 (cm
産地 時期 備 考

遺構  層位 口径 底径 器 高

S3‐E5
陶器 碗 日縁～底部 50% 灰釉 灰鶏 信楽 P 以降 胎土に黒い粒子が混入。

SX4 2層

31-2 子49
S&E5

陶器 碗 底部片
青緑釉

掛け流 し
鉄絵 (46) (47) 美濃 19C

見込 :鉄絵による花文 P

ろくろ形成痕あり。SX4 2層

31-3 I-56
S3E5

陶器 碗 底部 100% 鉄釉 白濁釉 大堀相馬 19C 文字文。
SX4 2層

31望 I-60
S3E5

陶器 碗 底部片 来付 染付 (19) 不明 19C
高台内に Fま ひこJの銘押F「。

外面 :鉄釉 緑紬、内面 :鉄釉 緑T4。SX4 2層

[50
S3E5

陶器 碗 or小鉢 底都片 鉄釉 緑釉 (23) 大堀相馬
18C後半～

19C中 頃

見込みに菊の印。

放射状の陰刻。掛け分け碗。SX4 2層
S3‐E5

陶器 碗 底部～体部 80%
灰釉

一部白濁釉
肥前 ? 19C 唐津 ?

SX4 2層

31-7
S3‐E5

陶器 碗 底部片 50% 白濁釉 白濁釉 大堀相馬 18C後半
SX4 2層
S3E5

陶器 丸碗 日縁～底部 20% 灰和 灰釉 信楽 P 18C P
SX4 2層
S3E5

陶器 端反碗 口縁～底部 90% 灰釉 白濁 rTH (123) 不 明 不明 蜻蛉文。掛け流し。畳付は露胎。
2層

31‐ 10 I-70
S3‐E5

陶器 端反碗 口縁～底郡 50% 青釉 白濁釉 56 大堀相馬
19C前 半～

中頃
掛け分け。削り出し高台。

SX4 2層

3卜 ll Iも8
S3‐E5

陶器 小不 日縁～底部 40%
薄 ヤヽ 91色釉

文字は鉄釉
白濁釉 (67) (26) 45 大堀相馬

19C

明治以降
裏面に墨書 。

2暦
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第 3章 検出遺構 と遺物

S‐ 113 10cm
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SX4性格不明遺構出土遺物観察表

版

号

図

番

録

号

登

番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外 面 内面

法量 (cm)
産地 時期 備 考

口径 底径 器高

32‐ 12
S3E5

陶器 土瓶 注目片 瑠璃 一部施釉 大堀相馬
19C前 半

以降SX4 2層

32‐ 13 I■ 1
S3‐E5

陶器 急須 口縁～注目 30% 白濁釉 透明釉 P (48) (81) 大堀相馬 白濁釉を流し掛ける。SX4 2層

32-14
=53

S3‐E5
陶器 急 須 口縁～胴部 40% 鉄絵灰釉 (70) (60) 大堀相馬

19C前半

以降
白い化粧土によるイッチン描き。SX4 2層

32-15
S3E5

陶器
土瓶 or

急須
口縁～体部 40%

色絵

山水文
(78) (68) 大堀相馬

19C前 半～

中環
外面 :色絵風景文。SX4 2層

32-16 I望8 陶器 土瓶 口縁～体剖 4000 色絵 (73) 大堀相馬
19C前 半

幕末
外面 :山水文。

SX4 2層

32‐ 17 Iお 1
S3-E5

陶器 土瓶
口縁～

体部下端
40% 色絵 大堀相馬 外面 :色絵菊文。

SX4 2層

32‐ 18 J-130
S3‐E5

磁 器 土瓶
日縁～

体部片
白濁釉 白濁釉 (63) (40) 大堀相馬

18C後 半～

19C前半
外面 :色絵菊文。

S】

“

2層

3219
S&E5

陶器 鉢 回縁～体部 20% 灰釉 灰釉 大堀相馬
18C末～

横位沈線 を縦沈線で区画。
SX4 2層

32-20 I-72
S3E5

陶器 土鍋 口縁～底樹 30% 鉄釉 鉄釉 堤 19C前半 底部に媒が付着。SX4 2層

32-21
S3E5

陶器 鍋
口縁～

体吉[片
鉄釉 鉄釉 (184) (66) 瀬戸美濃 ?

SX4 2層

32-22 子43
S3E5

陶器 鍋 日縁部 20% 鉄釉 鉄釉 (184) 堤
SX4 2層

32‐ 23 I‐52
S3-E5

陶器 壺 P 底部 40% 黒釉 堤 釉薬が厚 く施釉 される。
SX4 2層

33‐ 24 Iお2
S3‐E5

陶器 一軍 口縁一体部 10% 色絵 施釉 (124) 外面 :呉須絵ぽたん? 内面 :白 1蜀釉。
SX4 2層

33‐ 25 Iお 3
S3E5

陶器 油受け皿 日縁一体部 70% 灰釉 灰釉 (60) 堤 P 19C 全体に二次焼成をうける。
SX4 2層

33-26
S3E5

陶器 油受け皿 口縁～底部 95%
鉄れI

塗台れζ

釉

釉

鉄

飴
大堀相馬 19C前半 内面は油のため光沢がある。

2層

33-27 I‐69
SttE5

陶器 徳利 口縁～頚剤
`

100%
白濁釉

糠白釉
自濁釉 (■0) 大堀相馬

18C後 半～

19C中 頃SX4 2層

33‐ 28
SttE5

陶器 徳利 底部片 備前 18C前半 ろくる形成痕あり。
SX4 2層

3争29
S3E5

陶器 発 体部～lA部 30% 黒褐色濡 黒褐色釉 堤 18C以 降 ろ くろ形成痕あ り。小型整 P
SX4 2層

第 33図  SX4性格不明遺構 出土遺物 3
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S‐ 1:3 10cn
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SX4性格不明遺構出土遺物観察表

版

号

図

番

録

号
登
番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量 (cm)
産地 時期 備 考

遺構・ 層位 口径 底径 器高

3430
鶴 ■ 5

陶器
急須 or

土瓶の蓋

つまみ～

受け
80% 白濁釉

つまみ

径 12
44 大堀相馬

18C～ 19C

前半SX4 2層

3431 I-51
SttE5

陶器 蓋 体部～底部 40% 象嵌花文 不明 19C? 白化粧上の象嵌。
SX4 2層

3432 I-62
SttE5

陶器 急須
回縁～

注目部

色絵

線刻文字
(39) 萬古焼 19C中頃 場楓軒千秋、陽流、日本高古の印あり

SX4 2層

34‐ 33 I‐59
SttE5

陶器 上瓶の蓋 蓋 50% 色絵 (20) 大堀相馬
19C

幕末～明治

整面に判別不能な文字あり

外面 :山水文。SX4 2層

34-34 }45
S}酎

陶器 養or鉢 底 部 100% 鰤
鉄釉

目痕あり
瀬戸 美濃 19C P 見痕 4箇所あり。

SX4 2層

34-35 }46
S3E5

土師質土器 焙烙 口縁～底部 50% 鉛釉 鉛釉 多5 堤 19C前半 把手部欠損。
SX4 2層

3436 }78
S3E5

土師質土器 灯明皿 底部片 (54) 瀬戸 ? 不 明
SX4 2層

3437
S3E5

陶器 積鉢
体部下端～

底部片
20% 鉄釉 鰤 不 明 (146) 5B 瀬戸 美濃 17C～ 18C

SX4 2層

34‐ 38 }80
SttE5

と師質土器 鉢 P 体部～底部 在地 19C? ろくろ形成痕あり。
SX4 2層

35‐ 39 }42
S3E5

陶器 植木鉢 口縁～底部 70% 堤
19C

明治以降
ろくろ形成痕あり。日縁内部に鉄釉。

SX4 2層

35‐ 40 J74
S3■5

磁 器 碗 口縁～底部 60%
染付革花文

露胎
53 月巴前

VC末～
18C初め
高台内に大明年製もどきの銘あり。

観盟 2層

3541 J-111
S3E5

磁器 碗 底 部 60% 染付 染付 月巴前
17C末～

18C初め

高台内に 欧 明成化年製Jの銘あり。

見込 :五弁花。SX4 2層

3542 J l14
S3E5

磁器 皿 底部片 染付 染付 (84) (26) 肥前
17C末～

18C前半
外面 :草文 P

SX4 2層

第 35図 SX4性格不明遺構 出土遺物 5
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O           S‐ 113         10cm
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SX4性格不明遺構出土遺物観察表

版

号

図

番

録

号

登

番

グ リ
種房U 器種 部位 残存率 外面 内面

法量
産地 時期 備 考

遺構・ 層位 日径 底径 器高

36‐ 43
S3‐E5

磁器 碗 P
日縁～

体部片
染付 染付 肥前

17C末～

18C初頭

焼きつぎの痕あり。

外面 :唐車文、内面 :四 方欅文。SX4 2層

36‐ 44 」
S3E5

磁器 灰吹き香炉 底部片 染付 (72) 月巴前 17C P 蛇の 日高台。
SX4 2層

36■5 J103
S3E5

磁器 碗
口縁～

底部片
50% 染付 染付 一酬 19C中頃

染付環状松竹梅。

外面 :み じん唐革文省略、内面 :四方樫文。SX4 2層

36■6 」→6
S3E5

磁 器 碗 口縁～底部 80% 染付 染付 源戸 美濃 19C 外面 :火炎宝珠文。見込 :「寿J。
Sス監 2層

36-47 J‐126 磁 器 碗 口縁～底部 70% 染付 染付 肥前 18C F代 Ⅲ面 :半菊、笹。見込 :寿字文。
SX4 2層

36-48
SttE5

磁器 碗 底部片 染付 染付 17 肥前 19C前半 高台内に福字文。
SX4 2層

」116
S3‐E5

磁 器 碗 底部 80% 染付 (27) 肥前 18C P 高台内に F大明年製』の銘あり。
SX4 2層

36‐ 50 」-124
S3E5

磁器 碗 P 体部～体部 染付 染付 肥前 19C前半 外面 :OX文、見込 :抽像文。
SX4 2層

36-51 」71
S3E5

磁器 端反碗 口縁～底部 90% 染付 染付 漂戸 美濃
19C前半～

中頃

うすく口鋳が入る。

外面 :源氏香文、内面 :鳥 ?SX4 2層

86-52
S3E5

磁 器 端反碗 口縁～底部 40% 染付 染付 瀬戸 美濃 19C前半 口錆。霊芝花文。外面 :崩れた捻文。
SX4 2層

37-53 」‐139
S3E5

磁器 猪口 ?
口縁～

体部片
染付 染付 一削 高台内に F成化年製』の銘あり。

SX4 2層

3作54 J‐99
S3■ 5

磁 器 端反碗 口縁～底部 30% 染付 染付 肥前 18C後 半 ? 口縁内側 :格子文、見込 :寿字文。
SX4 2層

3卜55 」-108
S3E5

磁器 端反碗 口縁～底訂 30% 染付 染付 肥前 19C前半
見込 :環状松竹梅文。

外面 :革木 灯篭 P 内面 :雷 F弓帯。SX4 2層

37‐ 56 J-127
S3E5

磁器 端反碗 口縁～底訂 40% 染付 染付 瀬戸 美漉
19C前 半～

中頃
洋呉須による染付。

SX4 2層

37-57 J‐138
S3-E5

磁器 端反碗 口縁～底碧 30% 衆付 染付 肥前
蛇の日高台。

外面:草文? 見込:「成化年製Jの銘ありSX4 2層

第 37図  SX4性格不明遺構 出土遺物 7
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第 3章 検出遺構 と遺物

S‐ 1:3 10cm

SX4性格不明遺構出土遺物観察表

版

号

図

番

録

号

グリッド
種 別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量 (c皿 )
産地 時期 備 考

遺格  層位 底 径 器 高

3群58 J‐113
S3E5

磁器 端反碗 底部片 染付 染付 104 (40) 単削
19C稿 t・ Iユヽ

中頃
見込〔○○〇年製の銘あり。

SX4 2層

38-59 J‐112 磁 器 端反碗 口縁～体都 20% 染付 染付 瀬戸 美濃
19C前 半～

中頃
外面 :楼閣文。洋呉須による染付。

2層

3移60 J-148
S3,E5

磁 器 碗 底部片 染付 染付 (34) (31) ユ削 19C 見込 !花文。
SX4 2層

38‐ 61 」129
S3‐E5

磁 器 端反碗
日縁～

体酪
'片

染付 柴付 瀬戸 美濃
19C前半～

中瞑
外面 !蝶文。

SX4 2層

38-62 J■ 31
S3‐E5

磁 器 碗 底部 100% 染付 月B前 19C前半 外面 :二重格子 目文。

38-63 J-128 磁 器 筒型碗 日縁～底那 40% 肥前 不 明 青磁。
SX4 2層

3伊64 」‐122
S3E5

磁 器 筒型碗 日縁～底部 40% 染付 一酬 18C以 降 外面 :山水文 ? 焼接 ぎの痕あ り。
SX4 2層

38-65 」133
S3E5

磁器 筒茶碗 日縁～底部 30% 白磁 単削 18C? 外面 :風景文
SX4 2層

38‐ 66 」-137
S3a5

磁器 Jヽ筒茶碗 日縁～体部 20% 染付 染付 瀬戸 美濃
面

面

内

外

日縁部二重圏線。

松の本、山水。SX4 2暦

38-67 」-120
S3E5

磁 器 喘反小碗 □縁～lR部 90% 染付 染付 月巴前 18C前半 ?
高台内に

'成

化年製Jの銘あり

見込とH縁内部に二重回線。SX4 2層

3868 磁器 筒型碗 口縁～底部 30% 染付 染付 単副 外面 :氷裂文花文、内面 :二重圏線。
SX4 2層

38-69 J‐121
SttE5

磁器 筒型碗
口縁～

体部片

瑠璃釉金彩

辞亀文編字
染付 肥前 19C前半

金彩で亀文が描かれている。

栄付による鋸歯状。SX4 2思

38‐ 70
S3E5

磁器 碗 口縁～底都 5000 染付 柴付 lm戸  美濃
19C

rFT末～明治

外面 :植物、見込 :獣革文 ?

洋呉須による染刊。SX4 2層

39‐ 71
S3E5

磁器 端反碗 日縁～底部 90% 柴伺 災付 瀬戸 美渡
19C

幕末以降
外面 :花文、洋呉須による染付。

SX4 2層

39-72 J 117
S3E5

磁 器 小碗 体部～底部 5000 陰刻 (72) 瀬戸 美濃
19C中頃

森末～明治
白磁。口錆。見込 :寿字文。

SX4 1層

39-73
S3‐E5

磁 器 端反碗 日縁～底部 20% 染付 染付 (88) (35) 瀬戸 美濃
半末～明治

洋呉須による染付。見込 :花文。
SX4 1層

39-74
S3E5

磁器 端反碗 底部～日経 40% 染 付 染付 (82) 瀬戸 美澱
十火～明治

外面 I I11芝祝寿文、内面 〔仙芝祝寿文。

洋呉須による染lNl。SX4 1層

第 39図  SX4性格不明遺構 出土遺物 9
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第 3章 検出遺構 と遺物

SX4性格不明遺構出土遺物観察表
版

号

図

番

録

号

全

番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外 面 内面

法量 (cm)
産 地 時期 備 考

遺構  層位 回径 底径 器 高

40-75
S3E5

磁器 碗 口縁～底部 30% 染付
上絵付の

文字あり
(52) 瀬戸 美浸 ?

明治以降SX4 1層

40-76 」135
S3屯5

磁器 端反碗 口縁～底部 30% 染付 染付 瀬戸 美濃
明治以降 争

外面 :革花文、内面 :花文。

洋呉須による災付。SX4 1層

40-77 」-98
S3E5

磁器 端反碗 口縁～底部 70% 染付
付

込

染

見 (34) 瀬戸 美濃 19C末
外面 :源氏香。

口錯、洋呉須による染付。SX4 1層

40-78
S3E5

磁器 湯呑 日縁～底都 80% 柴付 柴付 瀬戸 美濃
19C

栞末～明治

外面 :仙 芝祝キ文、内面 :仙 芝祝寿文。

日縁部に口錆。Sメ整 1層

40-79
S3E5

磁器 小杯 日縁～底吉[ 20% 染付 (70) 工副 19C前半 外面 :松。
SXコ 2層

40‐ 80
S3E5

磁器 猪 国 体部片 染付 染付 (42) 肥前
18C末～

19C前半
広東碗風猪 口。

2層

40‐ 81 J-106
S3E5

磁器 小杯 口縁～底部 40% 源戸 美濃 白磁。
2層

J136
S3E5

磁器 蓋付き鉢 口縁～底部 20% 染付 一削 18C前半 外面 :花文。
SX均 2層

40お3 J l15
S3E5

磁器 碗
日縁 ～

体部岩
漿付 染付 (46) 肥前 18C後半 外面 :鳥 ? 四方欅文。

2層

40-84 」-140
S3‐E5

磁器 小郭 ヨ縁～鷹部 40% 白濁釉 白濁釉 瀬戸 美濃
19C

明治以降 ?
洋呉須による染付。

SX4 1層

40お5
S3‐E5

磁器 皿
口縁～

lA部片
染付 染付 (136) 肥前

厚手の くらわんか手。蛇の目釉剥ざ。

外面 :蔓革文 P 内面 :革花文。2層

40お 6
S3E5

磁器 皿 口縁～底部 20% 染付 柴付 (136) 瀬戸 美濃
19C

幕末～明治

見込 :荒磯文、外面 :革文、内面 :み じん唐草。

蛇ノロ凹高台、洋呉須による楽付。SX4 1層

」-141
S3E5

磁器 皿 口縁～底菩L 40% 染付 柴付 瀬戸 美濃
幕末～明治

見込 :荒磯文、外面 :草文、内面 |み じん唐草

蛇ノロ凹高台、洋呉須による楽付。SX4 1層

J‐ 148
S3E5

磁器 皿
日縁～

体剖
`片

45% 染付 柴付 (136) (64) IH戸 美lll
幕末～明治

見込 :荒磯文、外面 :車文、内面 ;み じん唐草。

蛇ノロ凹高台、洋呉須による染付。SX4 1層

41お 9 」-59
S3E5

磁器 皿 口縁～底部 90% 染付 染付 瀬戸 美濃
キ末～明治

見込 :荒磯文、外面 :専文、内面 :み じん唐草。

蛇ノロロ高台、洋呉須による染付。1層

41-90 磁器 皿 口縁～底部 90% 染付 染付 瀬戸 美濃
栞末～明治

見込 :荒機文、外面 :車文、内面 !み じん唐草。

蛇ノロ凹高台、洋呉須による染付。SX4 1層

41→ 1
S3E5

磁器 皿 日縁～底部 90% 染伺 染付 源戸 美濃
19C

ネ末～明治

見込 :荒磯文、外面 :草文、内面 :み じん酉革。

蛇ノロ凹高台、洋呉須による楽付。SX4 1層

第 41図  SX4性 格不明遺構 出土遺物 刊1
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第 3章 検出遺構 と遺物

S‐ 1:3

SX4性格不明遺構出土遺物観察表

版

号

図

番

録

号
登
番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量 (cm)
産地 時期 備 考

遺構・ 層位 口径 底径 器高

42-92 」‐79
S3■ 5

磁 器 皿 口縁～底部 80% 染付 染付 瀬戸 美濃
年末～明治

見込 :荒磯文、外面 :準文、内面 iみ じん唐■。

蛇ノロ凹高台、洋呉須による染付。SX4 1層

42-93 J-80
S3-E5

磁器 皿 日縁～・A部 70% 染 付 染付 瀬戸 美濃
19C

票来～明治

見込 :荒磯文、外面 i革文、内面 :み じん唐草。

蛇ノH凹嵩台、洋呉須による染付。SX4 1層

42製
S3E5

磁器 皿 口縁～底部 90% 染付 染付 漸戸 美lk
19C

纂末～明治

見込 !北確文、外面 :■文、内面 :み じん唐革。

蛇ノロ「η萬台、洋呉須による染付。SX4 1層

42‐95 J-82
S3E5

磁器 皿 日縁～底部 80% 染付 染付 瀬戸 美没
19C

雅末～明治

見込 :荒磯文、外面 :草文、内面 :み じん唐草。

蛇ノロ凹高台、洋呉須による染刊。SX4 1層

42-96 Jお3
S3E5

磁器 皿 回縁～底部 95% 染付 染付 瀬戸 美濃
19C

幕末～明治

見込 :荒磯文、外面 :革文、内面 !み じん唐単。

蛇ノロ凹高台、洋呉須による栄付。SX4 1層

42-97
S3-E5

磁器 皿 日縁～底部 50% 染付 染付
幕末～明治

見込 :荒磯文、外面 :草文、内面 :み じん唐草。

蛇ノロ四高台、洋呉須による栄付。SX4 1層

4398 J‐86
S3-E5

磁器 皿 口縁～底部 80% 染付 染付 瀬戸 美濃
幕末～明治

見込 1荒戯文、外面 :草文、内面 Iみ じん唐革。

蛇ノ凰凹高台、洋呉須による染付。Sメ塾 1層

J‐87
S3E5

磁器 皿 口縁～底部 90% 染付 染付 128 瀬戸 美濃
幕末～明治

見込 ;荒蔭文、外面 :革文、内面 :み じん唐草。

蛇ノロ凹高台、洋呉須による楽付。SX4 1層

43100
S3‐ E5

磁器 皿 口縁～底部 70% 染付 染付 瀬戸 美濃
率末～明治

見込 :荒磯文、外面 :草文、内面 :み じん唐車。

蛇ノロ凹高台、洋呉須による染付。SX4 1層

第 43図 SX4性格不明遺構 出土遺物 13
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第 3章 検出遺構 と遺物

S‐ 1:3

茅

と  ⌒

SX4性格不明遺構出土遺秘観察表

版

号

図

番

録

号

登

番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量 (el)
産地 時期 備 考

遺構・ 層位 日径 底径 器高

44‐101 」‐94
S3E5

磁器 皿 日縁～底部 60% 染付 染付 (133) 瀬戸 美濃
19C

幕末～明治

見込 :荒磯文、外面 i革文、内面 :み じん唐草。

蛇 ノロ凹高台、洋呉須による染付。SX4 1層

44-102
S3-E5

磁器 皿 口縁～底部 60% 染付 染付 (138) 漸戸 美泄
幕末～明治

見込 :光磯文、外面 :革文、内面 :み じん唐革。

蛇ノロ凹高台、洋呉須による染付。SX4 1層

44103 J‐ 100
S3E5

磁器 皿 口縁～底都 70% 染付 染付 蔽戸 美没
率末～明治

見込 :荒磯文、外面 :車文、内面 :み じん唐革。

蛇ノロ凹高台、洋呉須による染付。SX4 1層

44‐ 104 」‐142
S3E5

磁器 皿 口縁～底部 8000 染付 染付 源戸 美漉
半末～明治

見込 :荒 IIL文、外面 :草文、内面 :み じん唐草

蛇ノロ凹高台、洋呉須による来付。SX4 1層

44105 J‐60
S3E5

磁器 皿 口縁～底部 60% 柴付 染付 瀬戸 美濃
幕末～明治

見込 :荒磯文、外商 :車文、内面 :み じん唐革。

蛇ノロ凹高台、洋呉須による栄付。SX4 1層

44106
S3‐E5

磁器 皿 口縁～底部 20% 染付 染付 (134) 瀬戸 美濃
19C

幕末～明治

見込 :光磯文、外面 :革文、内面 :み じん唐草。

蛇ノロ凹高台、洋呉須による染利。SX4 1層

J-56
S3E5

磁器 皿 口縁～底部 90% 柴付 染付 瀬戸 美濃
19C

幕末～明治

見込 :荒磯文、外面 :草支、内面 :み じん蒼車。

蛇ノ日凹高台、洋呉須による染付。SX4 1層

45‐ 108 〕も7
S3E5

磁器 皿 口縁～底部 80% 奥付 染付 瀬戸 美濃
19C

蒸末～明治

見込 :荒磯文、外面 :草文、内面 :み じん唐専。

蛇ノロ凹高台、洋呉須による染付。SX4 1層
S3E5

磁器 皿 回縁～底部 70% 染付 染付 瀬戸 美濃
幕末～明治

見込 :荒酸文、外面 :=文、内面 :み じん唐草。

蛇ノロ凹高台、洋呉須による染刊。SX4 1層

第 45図 SX4性格不明遺構 出土遺物 15
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第 3章 検出遺構 と遺物

//圧      127

S‐ 1:3

SX4性格不明遺構出土遺物観察表
版

号

図

番

録

号

登

警

グリット
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量 (cm)
産地 時期 備 考

設構 層位 口径 底 径 器高

46‐ 110
S3E5

磁 器 菊花皿 口縁～
FA部 80% 瀬戸 美濃 19C以 降 白磁 と口錆。型押 し。蛇の 目凹高台。

SX4 2層

46-111 」‐70
S3‐E5

磁 器 輪花皿 口縁～底部 60% 染付 (124) 一副 19C前半 花の目凹高台。内面 :山水文。
SX4 2層

46112 J‐151
S3‐E5

磁 器 角小皿 コ縁～底部 10%
型押し

五弁花文
一酬 19C前半 青磁 ? 隅入り角小皿。型押。

SX4 2層

46‐113 J101
S3E5

磁器 角ガヽ皿 口縁～底部 40%
型押 し

五弁花文
一則 19C前半 青磁 ? 隅入り角小皿。型押。

SX4 2層

40114 J-52
S3E5

磁器 角ガヽ皿 口縁～底部 60% 染付 染付 (80) 肥前 18C後半 ? /1・面 :口錆、九文松竹梅。高台内に銘。
SX4 2層

46115 J109
S3E5

磁 器 小型瓶 日縁～叡部 100% 染付 (64) 一削
17C末～

18C前半
鶴盲瓶。

SX4 2層

46‐116 J→7
S3E5

磁器 御神酒徳不! 頚部～底部 80% 染付 瀬戸 美濃 外面 :花文。
SX4 2層

46-117 」‐104
S3E5

磁器 御神酒徳利 体部～底部 40% 柴付 (42) 肥前 ? 19C /1‐面 :花文。
SX4 2層

46118 」‐125
S3-E5

磁器 御神酒徳利 回縁～胴部 50% 染付 (19) (49) 肥前
18C末～

19C前半

外面 :蛸店草文、内面 :頭 部の内側のみ施釉。

瓶子形。SX4 2層

46119 I‐55
S3E5

磁 器 徳利 体部片 染付 (154) 切込焼 ? 19C P 外面 :竹文。
SX4 2層

46120
S3‐E5

磁 器 肩衛香炉 日縁～】同者L 20% 染付 染付 (102) 瀬戸 美濃
率末～明治

外面 :据歯文草花文、内面 :蔓草文 ?
SX4 1層

4◆ 121 J l19
S3E5

磁 器 肩衝香炉 底 部 100% (44) (18) 肥前
18C末～

19C前半
白磁。痕跡 として脚部が残 る。

SX4 2層

46‐122 J猜
S3E5

磁器 水滴 P 脚部片 柴付 肥前 脚付き水滴 P 格子文。
SX4 2層

47‐ 123 」110
SttE5

磁器 蓋
つまみ～

受け
90% 染付

外縁部ケズリ

釉ハギ
(■3) 肥前 ? 19C 外面 :岩山? 急須の蓋。

SX4 2層

47124 」‐105
SttE5

磁 器 蓋 受け部片 染付 染付 (92) (21) 肥前 19C前 半
外面 :鶴。

蓋付碗の蓋。四方密文。SX4 2層

47125 J-143
S3‐E5

磁器 蓋 頂点～端部 40% 染付 染付 一劇 18C後 半 外面 〔草文、内面 :四方欅文。
SX4 2層

4子 126
S3■5

磁 器 蓋 口縁～体部 30% 染付 染付 (37) 工削 19C前 半 外面 :革花文、内面 :草花文。
SX4 2層

47-127 」‐132
S3-E5

磁 器 蓋 受け部片 染付 (66) (■7) 瀬戸 美濃
明治以降 ?

外面 :山 水文。

洋呉須による染付。急須の蓋 ?SX4 1層

第 47図  SX4性格不明遺構 出土遺物 17
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第 3節  Ⅲ層上面

(2)SX6性格不明遺構 (第 48図、図版 14-1・ 2)

調査区中央、S4-E6グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出された。中央と南側の伸びがヒューム管設置により削

平されて、平面形は不明である。上端規模は東西 120 cm、 深さ約 20 cmを 測る。壁は開いて立ち上がり、底面は平

坦をなす。堆積土は単層で、細～大礫、炭化物粒を多量に含んだ褐灰色の砂質シルト層からなる。遺構の形状から、

ゴミ穴もしくは抜根後に整地した跡とも考えられる。

遺物は堆積土中から17世紀後半から19世紀中頃の陶器片 4点、磁器片が 5点、土師質土器片が 1点、計 10点が

出土し、3点 を図化した。その他は細片のため図化し得なかった。第 48図の 1は 17世紀後半から18世紀前半の肥

前産の陶器の碗、2は 19世紀の堤産の情鉢、3は 17世紀後半から18世紀前半の肥前産の白磁の仏飯器である。(小林 )

38500m」生

O    S‐ 1:40    1m

＼

鷺 プ
S‐ 1:3          10cm O      S‐ 1:5     10cm

―

SX6性格不明遺構出土遺物観察表

版

号

図

番

録

号

登

番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量 (cm)
産地 時期 備 考

澄構 層位 口径 底径 器高

SなE6
陶器 碗

一　
片

部

部

体

底 刷目文 刷 目文 (38) 肥前
17C後半～

18C前半
高台に砂付着。蛇の 目釉剥 ぎ。SX6 1目

48-2
S4E6

磁器 仏飯器 体部～底 HJh 50% 肥前 Ｃ後半．　船
白磁。SX6 1層

48‐ 3 Iお5
S4電 6

陶器 指 鉢 　ヽ
片

縁

部

回

体
鉄釉 鉄和 堤 19C

SX6 1層

第 48図  SX6性格不明遺構 平・断面図及び出土遺物

(3)SX20性格不明遺構 (第 49図、図版 14-3・ 4)

調査区中央南側、S4‐E5～ S5-E5グ リッドに位置する。V層上面で検出された。西側をSBlの 掘り方に削平される。

平面形は隅丸方形を呈する。上端規模は東西 130 cm、 南北 54 cm、 深さ 12 cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底

面はやや起伏を持つ。堆積土は単層からなり、小礫を少量含み、砂粒。白色粒・赤褐色粒・炭化物を多量に含んだ暗オリー

ブ褐色の砂質シルト層である。遺構の形状や堆積土の状況から、抜根後に整地した跡とも思われる。

遺物は堆積土中から 19世紀前半から後半の陶器片が 7点、磁器片が 7点、土師器質土器片が 4点、計 18点が出

土したが、いずれも細片のため図化し得なかった。 (小林)

38900m止                   止

SX20性格不明遺構土層註記

O    S‐ 1:40   1m

鞠＋

第 49図 SX20性 格不明遺構 平 。断面図

2

X=-193440

SX6性格不明遺構土層註記
■

土

積

築

難

構
色調 土質 粘性 混入物・備考

1 褐灰色 砂質シルト あ り な し
細～大礫多量含む。
5ml～ 1041uの炭化物片多量。

壮猟土

構築土
色調 土 質 粘性 混入物・備考

] 25YR3/2 砦オリーブ褐色 砂質シルト あ り
2～ 3 cmの小礫少量。砂粒 '自色粒
赤褐色粒・lc皿～2 cmの炭化物を多量。
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第 3章 検出遺構 と遺物

(4)SX24性 格不明遺構 (第 50図、図版 14-5・ 6)

調査区中央北側、S3-E6グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈する。上端規模は

長軸 210 cm、 短軸 130 cm、 深さ 31 cmを 測る。堆積土は単層からなり、中～大礫多量、炭化物を少量含んだ砂層

である。遺構の形状や堆積土の状況から、抜根後に整地した跡とも思われる。遺物は出土していない。 (小林 )

Y=2354綽
+X193紀 6

38800m止

割93428+
Y=2352

④
Y‐2341

+X193略
7

A'

SBl掘 り方

O      S‐ 1140      1m

第 50図  SX24性格不明遺構 平・断面図

(5)SX25性 格不明遺構 (第 51図、図版 14-7・ 3)

調査区中央南側、S4-E4～ S4-E5グ リッドに位置する。V層上面で検出された。北側と中央部をSBlの掘 り方、

西側を SE5に切られ、平面形は不明である。上端規模は東西約 100 cm、 南北約 50 cm、 深さ 16 cmを 測る。壁は緩

やかに立ち上がり、底面は平坦をなす。堆積土は単層からなり、大礫を中量、炭化物を多量に含んだ砂質シルト層

である。遺構の形状や堆積上の状況から、抜根後に整地した跡とも思われる。

遺物は堆積土中から 18世紀後半から 19世紀中頃の陶器片が 3点、磁器片が 2点、土師質土器片が 2点、計

7点が出土 しているが、いずれも細片のため図化 し得なかった。 (守谷)

O    S‐1:40   1m

第 51図  SX25性格不明遺構 平・断面図

SX24性格不明遺構土層註記

積

築

堆

構
色調 土質 粘性 混入物 備考

1 10YR3/4 1 暗褐色 砂 な し 中～大礫多量、災化物粒少量。

SX25性格不明遺構土層註記
土

土

関

築

対

構
色調 土質 粘性 混入物・備考

l 25YR3/21隠オリーブ褐色 筆ンル ト あ り 大礫中量、5 DI～ 10 dunの戊化物多量。
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第 3節  Ⅲ層上面

(6)SX26性格不明遺構 (第 52図、図版 15-1・ 2)

調査区中央南側、S4E4～ S5‐E4グ リッドに位置する。V層上面で検出された。東側を SBlの掘 り方に切られ、

平面形は不明である。上端規模は東西 55 cm、 南北 45 cm、 深さ 22 cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面

はほぼ平坦をなす。堆積土は単層からなり、中礫を少量含んだ砂質シル ト層である。遺構の形状や堆積土の状況

から、抜根後に整地した跡とも思われる。遺物は出土していない。 (小林 )

Y=2339

蜘弔9+

39000m止

1

SBl掘り方

S‐1:20    50cm

X19344嵐

陛ギ粋�
第 52図  SX26性格不明遺構 平 。断面図

(7)SX27性格不明遺構 (第 53図、図版 15-3・ 4)

調査区中央部、S3‐E4グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出された。平面形は円形を呈する。上端規模の直径

136 cm、 深さ 72 cmを測る。断面形は方形を呈 し、壁は緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦をなす。堆積土は

2層 からなり、1層 は褐色の砂質シル トで多量の礫が投げこまれていた。2層 は暗赤褐色の軟質の粘土質シル ト

である。遺物は出上していない。 (小林 )

39100m止
193427蜘■

O    S‐ 1:40    1m

第 53図 SX27性格不明遺構 平・断面図

騨蛇9+
Y‐ 2337

SX26性格不明遺構土層註記
土

土

積

築

堆

構
色調 土質 粘性 混入物・備考

75YR4/= 1  褐色 砂管 シル ト あ り 5 clll～ 10 Cmの礫少量。

SX27性格不明遺構土層註記
土

土

積

築

堆

構
色調 土質 粘性 混入物・備考

と 10YR3/4 暗褐色 砂質 シル ト な し

2 10YR2ノ ] 黒 色 土質シル ト あ り i物粒微量。
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第 3章  検出遺構 と遺物

(8)SX28性格不明遺構 (第 54図、図版 15-5。 6)

調査区中央部、S4-E6グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈する。上端規模は

長軸 216 clll、 短軸約 140 cm、 深さ 26 cmを 測る。壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦をなす。堆積土は4層

からなり、1層 は炭化物を含む暗褐色の砂質シルト、2層は炭化物を多量に含む黒色の砂質シルトで 1層の上を斑状

に少量含んでいる。3層は炭化物粒を多量に含む黒色の砂質シルト、4層 は炭化物粒を少量含む暗オリーブ褐色の粘

土質シルトである。遺構の形状や堆積土の状況から、近世以降の、抜根後に整地した跡とも思われる。

遺物は 17世紀から 19世紀の陶器片が 7点、磁器片が 5点、土師質土器片が H点、瓦の小片が 2点、土製品 1点、

計 36点が出上し3点を図化した。その他は細片のため図化し得なかった。第 54図の 1は 17世紀の唐津産の陶器、

21よ 18世紀前半の肥前産の磁器、3は 19世紀代と考えられる堤産の上製の型押し人形である。 (守谷)

A

Y=2358

+准■路電2

38600m                                       二

ぬ
3

S‐1:2    5cm

O       S‐ 1:40       1m

4■鋸鶴4+
Y=2356

SX28性格不明遺構土層註記
土

土

積

築

雅

構
色調 土質 粘性 混入物・備考

l 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト な し
l cm～ 3 cШの炭化物少量。
5 HI程 の炭化物多量。

10YR2/1 黒色 砂質シルト な し
3 all～ l cmの炭化物を多量。
斑状に1層の土を少量。

3 10YR2/1 黒色 砂質シル ト な し
2層の土に比べ粒子の

細い炭化物粒多量。

25YR3/2 暗オリーブ褐色 粘土質シルト あ り 炭化物粒子を少量。

SX23性格不明遺橋出土遺物観察表

版

号

図

春

録

号

登

番

グリット
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

量 (cH
産地 時期 備 考

遺構 層位 口径 底 径 器 高

S4E6
陶器 /1ヽ碗 底部 100% 鉄THI 鉄釉 (27) 肥前 17C 唐津。

SX28 3層

」160
S4-E6

磁器 碗 口縁～底部 30% 染付 (96) 工副 [8C前半 外面 :竹等。半球碗。
SX28 3層
StE6

土製品 土人形 体部 90% 薄 く鉛釉 晃 19C 型押し。頭部欠損。大黒天人形像 P
SX28 2層

第 54図 SX28性格不明遺構 平 。断面図及び出土遺物
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第 3節  Ⅲ層上面

(9)SX30性格不明遺構 (第 55図、図版 15-7・ 8)

調査区中央部南側、S4-E5～ S5-E5グ リッドに位置する。V層上面で検出された。平面形は不整方形を呈する。上

端規模は長辺約 370 cIIl、 短辺約 330 clll、 深さ約 70 cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はやや起伏を持つ。

堆積土は 4層からなる。1層 はマンガンを多量に含む暗赤褐色の粘土質シルト、2層は礫を多量に含む暗赤褐色の粘

土質シルト、3層 は小礫を多量に合む灰褐色の砂、4層は小礫を多量に含む灰褐色の砂質シルトで下部はグライ化し

青灰色に変色している。遺構の形状や堆積土の状況から近世の抜根後に整地した跡とも思われる。

遺物は堆積土中から 16世紀末から19世紀前半の陶器片 2点、磁器片 1点、瓦の小片 2点、計 5点が出土し、 2

点を図化した。その他は細片のため図化し得なかった。第 55図の 1は 16世紀末から 17世紀初頭の瀬戸・美濃の志

野丸皿、2は 19世紀以降の堤産と考えられるの奏の蓋と思われる。 (守谷 )

Y‐ 2346

+准■∝お6

紳電8+
Y‐ 2342

O    S‐ 1:40    1m

A'38800m A

反て三三目:三三::目[:::::;:ア
ラ7   く三三::三:::!!:::::[::!どこ三互

'フ

2
SX30性 格不明遺構出土遺物観察表

SX30性格不明遺構土層註記
土

土

積

築

堆

権
色調 土 質 粘性 混入物・備考

l 75YR4/8 暗示褐色 貼土 旨 シル ト あ り マンガン姦畳
^

2 10YR5/2 暗赤褐色 階土質 シル ト あ り 径 5 cm～ 10 cmの 礫多量。

3 10YR5/1 灰褐色 砂 あ り 小礫多量。

4 10VR5/ 仄褐色 砂質 シル ト あ り 径 2Hl～ 3 mlの小礫 多量 。下婚 は グ ライ化 し青灰 色。

版

号

図

番

録

号

登

番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量 (cm)
産地 時期 備 考

遺構 層位 口径 底径 器高

S4E5～ E6
陶器 皿 略

購
95% 長石釉 長石釉 68 瀬戸 美濃

16C末～

17C初頭
円錐ピン跡 三点あり。志野丸皿。SX30 2層

55-2
S4E5

陶器 霊 ?
つまみ～

受け部
100% 堤 19C以 降 下面に回転糸切り痕あり。SX30 2層

第 55図  SX30性格不明遺構 平 。断面図及び出土遺物
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第 3章 検出遺構 と遺物

6 整地層 出土遺物 (第 56～ 57図 )

III層整地層は上面からの著しい撹乱をうけており、調査区中央部に小範囲で残存しているのみである。この整地

層からは 17世紀後半から18世紀中頃を主体とし、17世紀から19世紀中頃の陶器片 16点、磁器片 28点、土師質

土器片 7点、瓦の小片 12点、合計 63点が出土し、このうち陶器 6点、磁器 6点を図化した。その他は細片のため

図化し得なかった。図化した遺物はいずれも17世紀後半から18世紀中頃に生産されたものである。第56図 の 1は

肥前の碗、2は肥前産の皿、3は瀬戸・美濃の馬目文の皿、4は中国華南三彩の緑釉小皿、5は堤焼の仏飯器、6は

在地産の香炉の脚部と思われる。第 57図の■ は肥前産の蓋付碗の蓋、7は肥前産の碗、8は見込みに吹墨技法が見

られる肥前産の皿、9は見込みに墨弾き技法が見られる肥前産の皿、10は蛸唐草文の長角皿、12は外面に青磁釉が

施釉された肥前産の香炉である。(守谷)

Ⅵ

V

整地層出土遺物観察表

版

号

図

番

録

号

登

香

グリッド
種別 器種 部位 残存事 外面 内面

法畳 (cm)
産地 時期 備 考

遺構 層位 日 径 器高

S3E,10
陶器 碗 口縁～底部 50%

え釉 長石紬

orワ ラ灰
灰釉 肥前

16C末～

17C
唐津。

Ⅲ

56‐ 2 陶器 端反皿 口縁～底部 40% 灰釉 灰釉 一副
16C末～

17C初頭

唐津。ろくろ形成痕あり。

見込 :内外ともに日跡2簡所ありⅢ

56-3 陶器 大皿 底部 60% 雉
融

瀬戸 美濃
19C前半～

中頃
蛇ノロ高台。

皿

564 I‐146
S4E3

陶器 型押皿 回縁～底都 60% 緑釉 緑釉 中国
16C末～

17C前莱
華南三彩。緑釉小皿(型押)。明末～清初。

Ⅲ

56-5 I‐92
SttE6

陶器 仏飯器 口縁～底部 60% 鉄釉 鉄和 (52) 堤 19C前半 ?
Ⅲ

56-6 I-99
S3E2

土師質上器 香炉
一　
片

部

部

体

底
在地 19C 脚部が一部残存する。

Ⅱ

第 56図  整地層出土遺物 1
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第 3節  Ⅲ層上面

室 鶴

S‐ 1:3 10cm

整地層出上遺物観察表

版

号

図

番

録

号

全

番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法 (cm)
産地 時期 備 考

日径 底径 器高

」-247
S4■よ2

磁 器 碗 底吉[～体部 40% 染付 染付 月巴前 18C後半
外面 :波頭文、内面 :割 り円。

焼き継ぎ跡あり。高台内に銘ありll

57-8 J記 40
S4E5‐ ]

磁 器 皿 底部片 染付 染付 月巴前 17C前半
内面 :ざ くろ文。

吹墨技法がみられる。Ⅲ

Jワ 13
S3邸 ～動‐10

磁 器 皿 日縁～底部 20% 染付 絵付 (135) 肥前 17C後半 炭弾 き技法による施文。
Ⅲ

57‐ 10 Jワ38
SIE4■

磁器 長角皿
口縁～

底部片
柴付 染付 肥前

17C後半～

18C前 半
外面 :蛸唐草、内面 :蛸唐草。

Ш

57‐ 11 J‐ 179
S3E56

磁器 蓋 体部～底部 20% 染付 染付 肥前 18C前半
外面〔tL唐車文、内面 見込 :辛歯文。
蓋付き碗の蓋。Ⅱ

57-12 J-175
S3E34

磁器 高衝香炉 底部 40% 青磁釉 肥前 17C後半 蛇の日高台。高台に砂付着。鉄化粧。
Ⅲ

第 57図  整地層出土遺物 2
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第 3章 検出遺構と遺物

第 4節 Ⅱb層上面
建物跡2軒 (SBと、SB4)、 擁壁1跡 1711t土抗 3基 (SK2、 SK3、 SK4j、 溝跡1条 (SD4)、 井―戸跡3基 (SEと、SB4、

SE6)|、 暗渠跡 1条、道路状遺構 1条、性1格不明違縛 10基 (SXと、S】7(SX8、 SX12、 SXltt SX14、 SXl工 SXlは

SX17、 SX22)が検出されている。またヽ本報告では掲載していないが、第二師団敷設|の連設智網が検出されたo

鈴

・
――
翻
叫

ｏ
日

第 58国  Hb層上面遺構配葺図

57



第 4節  Ⅱb層上面

建物跡

(1)SBl建物跡 (第 59図～第 64図、図版 16～ 17)

(遺構状況〉調査区中央部南側、S4-E4～S5-E6グ リッドに位置し、北側に広がる。遺構の南側は調査区域外である

ため未調査である。 IIb層上面で検出され、遺構の下層東側にはK層による盛土整地が検出されている。周囲に間知

石と布石を使用した雨落ち溝を有する。検出した建物規模は桁行約 1700 cm、 梁行約 560 cmを 測る。なお、この遺構

は仙台師管区経理部「各部隊配置図・国有財産台帳付図」の日座番号2「仙台連隊区司令部第二師団兵器部扇坂下

倉庫」に見られる「荷造場」に相当する。上屋構造は昭和20年7月 10日 の空襲で焼失した可能性が極めて強い。

(掘り方〉検出した掘 り方の規模は、東西方向に 1600硼 、南北方向に 600 cmを 測る。掘 り方は幅 110 cm、 検出面

から深さ130cmを測 り、ほぼ垂直に掘 り込まれる。加えて、東西を2111こ分ける間仕切 りが掘られて平面形は 附刊

の形を呈する (第 63図 )。

(地中梁〉地中梁は掘 り方の中に施設され、断面観察により下部構造と上部構造に分かれる。下部構造には根石

の役割を担う石敷が3層検出された。この石敷は長さ20clll～ 25cm、 幅10cm～ 15cm、 厚さ5cm～ 9cmの扁平な自然礫

を使用している。さらに、石敷の隙間には厚さ3cm～ 10cm程度の厚さで山砂が敷かれる。上部構造はコンクリー ト

(註1)と 切石から構成される。コンクリー トは下部構造の敷看の上に直接流 し込まれ、コンクリー トの側面に木

目等が観察できることから、木型等が用いられたと思われる。コンクリー トは幅80cm、 厚さ約35cmを 測る。この上

に切石が配置され

「

刊 の形にタト周する。切石は長さ50側～ 180cm、 幅30c皿、厚さ35cmを 測る。また、切石とコン

クリートは強固に接着されている。間仕切 りも同様の順序、構造でコンクリー トが流し込まれる。

(床〉上部構造と、下部構造に分かれる。上部構造は厚さ5 cm～ 10側程度のコンクリー トで構築されている。この

コンクリートは均一な硬度を保っておらず脆弱な箇所が点在しており、良質な資材を使用したとは考えがたい。ま

た、被熱を受けている箇所が多く、炭化物の付着も多く検出されている。下部構造は東西を2:1に分ける間仕切 り

を隔て様相が大きく異なる (第 61図 )。 東側は最下部から山砂、2層の石敷、山砂の4段階にわたる施工過程が見ら

れる。最下部の山砂は3cm～5cmの厚さを測 り、2層に渡った石敷は長さ20cm、 幅10cm、 厚さ5c皿の扁平な自然礫を使

用している。下層は石を横置きに、上層は石を縦置きに敷き詰めている。検出された敷設面積は約24�である。石

敷上面の山砂は3cm～ 5 cmほ どの厚さを測る。これに対し、西側は長さ35 cm～ 40cm、 幅25cm～ 3cm、 厚さ20cmを 測

る自然礫が50clllの 間隔 (2間 ×3間以上)で配置されていた。これらは何らかの基礎と考えられ、コンクリート床に

作 り替えられたものと考えられるが、詳細は不明である。

(雨落ち清〉雨落ち溝は壁面に間知石と布石を用いた一段の石組みの溝である。検出した規模は、東西方向に 1650 cm、

南北方向に 660 clll、 幅約 30 cm、 深さ約 25 clllを 測る。間知石は、いずれも内側に面を揃えて配置されている。溝

の下には深さ 10 cm程 度の掘 り方があり粘土質シルトが充填されている。間知石は平均すると小日横長約 30 cm、 小

日縦長約 36 cm、 控え長約 42 cmを 測る。間知石間には、補強の為に、コンクリー トで接着している箇所が多く検出

され、隙間には安定の為に径 10 cm程 の楕円形の自然礫が詰め込まれている。これらで構築された溝の曲角には長

さ 40 cm、 幅 20 cm、 厚さ40側 の布石が配置されている。これらで構築された溝の底面は長さ 15 cm～ 20 cm、 幅

註 11コ ンクリー トとモルタルの違いについて
コンクリー トはセメントと砂と砂利を 1:3:6の判合で l■tぜ、モルタルはセメントと砂利を liSの判合で ltぜ る。成分分析等を実施していないため、本報告では統一 してコンクリー トと称 した。

―
―
―
―

小
口
縦

―
―
―
―
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第 3章 検出遺構 と遺物

10 cm～ 15 clll、 厚さ 3 cm～ 5 cmの扁平な楕円形の自然礫が敷き詰められていた。この石敷に特に高低差は見られな

い。雨落ち溝の溝内には多量の炭化物や焦げた鉄材、溶解したガラス片が検出された。このことから、上部施設が

火災を受けた可能性が考えられる。

(出土遺物〉床 (東側下部構造)よ り明治時代以降の磁器片が3点出土した。この他に細片のため図化はしていな

いが、掘り方の最下層からガラス瓶の小破片が1点出土している。第64図の11ま瀬戸・美濃産と考えられる小型の端

反碗、21よ肥前産と考えられる皿、3は肥前産と考えられる小皿である。 (守谷)
Y‐2351

+た■93433

④

40000m生

O    S‐ 1:40    1m

40000m生 生
鞘

SBl― A.B土層註記
土

土

杖

築

堆

構
色調 土質 粘性 混入物・備考

1 10YR3/1 黒褐色 砂 シルト な し 5 Hcl～ l cmの炭化物多量。溶解 したガラス片等多量。

10YR5/1 色 土 あ り 径 l Dldlの砂礫少量。

3 25YR5/6 山砂 な し

第 59図 SBl建物跡 平面図及び基礎断面図

コンクリート床

SBl‐ C土層註記
土

土

積

築

堆

構
色調 土質 粘性 混入物・備考

4 10YR4/21灰 音褐色 山砂 あ り コンクリー トの平石が突きこんである。石を外すとスタンプ状に残る程に打ち込まれている

第 60図 SBl建物跡 基礎及び主体部断面図
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第 4節  Ⅱb層上面

Y‐ 2351

+潮 93433

⑬ O③
◎ O D

O D 銭

紳駆3+

39300m二壁 コンクリートによる接合

O      S‐ 1■ 20     4m

E.

O    S‐ 1:40    1m

SBl―E 土層註記
堆薇■

構築土
色調 土質 粘性 混入物・備考

5 10VR3/21 星褐色 IPJ/N旨 シル ト あ り 10YR8/6の 上と10YR4/2の上を半々に混入する。

第 61図 SBl建物跡 コンクリー ト床除去後 平 。断面図

コンクリート基礎

O      S‐ 1■ 20      4m

第 62図 SBl建物跡 コンクリー ト地中梁基礎 平面図
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第 3章 検出遺構 と遺物

第 63図 SBl建 物跡 掘 り方 平面図 o          S‐ 1:120         4m

‰

41
翼kい S‐ 1:3 10cm

SBl建物跡這構出土遺物観察表

版

号
図
番

録
号
登
番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量 (cll)
産地 時期 備 考

遺構・層位 口径 底径 器高

641 」お
〕″リト基礎下騒土夢

磁 器 小形端反碗 日縁～底部 40%
判

文

印

花
瀬戸 美濃

明治以降
詞版転写による色絵の花文。

SBl

64‐ 2 J7
コ″サ隧礎下工石2段日

磁器 皿 底部片 上絵付 印判 肥前 ?
19C

明治以降
見込みに印判による「福」の銘。

SBl

64お
〕〃〕毬礎下根を1&日 ,

磁器 小皿
日縁～

底部片
色絵上絵付 印判 肥前

19C

明治以降

高台内に判読不能の銘あり

色絵上絵付け朱書き。SBl

第 64図  SBl建物跡 出土遺物
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第 4節  Ⅱb層上面

(2)SB4建物跡 (第 65図 、図版 18-1～ 3)

調査区東側、S4-E7～ S4-E8グ リッドに位置する。Ⅱb層上面で不整形のコンクリート床面が検出された。規模は

東西約 17m、 南北約 14mを測る。コンクリート床下層には、部分的に木材を残す 29基のピットが検出された。南

側で SX7、 SX15を切る。検出した規模は東西 1500 cm、 南北 2940 cmを 測る。各々のピットの平面形は精円形～不

整形を呈し、規模は径 54 clll～ 80 cm、 深さ 22 cm～ 54 cmを 測る。木材はコンクリー トを流し込む枠組と考えられる。

堆積土はいずれも同一で砂質シルトの単層である。遺物はピットの堆積土中から磁器片が■ 点出土したが、細片の

ため図化し得なかった。 (土橋 )

コンクリート
残存部

O     S‐ 1■ 60     5m

SB4建物跡土層註記
土

土

積

築

堆

構
色調 土質 粘性 混入物・備考

l 75YR4/4 褐色 テ質 シル ト あ り 炭化物粒、燃土粒、5 Hul程のにぶい黄褐色粘土質 シル トブロック多量。

第 65図  SB4建物跡 平・断面図

(3)擁壁跡 (第 66図、図版 18-4)

調査区北東、S3-E7～ S3-E8グ リッドに位置する。Ⅱb層上面で検出された。北側は調査区外に広がる。西側では

基礎のコンクリートが一部残る。検出した基礎の掘り方の規模は東西長 1520 cm、 南北長 150 cm、 上端幅は 150 cm～

175 cmの狭広をもち、深さ 65 cmを 瀕jる。掘 り方の断面形は台形で、平面形は L字状を呈する。掘 り方の底面に長さ

20 cm、 幅 10 cm、 厚さ 5 cm程の礫を敷き詰め、その上にコンクリー ト流 し込んでいる。簡略化されているが、SBl

と類似した工法をとる。堆積土は黄褐色の粘土ブロックを少量含んだ粘土質シル ト層の単層である。遺物は磁器片

が 1点出土したが、細片のため図化し得なかった。(土橋 )

Y‐2374

榊宅8+

I        P7
,① SB4P14

朗4P28◎

O     S‐ 1■ 60     5m

④

亀4P亮

}

38400m止

ラ
+X193紀

6

SB2擁壁跡土層註記
土

土

積

築

堆

構
色調 土質 粘性 混入物・備考

1 10YR3/1 1 黒褐色 告土質シル ト あ り 4～ 5 cmの 黄褐色粘土プロック少量。

第 66図  擁壁跡 平・断面図

Y‐2366
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第 3章 検出遺構 と遺物

2 土坑

(1)SK2土坑 (第 67図、図版 19-1・ 2)

調査区南西側、S4-E3グ リッドに位置する。Ⅱb層上面で検出された。平面は円形を呈する。規模は上端の径 55 cm、

深さ約 60 clllを 測る。壁は緩やかに直線的に立ち上がり、底面は平坦をなす。堆積土は単層からなる。遺物は出土し

ていない。 (守谷)

(2)SK3三上サE 修霜67[コ、 [翼版 19-3)

調査区西側、S4-E2グ リッドに位置する。Ⅱb層上面で検出された。平面は不整円形を呈する。規模は上端の径 130 clll、

深さ約 20 cmを測る。断面形は開いた「U」 字状を呈する。堆積土は3層からなる。遺物は出土していない。(小林)

(3)SK4土坑 (第 67図、図版 19-4)

調査区西側中央、S3-E2グ リッドに位置する。Ⅱb層上面で検出された。平面は隅九方形を呈する。規模は上端の

長辺 74 cm、 短辺約 60 cIIl、 深さ 58 cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦をなす。堆積土は単層からな

る。遺物は出土していない。 (小林)

(3)SK4

Y=2318

+准■努紀6

O      S‐ 1:40      1m

SK2土層註記

(1)SK2 (2)SK3

Y‐2312Y=2328

半
‐193438

+浄■銘弔2
Y‐2312

X‐ 193428

Y=2318

O    S‐ 1140    1m

40300m止

O    S‐1:40    1m

SK3土 眉註記

上

上

積

築

堆

機
色詞 土質 粘性

1 75YR2/2 黒褐色 ル ト 茂 し

2 10YR2/2 シルト な し

3 10YR4/21灰貢褐色 ンルト な し

1 径 l cm～ 2 cmの砂粒含む。

2 褐色上が斑状に入る。

3 径 2 cll～ 3 cmの 炭化物少量含

第 67図  SK2～ SK4土坑 平・断面図

40200m

+浄・銘弔0

θ

土

土

積

築

堆

構
色調 土質 粘性

l 10YR2/1 黒色
砂質
シルト

な し

焼土・径約 10 cmの明褐色プロック少量。

砂粒、赤褐色粒微量に含む。

SK4土層註記

ｔ

ｉ

積

築

堆

構
色調 土質 粘性

l 10YR3/41 暗褐色 |シ ル ト な し
混入物・備考

径 5 cm～ 10mmの 掟化物、礫 多量。

つ
０
会
Ψ



第 4節  Ⅱb層上面

3 溝 跡

(1)SD4清 跡 (第 68～ 70図、図版 19-5・ 6)

調査区中央北側、S3-E4～ S3‐E5グ リッドに位置する。Ⅱb層上面で検出された。ほぼ東西方向に伸びる中央部の

み石組を有する溝である。西側の伸びは撹乱に削平される。規模は全長約 1840硼、上端幅 50 cm～ 170 cm、 深さ40

cm～ 50 cmを測り、掘り方の断面形は「U」 字状を呈し、石組部分の壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦をなし、

東方向にゆるやかに傾斜する。石組みは長さ 40 clll～ 60 cm、 幅 10 cm～ 30 cm、 厚さ 35 cm～ 40 cmの 自然礫とSBlの

切石と同じもので構築される。堆積土は 3層からなる。

遺物は堆積土中より陶器片 43点、磁器片 118点、土師質土器片 4点、瓦質土器 2点、瓦の小片 14点が出土しており、

23点を図化した。その他は細片のため図化し得なかった。陶器、磁器は肥前産、瀬戸美濃産、志野産、大堀相馬産

等である。ただし近世の遺物はSX4を掘 り込んだ為の巻き上がりと考えられる。第 69図の 6は 17世紀以降の志野

産と考えられる陶器の四方鉢である。第 70図の 22・ 23は堤産か在地産と考えられる三引両の軒九瓦である。 1/1ヽ林)

り 物 石
O      S‐ 1:40      1m

SD4溝 跡土層註記

土

土

積

築

堆

篠
色調 土質 粘性 混入物・備考

ユ 5YR3/2 砂質 シル ト な し 径 2 clll～ 3 Cmの礫 、未 片、 クギ 凌 ど合 i●ハ

5YR3/2 暗赤褐色 砂質 シル ト な し

5YR3/2 暗赤褐色 砂質シル ト な し 径 5 oHl程 のロームブロック、径 5 nll～ l cmの炭化物ブロック多量。

第 68図 SD4清跡 平・断面図及び出土遺物 刊

64



第 3章 検出遺構 と遺物

＼ 鰺

③

葺

SD4溝 跡出土遺物観察表

版

号

図

警

録

号

登

番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量 (cm)
産地 時期 備 考

遺構 層位 回径 底径 器 高

651
S3E5

陶器 鉢or養 底部片 (108) (61) 不 明 18C以降
SD4 3層
S3-E4

陶器 瓶
頭部～

体部片
長石釉 不 明 外面 :櫛歯工具による調整 ?

SD4 3層

68‐ 3
S3聯

陶器 急須 口縁～体都 20% 陽刻 瀬戸 美濃 陽亥」。菊文付帯と桐文付帝。薄く灰釉。
SD4 3層

69望
S}E5

陶器 土瓶 ヨ縁部片 青釉 大堀相馬 19C
SD4 3層

69-5
S3E5

陶器 豆菱 底部 飴釉 飴釉 大堀相馬 江戸or明治。回転糸切痕。
SD4 3層

69お
S3E5

陶器 四方外 口縁～底部 90% 長石釉 長石釉 瀬戸 美濃 17C 鼠志野。
SD4 3層
S3● 4

磁 器 鉢 日縁部片 染付 染付 工割 17C中 頃 外面 :草花文、内面 :波頭。
SD4 3層

69‐ 8
S3-E4

磁器 皿 底部 20% 染付 染付 肥前 17C後半 内面 :花唐草。
SD4 3層

69つ
S3E4

磁 器 皿 底部片 染付 肥前 17C後 半 内面 :芙蓉手 ?
Sつ43層

69-10
S3E5

磁 器 碗 体部～底剤 20% 染付 染付 (42) 月巴前 19C
SD4 3層

6911
SttE5

磁器 碗 口縁～底部 20% 染付 染付 (114) 肥前
18C後半
外面 :五弁花文 章木文。

SD4 3層

第 69図 SD4溝跡 出土遺物 2
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第 4節  Ⅱb層上面

∨ ① 2 房▽

奪 ム 縛硲 ６
営

Ｑ
笛

軍酵/輻露
固

マ謡
２２

S‐ 1:3

SD4溝跡出土遺物観察表
版
号
図
番

録

号
登
番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量 (cn)
産地 時期 備 考

遺構 層位 日径 底径 器高

70-12 J99
S3E5

磁 器 碗 底部 染付 不 明 不明 苛台脇圏線あり。
SD4 3層

70-13 J28
SttM

磁器 高台付碗 底部片 染付 肥前 18C 見込 :花文 ?
SD4 3層

70-14 J20
S争邸

磁 器 口縁部片 染付 染付 瀬戸 美濃 19C前半 外面 :色絵五片花 P
SD4 3層

70‐ 15 J23
SttE5

磁器 小形碗 口縁～底部 90% 色絵 (&4) 肥前 P
19C代

幕末 明治 上絵色絵付
工弁花。

SD4 3層

J27
Stty

磁器 /1ヽ碗
口縁～

体部片
染付 染付 瀬戸 美濃 19C 琳面 :四方棒文。

SD4 3層

70-17
S3‐E4

磁器 皿 or小杯 底部片 染付 染付 (32) 肥前 高台内に銘 朱書「■十人」 ?
SD4 3層

70-18
S3E5

磁器 皿
体部ヽ

底部片
染付 染付 肥前 17C～ 18C 見込 :風景文。

SD4 3層

7019
銘―E4

磁器 皿 底部片 染付 染付 肥前 18C 外面 :細筆による草本文 P
SD4 3層

7020
S3E5

磁器 長皿 口縁部片 染付 染付 一削 18C以降 琳面 :草木文、内面 :草文 P
SD4 3層

73‐ 2ユ

S3E5
磁器 御神 1酉徳和 体部～底部 50% 染付 17 (46) 肥前 19C前半 外面 :五弁花文 ?

SD4 3層

版

号

図

番

録

号

登

番

グリッド
種別 器種

法量 (cm
時  期 備 考

縦 横 厚 さ

70-22 F2
S3‐E5

瓦 軒瓦 (60) 江 戸 是 ? 三引両。
SD4 3層

70‐ 23 F‐3
S3E6

瓦 軒瓦 (65) 江戸 配当面 /三引両の軒巴。SD4 3層

第 70図  SD4溝跡 出土遺物 3
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第 3章 検出遺構 と遺物

4 井戸跡

(1)SEl井戸跡 (第 71～ 73図、図版 20)

(遺構状況〉調査区東側、S4-E8グ リッドに位置する。Ⅱb層上面で検出された。石組の井戸で、平面形は円形を呈

する。上部内径210cm、 最下部内径120cmを 測る。この井戸は検出面より330clllの深さまで調査したが、著しい湧水の

ために底面は検出されなかった。

(掘り方〉底面が検出されていないため全体の形状は不明であるが、検出部分においては上端部が広がる円筒形を呈

している。規模は、上部径約300cm、 検出した最下部径180cmを測る。検出面より、100c皿の深さで一旦段を持ち、狭

くなり径約200cm程となる。曇井時の足場等は検出されなかった。

(井側構造〉井側は石組のもので、石材を円筒形に積んで構築している。石は長さ30cm～ 40clll、 幅30cm～ 40cm、 厚

さ20cm～ 40clllの扁平な楕円形の自然礫を利用している。積み方は石材を放射状に円形に並べた、いわゆる乱石積み

であり、大型の石材の間には小型の石材を詰めている。下部から上部までの石の積み方に変化はなく、検出した上

部外径230cm、 最下部外径170cmを 測る。

(裏込土〉裏込土は石を一段積む毎に石の高さだけ埋められている。各層とも15cm～25cm程の楕円の礫が石材の安

定のために詰め込まれている。6a～ 6h層まで確認できた。

(堆積土〉検出堆積土は5層からなり、1層 は中礫を多量に含む砂質シルト、2層は小礫を多量に含む砂質シルト、3

層は砂礫を少量含むシルト、4層は崩落した石材を多量に含む砂質シルト、5層は水分を多量に含むグライ化した粘

上である。 1層～ 3層 についてはSB4を造成するために人為的に埋められたものと考えられる。

(出土遺物〉遺物はいずれも堆積±5層 より陶器片8点、磁器片32点、瓦の小片59点、木製品4点、計103点が出土し

ており、7点 を図化した。その他は細片のため図化し得なかった。第72図の1・ 21ま 19世紀以降の陶器、3～ 5は明治

時代以降の磁器、第73図の6。 71よ木製品で明治時代以降と考えられる曲物の底部である。写真図版48‐8・ 91ま 明治時

代以降と考えられる用途不明の木製品で、写真のみの参考掲載にとどめた。また、細片のため図化し得なかったが、

草靴片やガラス瓶の破片なども出土している。 (守谷)

Y‐ 2373

+准・饂い
38300m生

浄■鶴略9+
Y‐ 2373

第 71 図 SEl井戸跡 平面図及び立面図
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第 4節  Ⅱb

38300m止

層上面

SEl井戸跡土層註記

O    S‐ 1:40   1m

フ∞]
S‐ 113

堆積土

構築上
色調 土質 枯性 混入物・備考

1 10YR3/1 黒褐色 砂質シルト あ り 径 10 clll大 の礫を多く含む。

2 10YR2/2 黒褐色 砂質シルト な し
径5 cn大 の礫を多く含む。径5mm
大の焼土粒、炭化物粒を多く含む。

3 10YR3/1 黒褐色 シルト あ り 径 l cm～ 2 cmの砂礫少量。

4 10YR3/1 黒褐色 シルト な し
崩落した石材が多量に含まれる。
径 l cn～ 2 cllの砂礫少量。

5 10YR2/3 黒褐色 粘土 あ り
崩落した石材が多量に含まれる。

水分を多く含む。

10YR3/1 黒褐色 省土質シルト あ り
径 1伽～ 5 cmの礫、径 lmm
以下のシルト粒多量。裏込土。

10YR3/1 黒褐色 七土質シルトあ り
径 l clll～ 5 clllの礫、径 lmm
以下のシルト粒多量。裏込土。

10YR3/1 黒褐色 七土質シルトあ り
径 l clll～ 5 cmの礫、径 lmm
以下のシルト壮多量。裏込土。

10YK2/1 黒色土 七土質シルト あ り
径 l cm～ 5 cmの礫、径 lmm
以下のシルト粒多量。裏込土。

10YK2/1 黒色土 七土質シルト あ り
径 l cm～ 5 cmの礫、径 lmm
以下のシルト粒多量。裏込土。

5B2/1 青黒色 粘土質シルトあ り
径 l cm～ 5 cnの礫、径 lmm
以下のシルト粒多量。裏込上。

5B〃 l 青黒色 態土質シルトあ り
径 l cm～ 5 cmの礫、径 lmm
以下のシルト粒多量。裏込土。

5B2/1 青黒色 磐土質シルト あ り
径 l cll～ 5 clllの礫、径 lmm
以下のシルト粒多量。裏込上。

SEl井戸跡出土遺物観察表

版

号

図

番

録

号

登

番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法畳 (cm)
産地 時期 備 考

遺構 層位 日経 底径 器 高

72‐ 1
S4E8

陶器 土鍋 日縁～体部 鉄釉 大堀相馬
19C前半～

中頃SEl

72認
SttE8

陶器 土瓶・蓋
つまみ～

受け
90% 染付 大堀相馬 外面 :青釉。

SEl

72-3 」‐33
SIE8

磁 器 碗 目縁～底部 200/O 色絵 肥前
19C
明治以降
色絵蓋付き鉢。イッチン描きの蝶。

SEl

」‐32
S4E8

磁器 碗 口縁一体部 20% 摺絵 摺絵 不 明 明治 染付。印版。
SEl

S4‐E8
磁 器 瓶 体部～底部 30% 瀬戸 美濃 明治 夫正 銅版転写による文様。

SE]

第 72図 SEl井戸跡 断面図及び出土遺物 1
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第 3章 検出遺構 と遺物

O   S‐■6 10cm

SEl井戸跡出土遺物観察表

(2)SE4井戸跡 (第 74図 、図版 21-1、 22-1)

(遺構状況〉調査区北西側、S3-E4グ リッドに位置する。Ⅱb層上面で検出された素堀の井戸である。平面形は円形

を呈する。規模は上部内径240cm、 底部内径約80cmを 測り、深さ170cmを測る。検出面からの深さ130cn付近の西片に

底面幅120cm、 奥行き約40cmの テラス状を呈する場所がある。ここは軽井時の足場と考えられる。浅い位置で底面が

検出された状況から、基井を中断した可能性も考えられる。遺物は出土していない。

(堆積土〉堆積土は2層からなり、1層 は小礫、シルトを多量に含んだ粘上で、2層は浅黄橙色のブロック、水分を

多量に含んだ粘土である。藝井を中断した可能性があることから、 1、 2層 ともに人為的に埋められたものと考え

る。 (守谷)

∩

旧

四

恩

酬

甥

日

日

目

日

国

田

一

鈴
賜
脇
防
吻
附
―――――Ｉ
Ｎ
Ｎ
回
Ｎ
趨

卯
④

Y=2337

+浄■93421
39300m止

版

号

図

番

録

号
盆
番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量 (cl)
産地 時期 備 考

遺構  層位 直径 底径 器 高

73-6
S4■ 8

木製品 曲物 底部 50% 200 在地 明治以降 厚 さ 1 3 cm。 柾 目取 り。
5層

7移7 L‐3
S4E8

木製品 跡
艦

底 部 90% 在地 明治以降 厚さ0 8 clll。 柾目取り。
5層

第 73図  SE刊 井戸跡 出土遺物 2

O    S‐ 1:40    1m

SE4井戸跡土層註記
土

土

積

築

堆

構
色調 土質 粘性 混入物・備考

1 10YR2/3 黒褐色 粘土 あ り 径 10企m羅の穣・ シル ト多畳、責橙色プロックを少量含む。

10YR2/3 黒褐色 絡 十 あ り 浅責橙色のブロック多量 に合み、水分 を多 く含む。

第 74図  SE4井 戸跡 平・断面図
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第 4節  Ⅱb層上面

(3)SE6井戸跡 (第 75図、図版 21-2、 22-2・ 3)

(遺構状況〉調査区北東側、S3‐E4グ リッドに位置する。Ⅱb層上面で検出された。石組の井戸で、鉄管埋設の掘り

方により石組の上部構造と南側半分が削平される。平面形は円形と推定される。残存部の上部内径約 70 cm、 最下部

内径 50 cmを測る。この井戸は検出面より150 cmの深さまで調査したが、著しい湧水のため底面は検出できなかった。

遺物は出土していない。

(掘り方〉底面が検出されていないので全体の形状は不明である。規模は上部径 190 cm、 最下部径 105 cmを 測る。壁

面の傾斜角は70度～ 75度を測る。

(井側構造〉井側は石組のもので、石材を円筒形に積んで構築している。石は長さ 15 cm～ 40 clll、 幅 5 cIIl～ 10 Cm、

厚さ5 cIIl～ 15 cmの扁平な楕円形の自然礫を利用している。積み方は石材を放射状に円形に並べたいわゆる乱石積み

である。下部から上部までの石の積み方に変化はなかったと思われ、上部外径 120 clll、 最下部外径約 90 cmを 測る。

(裏込〉撹乱で壊されているため崩落が著しく、裏込の詳細は把握出来なかったが、砂礫とシルトを多量に含んだ粘

土質シルトが石材の安定のために詰め込まれている。

(堆積土〉堆積土は3層からなり、1層 は砂礫を多量に含む砂質シルト、2層は小礫を多量に含んだ砂質シルト、3

層は浅黄橙色のブロックを多量に含んだ、砂質シルトである。 1～ 3層は自然堆積と考えられるが、それより上部

については削平されているため判断ができなかった。 (守谷)

Y=2333

+浄■93424

+浄■93423
Y=2333

0    S‐ 1:40    1m

39500m止 A' 39500m止 A'

爛 裏込土

SE6井戸跡土層註記
土

土

撤

築

堆

構
色調 土質 粘性 混入物・備考

10YR3/4 シルト あ り 径 l clll～ 3 cll程 の砂礫 シル ト多量。

2 10YR2/3 畢 ンルト り シ ル
'量
、黄橙色ブロックを少量。

3 10YR2/3 黒褐色 砂質シル ト り 1のブロック多量に合み、末分多量。

4 10YR3/2 暗褐色 砂質シル ト あ り 径 1伽～ 3 cld程 の砂礫 を多畳。裏込土。

第 75図  SE6井戸跡 平・断面図及び立面図

70



の

ξ

5 暗渠跡 (第 76図、図版 22-4)

調査区南西側、S4‐E2～ S4-E4グ リッドに位置する。 Ⅱb層

上面で検出された第二師団施工による暗渠施設跡である。東

西方向に伸び、東西の端部は撹乱によって削平される。規模

は残存長 19.2m、 上端幅はやや広狭をもち 50 cm～ 70 cmを 測る。

西側から東側に向かって緩やかに傾斜 し、15 cIIl～ 50 cmの 深さ

を測る。底面には長さ 15 cm～ 25 cm、 幅 10 cm～ 15 cm、 厚さ 5

cm～ 10 cmを 測る楕円形で扁平な自然礫を敷き詰めてある。ま

た、石敷の下層には配水管が埋設されている。堆積土は 3層

からなる。遺物は堆積土中から 18世紀代の磁器が 1点 出上 し

たが、細片のため図化 し得なかった。 (守谷)

40000m望生   1     2   1  望堂   40 000mJ壁
B.

塊 石 降 _渾 翠 __甲

第 3章 検出遺構 と遺物

6 道路状遺構

撹乱

X=‐ 193430

溜
“十

X=-193436

Y=231判

暗渠跡土層註記

土

土

積

築

堆

構
色調 土質 粘性

1 75YR4/3  1  褐色 砂質シル ト な し

2 10YR3/3 暗褐色 シルト

10YR5/6 責褐色 砂

混入物・備

砂粒、炭化物粒、径 l cm～ 3 cmの責 討任 十ブ ロ ック、礫少量。

2 l cm～ 2 cmの 炭化物ブロツク少量。

3 黒褐色砂ブロック多量。鉄分の沈着が少量見られる。

第 76図  暗渠跡 平・断面図

6 道路状遺構 (第 77図、図版 23-1)

調査区中央部、S3-E7～ S4-E8グ リッドに位置する。 Ⅱb層

上面で検出された。自然礫を配した 2条の溝が東西方向に平

走する。中央部、東西両端部は撹乱により削平 されている。

規模は残存長 36,7m、 2条の溝の間隔は 2.2mを測る。溝はいず

れも上端幅 1l cm～ 20 cmの狭広を測 り、深さは 15 clll～ 20 cmを

測る。溝内には長さ 10 cm～ 15 cm、 幅 5 cm～ 10 cm、 厚 さ 5 cm

～ 10 cmの楕円形の自然礫が突き込まれていた。堆積土は同一

の単層からなる。遺物は堆積土中から陶器片 2点、磁器片 2点、

瓦の小片 1点 が出土 したが、いずれも細片のため図化には至

らなかった。(守谷)

38900m

躙 ∞ m

甥 物 石          m

o     S‐ 1■ 60     5m

道路状遺構土層註記

土

土

積

築

雄

構
色調 上質 粘性 混入物・備考

1 10YR3/21 暗褐色 V1/N管シルト な し 楊色砂、細～大礫、l cm～ 3 cIの炭化物プロツク多量。

第 77図 道路状遺構 平・断面図
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第 4節  Ⅱb層上面

7 性 格 不 明遺 構

(1)SXl性格不明遺構 (第 78図、図版 23-2)

調査区東側、S4-El～ S5‐E2グ リッドに位置する。Ⅱb層上面で検出された。東西方向に伸び、平面形は溝状を

呈する。東西両端は境乱によって大幅に削平される。規模は残存長 850 cm、 上端幅は 140 cm～ 180 cmの 間で狭広を

もち、深さ約 80 cm～ 100 cmを 測り、東に向かって下り傾斜が認められる。堆積土は 3層 に分層され、近代の廃棄物

が多量に含まれていた。

近世の遺物は陶器片 38点、磁器片 30点、土師質土器片 6点、瓦の小片 7点が出土しており、6点 を図化したが、

その他は細片のため図化し得なかった。第 78図の 1は産地、時期不明の陶器の碗、2は 18世紀代の大堀相馬産と考

えられる陶器の碗、3～ 6は 18世紀代と考えられる磁器である。 (守谷 )

SXl性格不明這構土眉註記

O          S‐ 1:60          2

▼

第 78図  SXl性格不明遺構 平・断面図及び出土遺物

浄・蜘+
Y‐ 2309

39600m」生

下のシル トス トーン、l cm以下の褐色シル トブロック多量 e

SXl性格不明遺構出土遺物観察表

版

号

図

番

録

号

登

番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量 (cm)
産地 時期 備 考

日径 底径 器 高

S3E2
陶器 碗

部

部

底

体 青釉 不 明 不明SXl l層

78‐2
SyE2

陶器 碗
部

部

底

体
灰釉 灰釉 大堀相馬 18CSXl l層

J望8
S5E2

磁 器 碗 底部片 灰釉 灰釉 (28) 大堀相馬 18C 丸碗。ワラ灰釉混在 PSXl l層

78望
S3E2

磁 器 碗 　ヽ
片

部

部

底

体
灰釉 灰釉 大堀相馬 掛け分け碗。SX1 2層

786 」-50
S5E2

磁 器 皿 口縁～底部 20% 染 付 月巴前
渡佐見産。

内面 :草文。くらわんか手。蛇の日釉剥き。2層

786 J61
S;E2

磁器 皿 底 部 200/O 染付 染付 (17) 肥前 18C前半 外面 :草花、内面 :蝶に草花。2層

72



第 3章 検出遺構と遺物

(2)SX7、 8、 12～ 17性格不明遺構 (第 79～ 81図、図版 24-1～ 3)

(遺構状況〉調査区中央北側、S3-E5～ S5-E8グ リッドに位置する。IIb層上面で検出された。西側に位置するSX7、

SX15は SB4に切られる。いずれも平面形は不整楕円および不整形等で、深さは 10 cm～ 20 cmを 測り、底面には起

伏をもつ。堆積土は同一の砂質シルトの単層である。また、SX8、 SX12、 SX14は堆積土中に 10 cm～ 15 cm程の礫

が多量に突き込まれていた。これらの遺構は、形状や堆積上の状況から、抜根後に整地した跡とも思われる。

(出土遺物〉出土遺物は SX7・ 12・ 13・ 16。 17よ り陶器片、磁器片、土師質土器片、瓦の小片、計 18点 が出土し、

5点を図化した。その他は細片のため図化し得なかった。第 81図の1は SX7よ り出上した明治時代以降の大堀相馬

産と考えられる陶器の土瓶の蓋、2は 18世紀の肥前産と考えられる磁器の皿、3は 18世紀から19世紀前半の肥前

産の磁器の小鉢、4は SX13よ り出土した 19世紀前半以降の堤産と考えられる用途不明の陶器、5は SX17よ り出

土した18世紀前半の肥前産の輪花皿である。(小林)

Y‐ 2372

+准・粥製0

O
SB4Pl

X=-193444

第 79図  SX7、 8、 12～ 17性格不明遺構 平面図

SX7、 8、 12～ 17性格不明遺構土層註記

遺構名
土

上

積

築

堆

樹
色調 土質 粘性 混入物 備考

SX7 25Y2/〕 里 任 砂 シルト な し 邑シル ト粒多量。尻化物粗、大傑少量。

SX8 25Y2/1 黒 伍 砂 シルト り 旋化 7/」粒 、大傑多量。

SX12 25Y2/1 里
ト

砂 シルト り 炭化物粒、大礫多量。

SX13 10YR3/1 聖
一

砂 ンルト な し 炭化物粒多量。

SX14 10YR3/1 黒褐色 粘土質シル ト あ り 炭化物粒、褐色 シル ト粒多量。

SX15 25Y4/3 オリープ褐色 粘土質シル ト な し 径 lmm以 下 の シル ト少量。径 l cm～ 2 cmの暗褐色 シル トブ ロ ック歩量。
SX16 10YR4//2 灰音楊 徹 れ歩堤シ,レ ト /kh i ～ 10 aulの 炭化物プロック中量。中礫～大礫少量。鉄分の沈着が見 られる。

RXl 10YR4/3 にぶい琶褐色 砂 シ,レ ト な し t clll以下の炭化物ブロック、赤褐色 シル トブロック、責褐色 シル トプロック多量。

つ
０
ワ
イ



第 4節  Ⅱb層上面

38100m止

SX8SX7
B'パ

一
40000m B

SX13

40000m■ 40000m二 38200ml

SX17

O    S‐ 1:40    1m

H'

SX12

SX15

38100m Lべくこ三>く
二 38000m■

C'

SX16
C'  38000m■

第 80図  SX 7、 8、 12～ 17性格不明遺構 断面図

S‐ 1:3

SX14

SX7、 13、 17性格不明遺構出土遺物観察表

遺構名
版

号

図

番

録

号

登

番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量 (cn)
産地 時期 備 考

口径 底径 器高

SX7 I‐87
sFD E7

陶器 土瓶蓋
つまみ～

受部
100% 色絵

つまみ径
大堀相展 明治以降 上面 :色絵山水文。SX7 1層

SX7 J‐153
S}E7

磁器 皿
口縁～

底部片
20% 染付 染付 (136) (84) 肥前 18C

牛面 :受革文、

勺面 :草文、圏線。SX7 1層

SX7 81お J-154
S5E7

磁器 小鉢 底部～体部 40% 染付 染付 (48) 肥前
18C末～

19C前半

■面:七宝文? 見込:花文?
旬イ寸?観(71層

SX13 81望
S5E7 土師質

■器
不明 底部 80% 鋤 鉄釉 堤

19C前半

以降
全面に薄い鉄釉が施釉される。SX13 1層

SX17 816 J‐155
S5E7

磁器 輪花皿
日縁～

底部
20% 染付 染付 (140) 肥前 18C前半 /1・面 :草本文、内面 :梅・竹。SX17 1層

第 8刊 図 SX7、 13、 17性格不明遺構 出土遺物
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第 3章 検出遺構と遺物

(3)SX22性格不明遺構 (第 82図、図版 24-4・ 5)

調査区中央南側、S4-E5～ S5-E5グ リッドに位置する。東側はHc層上面、西側はV層上面で検出された。平面

形は不定形を呈する。規模は上端の長さ 204 cm、 幅約 90 cm、 深さ 58 cmを 測る。底面はやや凹凸をなす。堆積土は

2層からなる。近代の整地の際の抜根跡とも考えられる。

遺物は、陶器片 18点、磁器片 9点、土師質土器片 5点、瓦質土器片 2点、瓦片 30点、計 64点が出上し、7点 を

図化した。その他は細片のため図化し得なかった。第 82図の 1は大堀相馬産と思われる碗で外面に鉄絵が施文され

る。2、 3は肥前産の磁器、4は瀬戸・美濃産の磁器、5は 19世紀後半の肥前産と考えられる磁器で火入れである。6、

7は近代の瓦である。 (守谷)

SX22性格不明遺構土層註記
±

■

積

築

堆

構
色調 土質 粘性 混入物・備考

1 25YR3/2 黒褐色 告土質シル ト あ り
I状に赤褐色粒。
そ5 alL～ l Cmの炭化物。

25YR3/8 悟オリーブイ 土質シル ト ]かなI
O    S‐ 1:40    1m

∩

Ｈ

日

日

日

悧

日

ロ

ロ O   S=1■0  20cm

―

Y=瞬
l羽34385認

8001n止

SX22性格不明遺構出土遺物観察表
版

号

図

番

録

号

登

番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量
産地 時期 備 考

遺構 層位 口 径 底 径 器 高

S5E5
陶器 碗

口縁～

体部片
鉄絵 (54) 夫堀お馬 ? 19C前半 外面 :竹文 P

SX22 1層
S5E5

磁器 碗 口縁～底部 30% 楽付 染付 肥前 外面 :山水文。
SX22 1層

82-3
S5E5

磁器 碗
　ヽ
片

縁

部

口

底 染付 (98) 肥前 18C前半 外面 :松文。半球碗。
SX22 1層
S;E5

磁器 小郭 ヨ縁～底部 50% 染付 駆
裁
19C幕末 外面 :波に千鳥。

SX22 2層

J‐159
S;E5

磁器 火入れ
一

片

部

部

体

底

灰釉

格子目支
(50) 肥前 期

‐９Ｃ

離江
高台に砂付着。

SX22 2層

版

号

図

番
登録

番号

グリッド
種 別 器種

法量
時  期 備 考

縦 横 厚 さ

82‐ 6 G7
S5E5

瓦 桟瓦 江戸以降
SX22 2層

82‐ 7
S5E5

瓦 丸瓦 270 江戸以降 到大圧痕。 コビキ痕。
SX22 2層

第 82図  SX22性格不明遺構 平・断面図及び出土遺物
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第 5節 遺構外の遺物

第 5節 遺構外の遺物

基本層 I層 からV層の各層より、縄文土器、陶器、磁器、土師質土器、瓦質土器、瓦、剥片石器、石製品、古

銭、金属製品等が合計 4427点 出上している (表 2)。 多 くは小さな破片資料であるが、最も出土量が多かったの

が、全体の約 45%を 占める磁器で、次いで約 31%の 陶器となる。

なお、基本層Ⅳ層及びⅢ層の出土遺物に関しては、それぞれ第 1節 V層上面 (14頁 )、 第 3節Ⅲ層上面 (22頁 )

で取 り上げたので、本節からは外した。

1 基本層 Va層

Va層中より106点の縄文土器片が出土している。これらの出土地点はE7グ リッド以西で、特にS5-E3グリッド

地点で集中が認められた。土器は、細片のものが中心で、内外面とも摩減したものが多い。出土状況は一定の規則性

を示しておらず、これらに伴う落ち込み等の遺構も検出されなかった。

これら縄文土器片は集中性が認められたものの、遺存状況、出土状況及び基本層Va層の成因より、土石流等によ

る二次堆積遺物と判断した。

所属時期はいずれも縄文後期の南境式期に比定される (註 1・ 2)。

なお、上層で出土した縄文土器片及び剥片石器も、上層の遺構や撹乱により、Va層 より巻き上げられた可能性が

極めて強い。

司

第 83図  基本層Va層 出土遺物 1

Ｖ
航

註

註

官城県教育委員会

'煙

蔵文化財第三次緊急調査概報―南境貝塚―J1968
仙台市教育委員会 F下 ノ内浦 ,コ ロ遺跡 ―仙台市高速鉄道関係遺跡調査報告書V―』1996
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第 3章 検出遺構 と遺物
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／
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基本層Va層 出土遺物観察表
版

号

図

番

録

号

登

番

グリッド
種別 器 種 部位 時期 施文調整 備  考

A‐74
S4E3

縄文土器 一節 口縁 縄文後期 ヘラ状工具によるナデ調整。 口縁直下にヘラ状工具痕あり。
Va

A63
S4E3

縄文土器 深鉢 口縁 縄文後期 LR→ RL羽状縄文。 内面 ミガキ。
Va

A78
S4E3

縄文土器 深鉢 口縁 縄文後期 RL縄文。
Va

834 A73
SIE3

縄文土器 深鉢 口縁 縄文後期 しR→ RL羽状縄文。 内面 ミガキ。
Va

88-5 A70
S4E3

縄文土器 深鉢 口縁 縄文後期 記L縄文。 内面 ミガキ。

83-6 A望 6
S4E7

縄文土器 深鉢 口縁部片 縄文後期 R撚糸文→沈線文。 内面 ミガキ。
[c

A‐39
S4E3

縄文土器 深鉢 口縁部片 縄文後期 RL縄文。櫛歯状工具による弧線文。 BA線文に列点文が沿う。内面ミガキ。
I

83-8 A‐66 縄文土器 深鉢 月ΠttБ 縄文後期 LR→ RL→ LR羽状縄文。 内面 ミガキ。
Va

83‐ 9 A67
S4‐E3

縄文土器 深鉢 胴部 縄文後期 RL縄文。 内面ミガキ。
Va

A69
S4‐E3

縄文土器 深鉢 月同言Б 縄文後期 LR→ RL→ LR羽状縄文。 内面 ミガキ。
Va

8411 A58
S4■3

縄文土器 深鉢 胴 部 縄文後期 RL→ LR羽状縄文。 内面に炭化物付着。

A‐61
S4E3

縄文土器 深鉢 胴部 縄文後期 RL→ LR羽状縄文。 内面に炭化物付着。
Va

8413 Aお8
S4E3

縄文土器 深鉢 縄文後期 LR→ RL羽状縄文。

84‐ 14 A71
S4E3

縄文土器 深鉢 胴部 縄文後期 RL縄文。 内面 ミガキ。

8415 A72
S4E3

縄文土器 深鉢 月同言る 縄文後期 RL→ LR羽状縄文。 内面に炭化物付着。
Va

8416 A75
SIE3

縄文土器 深鉢 縄文後期 RL→ LR羽状縄文。 内面ミガキ。
Va

A76
S4E3

縄文土器 深鉢 胴都 縄文後期 RL→ LR→ RL羽状縄文。
Va

8418 A‐77 縄文土器 深鉢 底部 縄文後期 RL縄文。
Va

第 84図  基本層Va層 出土遺物 2
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第 5節 遺構外の遺物

2 基本層 I～ Ic層

主に19世紀以前の資料で、図化可能なものを掲載した。内訳は縄文土器 2点、陶器 33点 り巴前 16点、瀬戸美濃 4点、

堤 1点、大堀相馬 5点、小野相馬 2点、岸 2点、輸入陶器 1点、不明が 1点、合計 23点 )、 磁器 21点 (肥前 14点、

瀬戸美濃 7点、不明 1点、合計 21点 )、 土師質土器 4点、瓦質土器は6点、瓦 6点、剥片石器 4点、石製品 5点、

金属製品 1点、銭貨 5点、ハブラシ1点である。

＼
＼
違巫墓よ三五了

/〔

   (F〔 ::ここ:;'W4 /て垂露

＼

＼

第 85図  基本層 I～ Ⅱc層 出土遺物 1
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第 3章 検出遺構と遺物

/9
22

S‐ 1:3 10cm

基本層 I～ Ic層 出土遺物観察表
版

号

図

番

鍬

号

登

番

グリッド
種 別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量 (cm)
産地 時期 備 考

遺構 層位 口 径

I‐ 166
SチE61

陶器 天 目茶碗 底部 100% 鉄釉 鉄釉 瀬戸 美濃 17C前半 畳付。鉄錆。
ll a

子14〕
S■E215

陶器 碗 底部 80% 灰釉 灰釉 肥前 17C後半 呉器手。唐津。
Ib

子129
S3E9～ S3El(

陶器 碗
体部～

FA部片
灰釉 灰釉 (48) (34) 肥前 17C後半 呉器手。唐津。

Ⅱ c

8}4 I

S3E8つ
陶器 碗 口縁～体吉[ 20% 染付 (79) (40) 一副 17C後半

京焼風 Ijl器。唐津。

山水文。Ic

85‐ 5 1125 陶器 碗 口縁～底部 60% 山水文 単削 17C後半
京焼風陶器。唐津。

山水文。底部に印銘。

85‐ 6 [164
S5E3

陶器 徳利 底部 100%
鉄絵

長石釉
美濃 17C 織部。葦文or沢潟文。

Id

85-7 J‐197
S3‐ E7

陶器 碗 口縁部片 白濁油 灰釉 不明 白濁釉による蜻蛉文。
[b

85-8 I‐ 172
S3‐ E5

陶器 碗
体部半～

底部
80% ユ削

17C後半～

末
唐津。

Ib

I‐ 130
S3E10

陶器 仏飯器 体部片 灰釉 灰釉 瀬戸 美濃 18C後 半 内面 :目 跡あ り。
Ⅱ c

85-10 J257
S}E2ワ

陶器 碗 体部～底部 60%
灰釉

鉄用I
灰釉 大堀相馬

18C中 頃

以降
掛 け分け碗。

とも

85‐ 11
=167

S5E41
陶器 皿 底部 60% 青緑釉 肥前 17C後半 見込 :蛇 ノロ釉剥。唐津。

85-12 I‐283
S3■
『
16

陶器 皿 口縁部片 長石釉 長石釉 ユ副
16C末～

17C初 頭
唐津。変形皿。

Ⅱ c

85-13 I‐ 143
S4E3つ

陶器 碗 底部 100% 灰釉 灰釉 (24) 工副
17C後半ヽ

未
き津。削り出し高台。ろくろ形成痕あり。

Id

85-14 I-126
S3‐E8～ E92

陶器 碗 口縁～底部 2000 淡青色釉 淡青色釉 小野相馬 18C
高台に緋色。兜巾状の盛 り上がり

見込 1目 跡。Ⅱ c

85-15 子149
S4-D争 ]

陶器 小不 口縁～底都 30% 灰釉 灰釉 (42) 大堀相馬
lSC後 半

以降Il a

85‐ 16 1157
S4-E84

陶器 小型端反碗 日縁～底部 50% 白濁釉 白濁釉 (91) 大堀相馬 19C前半 高台内に兜巾が見 られる。

85‐ 17 I-134
SIE2

陶器 ll l

口縁～

底部片
灰釉 灰釉 肥前 17C 唐津。ろ くろ形成戻あ り。

Ib

85-18 I‐102
S3E3

陶器 皿 底部片 青緑釉 青緑釉 一削 17C後半
見込 :蛇の目釉剥。

唐津。

85-19 と136
S4■ 2

陶器 鉢
口縁～

体部片
灰釉 灰釉 一削 17C 唐津。向付。一部鉄釉が見られる。

85-20
S4E5

冗質土器 香炉 ? 口縁部片 印花菊 在地 18C～ 19C

85-21 I-165
S5‐E39

陶器 皿 底部片 淡青釉 小野相馬 目跡あ り。見込 !菊印花文。

8692 〔-105
S3‐ E5

陶器 灯明具乗燭 口縁～体部 70% 鉄釉 鉄釉 堤 19C前半 炭化物の付着などなし。
Id

86-23
S4■ 5

陶 器 悟鉢 底 都 60% 鉄和 鉄釉 堤 ? 18C? 回転糸切痕あ り。ろ くろ形成痕あ り

8624 I‐■7
S3‐E8

陶器 楯鉢
口縁 ～

胴都 片
無釉 (106) 堺 or明石 19C前半 ろくろ形成痕あり。

コ

第 86図 基本層 I～ Ⅱc層 出土遺物 2
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＼

 叩読

O            S‐ 1:3         10cm

第 37図 基本層 I～ Ⅱc層出土遺物 3
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第 3章 検出遺構と遺物

S‐ 113 10cm

＼

道 %

基本層 I～ Ic層 出土遺物観察表

◎

版

号

図

番

録

号

登

番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外 面 内面

法量 (cm)
産地 時期 備 考

口 径 底 径 器 高

87-25 1151
S4司B4

陶器 橋鉢
日縁～

体部片

鉄釉

口縁部あめ釉

鉄釉

コ縁部あめ鶏
74 岸 17C前半 日縁の日外に飴釉。ろくろ形成痕あり。

87-26 I-147
S4E3

陶器 層鉢
日縁～

体部片
鉄釉 岸 17C中 頃 ろくろ形成痕あり。

8伶27 I-117
SttE8

陶器 橋鉢
口縁～

胴部片
無釉 (106) 堺 or明石 19C前半

コ

87‐ 28 1115
S3‐E8

陶器 土瓶の蓋
つまみ～

受け
90% 灰 釉 灰釉 (10) 大堀相馬

18C後 半

以降

87-29 I‐140
S4-E2

陶器 香炉 回縁～体部 20% 鉄釉 鉄釉 美濃 17C
地が鉄釉で飴TEIを流す。

肩衝香炉 灰吹きとして転用。ろくろ形成痕あり。Id

8孝30 J‐162
S3E6

陶器 蓋 受 け 無釉 施釉 大堀稲馬 ?
199^´

19Cll a

87-31 I‐ 10文
S3‐E2

陶器 油受け皿 回縁～底部 40% 黒釉 黒釉 大堀相馬 P 19C
la

87-32 I-163
S5■2～ S5■3

陶器 豆奏 日縁～体部 50% 鉄釉 鉄釉 堤 ? 18C以 降 全面施釉。
Id

I

S3E7
陶器 豆発 体部～底部 70% 飴釉 飴釉 大堀相馬

19C前半～

中頃
回転糸切痕あ り。

87‐ 34 」-199
SttE8」

磁 器 小型端反碗 口縁～底都 20% 風景文 染付 単剛 17C中 頃
外面 :風景文、内面 :山水文。

初期伊万里 ?

87-35 Jワ63
S5■ 3-6

磁 器 染付碗 体部～底封 30% 絹厨文一重 (33) ユ削
17C中～

後半
畳付・高台脇に砂付着。

Id

87-36 J‐270
S5-E72

磁器 碗 底部 50%
コンエャク印判

花文
肥前

17C末～

18C初頭
高台内に「福」の銘あり。

Ⅱ b

87-37 」-203
S}E810

磁器 碗
口縁～

体部片
染付 肥前

17C木～

18C前半

外面 :花唐草文。

日縁に七宝文 ? 花の部分は雪輪の可能性もⅡ c

8338 」-216
S3E併 3

磁 器 碗 体部 700/O 柴付 肥前 18C前半 ?
Ⅱ c

88‐ 39 J-174
S3‐E3B

磁器 碗 体部～底部 40% 染付 見込 単削
18C末 ～

19C初 頭

外面 :七宝つなぎ文、見込 :渦巻状文焼。

焼桜の痕。Id

88■0 」‐165
SIE5

磁器 碗 口縁～底部 25% 染付 染付 ユ削
18C末～

19C前 半
広東碗。

Ⅱ b

88-41 J‐172
S3E25

磁器 碗 口縁～底部 20% 染付 染付 肥前 18C 外面 :丸文、見込 :九文。
Ib

88‐ 42 J-222
S4EⅢ 3

磁 器 碗 体部～底部 40% 染付 肥前
波作見産。

くらわんか手。高台内に f大明年間1の銘あり。Ib

8843
S4E5

磁器 中碗 底部～胴部 45% 染付 透明釉 月巴前
18C後半～

19C前半

外面 :八ツ橋図、見込 :昆虫文。

※平成 17年度試掘調査遺物。

第 88図  基本層 I～ Ⅱc層出土遺物 4
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第 3章 検出遺構と遺物

S‐ 1:3 10cm

基本層 I～ Ic層出土遺物観察表
版

号

図

番

録

号

登

番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法 (cm)
産地 時期 備 考

遺構  層位 日径 器 高

S3‐ E8‐5
磁 器 碗 コ縁～底部 60% 染付 (■2) 60 肥前

波佐見産。

外面 :革文。高台内に銘あり。くらわんか手。Ⅱ c

8945 J192
S3E65

磁器 碗 体部～底部 20% 染付 染付 肥前 19C前半 外面 :花に唐草、内面 :花文。

89■6 J233
S4-E3‐ 10

磁器 碗 口縁～底部 20% 青磁釉 観戸 美74
外面 内面 :掛け分け。
焼継 ぎあり。Ib

89■ 7 Jゼ58
S5-レ ^― S5t3

磁器 端反小碗 口縁～底部 50% 染付 機戸 美濃
19C中 頃

以降

外面 :草花と山 。

漢詩の一節 (文字文)。

89-48 」-282
S4‐ E8

磁器 猪口 ? 日縁～底部 1/3 染付 染付 肥前 19C前 半 蛇の 目凹高台。

」‐169
S3E22

磁器 小郭 体部～底部 70% 染付 (38) 肥前 18C? 高台内に F大明年製』の銘あり。Ic

89-50 」‐223
S4-El望

磁器 皿
口縁～

底部片
染付 柴付 一削 17C後半 見込:明山手を模倣したものと思われる。

J‐167
S3E6

磁器 碗 体部～底部 40% 染付 蛇の日釉副 (23) 平削
18C前半～

中頃
波佐見産 ?

Hb

89‐ 52
S4E2

磁器 中皿 底部 65% 染付 透明釉 (128) (20) 肥前
17C後半～

18C前半

内面 :竹鷺図。「元亀年製」の銘あり

※平成 17年度試掘調査遺物。Ib

89も3
S4-E8

磁器 小皿 底部～胴部 40% 染付 透明釉 ユ削
17C後半～

18C前半

波lI見魅。タト面:店章文、内面i草イと文、見込|五弁,じ。

崩し大明年製、くらわたか子。※平成17年度試掘調査遺物。Ⅱ c

89も 4 」177
S3E5

機器 皿 口縁～底都 900/O 染付 染付 一削 19C中 頃
見込 :松竹梅文 。

高台内に銘あり。焼継ぎの跡ありⅡ a

90-55 」-239
S4‐ E4‐5

磁 器 皿 体部～底部 20% 染付 染付 肥前 18C前半
外面 :花唐車文、見込 !環状松竹秘。

蔵台内に ,二重渦福Jの 銘あり。Ⅱ a

J‐215
S3E9

磁器 皿 体部～底善F 70% 摺絵 肥前
19C中頃

以降
高台内に銘あり。唐子、枚菊と蝶。

Ⅱ c

90‐ 57 J‐236
S4-E4つ

磁 器 皿 日縁～底部 40% 染付 染付 (146) 355 切込焼 ? 19C前半
内面 :風景文 P

蛇の目凹高台。Ⅱ a

Jワ01
SttE8 6

磁器 皿 口縁～底部 30% 染付 見込 125 肥前 17C後半 波佐見産。見込 :蛇ノロ釉剥。Ic

Jツ i4
S3E6‐ 4

磁 器 皿 口縁～底部 40% 染付 染付 切込 幕末～明治 蛇ノロ釉剥。
Ⅱ b

90-60 J218
S3‐E9-S3‐ E10

磁器 皿
日縁～

底部片
青磁釉 青磁釉 瀞戸 美濃 19C中 頃 型押の変形皿。扇形。

第 90図  基本層 I～ Ⅱc層出土遺物 6
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第 5節 遺構外の遺物
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第 3章 検出遺構 と遺物

S‐ 1:3 10cm

―

朝

ンアイ~~~」
F見

こと二三二三三二さ77 昼 ｀ 78

ｑ
日
日
国

基本層 I～ Ic層 出土遺物観察表

版

号

図

番

録

号

登

番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量 (cm)
産地 時期 備 考

遺樽 層位 日径 底 径 器 高

9161 」‐189
S3‐ E6‐ 2

磁 器 鉢
回縁～

体部片
青磁釉 青磁釉 肥前

17C中 頃～

後半

波佐見産。折縁鉢。

内面に沈線による文様。

91-62 」‐265
S5‐E33

磁器 鉢
口縁～

底部片
20% 染付 衆付 肥前

18C前半～

中頓
内面 。外面 :龍、口縁部 :四方欅文 (

Id

91‐ 63 J-221
§rE■ 2

磁 器 蓋 体部～受け 30% 災付 単副 18C前 半
外面 :柴束、雪輪散文。

蓋付鉢の篭。Ib

91‐ 64
SIE8

磁 器 小碗 底部～胴部 40% 染付 透明釉 (27) 一酬
18C後半～

19C前半

筒型擁。外面 :格子文、見込 :五弁イヒ。

※平成 17年度試掘調査遺物。Ⅱ c

91-65 」-188
S3E66

磁 器 鉢 口縁～底部 70% 青磁釉 染付 肥前 18C後半
内面 :家に竹文。

青磁栄付折縁鉢。蛇の目凹高台。高台内に銘ありHb

91-66 」‐212
S3E8～ E94

磁 器 爛徳利
体部～

底部片
摺絵 (67) 瀬戸 美濃

19C～ 20C

月治ol大正

「会津一」という酒蔵の印版。

胎土力
｀
ラス質で光沢あり。Ⅱ a

91-67 」‐28ユ
StE8

磁器 小 皿 略完形 染付 染付 不 明 19C以降 高台内に型押しあり。
Ic

91-68 J-245
S4E7

磁 器 筒型茶碗 底 部 100% 白磁 ? 白磁 P 源戸 美濃 19C～ 20C 高台内 F仙聯Jの銘あり。
Ⅱ a

91‐ 69 J-255
S4E9

磁器 蓋
体 部
60% 絵付 (31) 瀬戸 美濃

明治以降
大型蓋付鉢の蓋。銅版転写。

Ⅱ a

91-70 J-173
S3E3

磁 器 筒碗 口縁～体部 200/O 朱文字 瀬戸 美濃 19C ? 朱書 :第六回全仙台官 合同射撃大會
〔 d

91-71 J-165
SIE5

磁 器 広東碗
口縁部～

底部
200/O 染付 染付 (122) (661 肥前

18C未～

19C前半
色絵付。

Ⅱ a

91-72 」‐163
S4E5

磁 器 小碗 口縁～底部 20% 色絵付 色絵付 肥前
19C

幕末～明治
口縁部に雷文。

コ

91‐ 73 」164
StE5

磁器 筒型碗
口縁～

体部下端
30% 風景文 染付 (34) 肥前 19C前 半 ? 口縁 :霊芝、体部下端 :連弁文。

Ⅱ a

92‐ 74 」-229
SIE2

磁 器 碗 □縁部片 摺絵 摺絵 瀬戸 美濃
明治以降

外面 1自抜 き花。

内面 :み じん唐華 イと文。Ib

92-75
S4‐E5-S5‐ E5

磁 器 /1ヽ碗
口縁部～

底部
30% (56) (34) 肥前 19C前 半 呉須少量付着。

Ⅱ a

92-76
S4E4

磁器 筒茶碗
体部下端～

底部
20% 柴付 肥前 ? 19C 洋呉須による染付。

狂 a

9277
S4-E5-S5‐E5

磁器 鉢・蓋
つまみ～

体部片
染付

つまみ径
11 月巴前 18C P 二重圏線。

Ⅱ a

9278 」161
S3E5

磁 器 蓋 つまみ者[片
F,半 J

鶴文亀甲文

つまみ径

(17)
(18) 瀬 戸 品野窯 ?

Ⅱ a

92-79 I‐168
S5E7

瓦質土器 鉢類 口縁部片 在地 ? 19C? 混炉 Pろ くろ形成痕あ り。

第 92図 基本層 I～ Ⅱc層出土遺物 8
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第 3章 検出遺構 と遺物

S‐ li3

可

〃

抗

基本層 I～ Ic層 出土遺物観察表
版

号

図

番

録

号

金

番

グリッド
種別 器種 部位 残存率 外面 内面

法量 (cm:
産地 時期 備 考

口径 底径 器 高

I-120
S3E8

土師質 不 口縁～底部 80%
口縁部に

炭化物

日縁部に

炭化物
在地 18C以 降 灰吹 きに転用 ?

Ⅱ c

93-81 I

S3E8
土師質 小不 口縁～底部 90%

一部災化物

付差

一部炭化1/J

付着
在地 18C以 降 内外面ともに炭化物付着。

Ⅱ c

93-82 1

S4El
土師質 焼塩重 体都～底部 20% タタキロ 堤 ? 18C以降

ろくろ形成痕あり。

仙台藩独特の形で格子のタタキロ。Id

版

号

図

番

録

号

登

番

グリッド
種  別 器種

法量 (cm)
時 期 備 考

遺構 層位 縦 横 厚 さ

93-83 G‐ 11
S4E8

瓦 桟瓦
19C江 戸～

明治以降
「宮Jの印刻。

98-84 G12
S5E3

瓦 鬼瓦 江戸 or明治 在地産? 鉄クギ付着。
Id

93‐ 85 G■ 3
S5‐ε3

瓦 鬼瓦 江戸 or明治 在地産 ?
Id

93-86 F13
S3E5

瓦 軒瓦 江戸 ? 三引両。瓦当面。
圧 a

93-87 F15
S4E6

瓦 軒瓦 江戸 ? 九曜文。瓦当面。
ll a

94-88 F7
S4E6

瓦 軒瓦 江戸 ? 九曜文。瓦当面。
ll a

版

号

図

香

錫

号

登

番

グリツド
種別 器種 部 位 時期 施文調整 備  考

遺構 層位

94‐ 89 A44
S4-E7

縄文土器 深鉢 口縁部片 縄文後期 RL→ LR羽状縄文。
Va

94‐90 A■
S4-E3

縄文土器 深鉢 月同部片 縄文後期 RL縄文。
Va

94-91 A28
S3E7

縄文土器 深鉢 体部～底部 縄文後期 記撚糸文。 内面に炭化物付着。
Va

第 94図  基本層 I～ Ⅱc層 出土遺物 10
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第 5節 遺構外の遺物
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第 3章 検出遺構 と遺物

∩

引
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川
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Ⅲ
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脚
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脚
Ｕ
‐

Ｏ
　
Ｖ
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基本層 I～ Ic層 出土遺物観察表
版

号

図

番

録

号

登

番

グリッド
種別 石質

法 量 (cm)
備 考

高 さ 幅 厚 さ

95‐ 92 K■ 0
S3E8～ S3E9

石鏃 珪質頁岩
Vっ

95‐ 93 K29
S4E8

石鏃 石英 P
Va

95-94 K16
S3E5

石錐 頁岩
Va

95-95 K98
S4E8

剥片 珪質頁岩 左側縁 に使用痕 とみ られる微細剥離あ り。
Va

9596 K■ 3
S4E9

剥片石器 頁岩 左側縁に使用痕とみられる微細剥離あり。
Ⅳ a

版

号

図

香

録

号

登

番

グリッド
種別 石質

法 量 (cm)
備 考

遺構 層位 高 さ 幅 厚さ

95-97 K24 砥石 凝灰岩 表面に炭化物の付着。表裏面、左右側面に擦痕あり。
Ⅱ b

95-98 K18 砥石 凝灰岩 表裏面、左右側面、上面に擦痕あり。
Ⅱ b

95-99 K22
S&E8

砥石 ? 凝灰岩 (69) 表裏面、左右側面に縦方向の擦痕あり

95‐ 100 K31
S5‐E2

硯 粘板岩 硯石から磨石への転用 ? 両面使用。
Ⅱ b

95101 K‐14 砥石 凝灰岩 表面に薬研状の溝と朱を伴う円形の窪み。下面、左右側面に擦痕あり。
Π b

版

号

図

番

録

号

登

番

グリッド
種別 銭名

法 量 (cm)
時期 初鋳年 備 考

遺構 眉位 外形 穿形 厚 さ

95102 N12
S3‐E3

銭貨 一銭 大正 桐一銭青銅貨「大 日本十年 J。
Ⅱ a

9「D103 N7
S3E6

銭貨 一銭 17 昭和 ガラスー銭黄銅貨「昭和十五年」。
Il c

N‐35
S4E7

銭貨 十銭 昭和 「昭和十一年」。
Il a

95‐105 N37
S5E8～ S5E10

銭貨 寃永通宝 江戸
1636-

Ⅱ a

N28
S4E3

銭貨 天保通宝 015～ 025 江戸
1835^ヤ

1891Ⅱ a

版

号

図

番

録

号

登

番

グリッド
種別 種別 部  位

法 量 (cm)
時期 備 考

遺権 層位 口径 吸い日 長 さ

96‐ 107 N22
S3■8^´ S3-E9

金属製品 キセル 雁首 17C? 小口破損。
Ⅱ a

版

号

口

香

録

号

登

番

グリッド
種別

法 量 (cm)
時期 備 考

遺構 層位 外形 穿形 厚 さ

96108
S}E8～ S3E9

その他 ブラシ 20C? 合成樹脂によるあわせ型。「サイレンー琥形」。
Ⅱ a

第 96図  基本層 I～ Ⅱc層 出土遺物 刊2
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出土遺物総数量表

Ⅳ b層上面遺構出土遺物

遺構名 出土層
文
器
縄
土
丸瓦・

軒丸瓦
平瓦・

軒平瓦
陶器
土師質
土器

瓦質

土器
機器 石製品 石器 木製品

属

品

金

製 銭貨
然

物

自

活 土製品 その他 合計

SE3
堆 1

堆 2

合   計 1 1

Ⅲ層上面遺構出土遺物

遺構名 出土層
文
器
縄
土

丸瓦

軒丸瓦

平瓦・

千平瓦
陶器

土師費

土器

九 箕

土器
磁 器 石製品 石器 木製品

癌

日
巾

釜
製 銭貨

然

物

自

遺 土製品 その他 合計

SDl

堆 l 6

堆 2

堆 3

SE2

堆 ユ 5 121

堆 2 2

堆 3

堆 4

SE5 1堆 1 l

堆 1 l

堆 1 2 2

P20 堆 l 1 1

堆 1 1

SX4

堆 1 640 145t

堆 2 36 3 12;

堆 3

SX6 堆 l 4 1 5 1(

SX20 )ヒ 1 7 7

SX23

堆 1

堆 2

堆 3

堆 4

SX25 1堆 l 3

SX28

堆 l

堆 2

堆 3

堆 4

6 1 4

SX30

堆 1 1 24

堆 2

堆 3

堆 4

合   計 1 146 84C 蟄 1 5

第 2表 出土遺物総数量表
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第 3章 検出遺構 と遺物

基本層出土遺物

層位名
文
器
縄
土

・
瓦

瓦

丸

丸

軒
平瓦・

軒平瓦
陶器

土師質

土器

質

器

瓦

土
磁器 石製品 石器 木製品

属

品

金

製 銭 貨
然

物

自

遺
土製品 その他 合計

Ib 1 4 1

Id 2

ll a 1 9

7 594 4 2 1224

Ec 1 2 805

Ⅲ (近世整地上 ) 7 7

Ⅳal SRlb整 地上 1

Va 留 質

小  計 1359 32〔 210を 6 4 106 1 4427

総計

文
器
縄
土

・
瓦

瓦

丸

丸

軒
平瓦・

軒平瓦
陶器
土師質
土器

質

器

瓦

土
磁器 石製品 石器 木製品

属

品
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第 1節 出土遺物について

第 4章 出土遺物と検出遺構について

第 1節 出上遺物について

本遺跡では縄文土器、陶器、磁器、土師質土器、瓦質土器、瓦、剥片石器、石製品、古銭、金属製品等、合計

7094点が出土している。多 くは小さな破片資料であるが、最も出土量が多かったのが、全体の約 46%を 占める磁

器で、次いで約 31%の陶器となる。本節では陶器・磁器を中心として土師質土器、瓦質土器、金属製品、木製品、

瓦について述べる。

1.陶器・磁器

おおよその生産年代が判断可能な陶器・磁器は 405点で、その内訳は、陶器 130点 (37%)、 磁器 275点 (63%)

となる (第 97-1図 )。 17世紀の資料は 48点 (11%)、 18世紀の資料は 88点 (21%)、 19世紀の資料は 269点 (66%)

となり年代を追うごとに資料数は増加する (第 97-2図 )。 また、17世紀から19世紀の年代ごとに陶器と磁器の比率

は、17世紀は陶器 30点 (62%)、 磁器 18点 (38%)と なり陶器が過半数以上を占める (第 97-3図 )。 18世紀は陶

器 21点 (23%)、 磁器 67点 (77%)と なり、陶器と磁器の資料数が逆転する (第 97-4図 )。 19世紀も陶器 79点 (29%)、

磁器 190点 (71%)と なり、磁器の資料数が陶器の倍以上となる (第 97-5図 )。

磁器 130点
(37%)

陶器 275点
(63%)

第 97‐ 1図  陶器・磁器の比率

269点 (66%)

88点 (21%)

第 97‐2図  年代別出土遺物の比率

21点 (23%)
磁器
18点 (380/O)

第 97‐3図  17世紀の陶器・磁器の比率第 97‐3図  17世紀の陶器・磁器の比率     第 97‐4図  18世紀の陶器・磁器の比率

第 97図 陶器・磁器の比率

(1)陶器

陶器は、出土総数 130点である。産地別では大堀相馬 42点 (32%)、 不明 25

堤 17点 (13%)、 肥前 16点 (12%)、 小野相馬 4点 (3%)、 岸 3点 (2%)、

輸入陶器 1点 (1%)等であり大堀相馬が最も多くみられる (第 98-1図 )。

点 (19%)、 瀬戸・美濃 20点 (15%)、

高古 1点 (1%)、 備前 1点 (1%)、

190点 (71%)

第 97‐5図  19世紀の陶器・磁器の比率
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第 4章 出土遺物と検出遺構について

年代別ごとの割合とその産地別では 17世紀は全体の 23%(第 98-5図 )で、産地別では、肥前 50%、 瀬戸・美

濃 23%、 不明 13%、 岸 10%、 輸入陶器 3%の順となる (第 98-2図 )。 18世紀は全体の 16%(第 98‐5図 )で、産

地別では、不明 33%、 瀬戸・美濃 28%、 小野相馬 19°/o、 信楽 10%、 堤 10%、 肥前 5%、 備前 5%の順となる (第

5‐3図 )。 19世紀は全体の 60%(第 98-5図 )で、産地別では、大堀相馬 52%、 堤 18%、 不明 18%、 瀬戸・美

濃 7点 9%、 萬古 1%の順となる (第 98-4図 )。 器種別では 17世紀と18世紀では銘々器 (註 1)が過半数を占めて

いるが、19世紀にはいると共用器 (註 1)が増加する傾向がある (第 98-6～ 8)。

萬古 1点 (1% 入陶器 1点 (1%)

備前 1点 (1°/O)岸 3点 (2%)

小野相馬 4点 (3%)

備前 1点

(50/O)

肥前 1点

(5%)
瀬戸・美濃 7点

威信・信仰具 2点
(95%)

第 98図  陶器・磁器の比率

貯蔵具 1点 (4%)

威信 。信仰具 5点
(6%)

照明。暖房。その他
9点 (12%)

共用器4点

大堀相馬 42点

堤 17点

(13%)

産地不明 25点
(19°/。 )

第 98‐ 1図  陶器産地別比率

輸入陶器 1点 (3%)

第 98‐2図  17世 紀の陶器産地別比率

肥前 15点
(50%)

瀬戸・美濃 7点

産地不明 7点

小野相馬 4点
(19%)

瀬戸・美濃 6点
(28%)

第 983図  18世 紀の陶器産地別比率

(9%)

第 98‐4図  19世紀の陶器産地別比率

大堀相馬42点

(52%)

堤 15点
(18%)

19世紀 79点

17世紀 30点
(230/O)

18世紀 21点
(160/0)

第 98‐5図  陶器年代別比率

調理具 4点
(130/O)

第 98‐6図  17世紀の陶器器種別比率 (註 1)

照明・暖房 。その他 2点

第 98‐7図  18世紀の陶器器種別比率 (註 1)

銘々器 H点
(520/O)

調理具 3点
(14%)

貯蔵具 4点

第 988図  19世 紀の陶器器種別比率 (註 1)

共用器 31点
(400/O)

調理具 12点

油受け皿)と した。
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第 1節 出土遺物について

月巴前

肥前の製品は出土数は 16点で、いずれも17世紀から18世紀前半に生産されたものである。器種は碗 (1～ 8)、

向付 (9)、 皿 (10～ 14)である。碗は、呉器手 (3、 4)、 京焼風陶器 (6、 7)、 刷毛目文の碗 (8)等がみられる。

1の碗は高台内に鬼巾の隆起がみられ、高台の形状など、17世紀前半期に生産された陶器の特徴が見られ、佐

賀県内野山北窯出上の碗等に類似する。 6、 7の京焼風陶器は 17世紀の中頃から 18世紀中頃に盛行 した様式

であり、佐賀県伊万里市大川内山に主要生産窯にもち、銹絵による山水文が施文される。8の刷毛目文の碗 も

17世紀の中頃に生産されたものである。14の 皿は絵唐津の変形皿で、見込みに鉄絵で文様が施文される (註 1)。

＼
＼

避 豆

＼`｀
こ`三二三ユ三三三【ラ==12   

＼＼＼`｀
民E三三三とこ三三5戸 =テ

テ多

13

7旺づ∇7＼

S‐1:4    10cm

第 99図  肥前

瀬戸・美濃

瀬戸・美濃という名称について本節では、美濃、織部、志野を含む総称として扱っている。出土数は 21点で、

17世紀から19世紀に生産されたものである。器種は碗 (1)、 皿 (2～ 4)、 鉢 (5、 6)、 肩衝香炉 (7)である。1

は 19世紀以降に生産された美濃焼の碗で見込みに鉄絵による花文が施文される。2、 3、 6は いずれも志野で 17

世紀に生産されたと考えられる。2、 3は小皿、6は四方鉢で外面の釉薬の発色から鼠志野に似た特徴をもつ。6は

17世紀に生産されたと考えられる織部焼の鉢で、外面に鉄絵による沢潟文が施文される。7は 17世紀に生産され

たと考えられる肩衝香炉である。日唇部に敲打痕が観察されることから灰吹きに転用されたものと推測される。なお、

2、 3、 6、 71ま 17世紀中頃以降の大窯から連房式登窯への移行時期に生産されたものと考えられる (註 2)。

＼

 叩訥

第 100図 瀬戸・美濃
註

　

　

註

大橋 廉二 1989「 肥前陶磁」 こュー サイエンス社
大橋 康二 2002「国内出上の肥前ltj磁  肥前磁器の流通」
慇 峰雄 2000「 九州陶磁の編年 碗 皿」 九州近世陶学会
井上 害久男 1992「 尾張陶磁J ニュー サイエンス社
金子  健 - 2007 江戸時代のや きもの 生産 と流通  生産 1
田口 昭二 1983「美濃焼」ニュー サイエンス社

九州近世陶磁学

瀬戸 美濃」 財団法人瀬戸市文化振興財団埋蔵文化財センター
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第 4章  出土遺物 と検出遺構について

高古 (有節高古 )

高古は元文年間 (1736～ 41)に 三重県朝日町で五左衛門弄山が開窯したと伝えられる。本遺跡で出土したもの

は高古焼でも、弄山の高古が廃絶して、しばらくの空白期の後、森与五後左衛門有節と弟の森与平千秋により天保

2年 (1831)に 再興された有節萬古と称されるものである。出土数は 1点で、器種は急須の把手と受部の小片部分

のみだが、「陽流」の手書文字と「陽楓軒 (よ うふうけん)」、「日本萬古」、「千秋」の押印があり森与平千秋の作と

考えられる。なお、「陽楓軒」は千秋の堂号である (註 1)。

ア
'々

:r'|〃

,´ と々ぅ

備 前
第 101図  高苗

備前の出土数は 1点である。18世紀初頭に生産されたものと考えられる鶴首徳利の底部か ら胴部にかけて

の破片である。表面に火欅があり、赤どべの塗布がみられる。造形的に献上手と考えられ、岡山県備前市の東

3号窯等の出土遺物に類例がみられる (註 2)。

1(SX4 28) S‐ 1:4 10cm

大堀相馬                 
第 102図 備前

大堀相馬は元禄年間 (1688～ 1704)頃 に開窯 したと伝えられる福島県波江町に所在する民窯である。出土

数は 42点である。いずれも 19世紀以降に生産されたものと考えられる。器種は灰釉、鉄釉の掛け分け碗 (1

～ 3)、 文字文の碗 (4)、 見込みに印花文をもつ皿 (5、 6)、 色絵灰釉山水文の土瓶 (7～ 9)、 イッチン書文様

の土瓶 (10)、 鉢 (11)、 徳利 (12)、 土瓶の蓋 (13)、 まめ甕 (14)、 油受皿 (15、 16)等がみられる (註 3)。

4章
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第 103図  大堀相馬
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10cm

註

註

註

水谷 英三 1981「 日本やきもの集成 6 近畿 1 伊勢のやきもの P127～ P132」 平凡社
石井 啓 2006「江戸時代のやきもの 生産と流通 生産 7 術前」 財回法人瀬戸市文化振興財団埋蔵文化財センター
関根 連人 1998「 相馬藩における近世窯業生産の展開」 束北大学埋蔵文化財調査年報 10
芹沢 長介 1981「 日本やきもの条成 1 北海道東北 関束 宮城県のやきもの P138」 平凡社



第 1節 出土遺物について

小野相馬

小野相馬は 18世紀前半開窯 したと伝 えられる福島県相馬市小野地区に所在する民窯である。窯の調査が行

われていないので詳細は不明である。出土数は 4点で、いずれも 18世紀以降に生産されたものと考えられる。

器種は、碗 (1～ 3)、 皿 (4)がみられる。4は見込みに印花文をもつ (註 1)。

＼
営 ＼J 鐵

正三三二三三蚕F4

第 104図 小野相馬
堤

堤は元禄年間 (1688～ 1704)頃 開窯 と伝えられる宮城県仙台市堤町所在の窯である。藩制時代には堤町近

隣の杉山台に窯が所在 していたことから明治初期までは杉山焼と称されていた民窯である。一時期献上品も生

産していたといわれているが確証はない。出土数は 17点 で、いずれも 19世紀前半以降に生産されたものと考

えられる。器種は、重 (1)、 焙烙 (2、 3)、 土鍋 (4)、 乗燭 (5)、 油受皿 (6)、 仏飯器 (7)、 奏 (8)、 豆奏 (9)、

橋鉢 (10)、 植木鉢 (11)、 、土人形 (12)等がみられる (註 2)。

S‐ 1:4       10cm

<「

三 ][]冷 F   と望とこ【ζ 7

‐
醇
‐
一
「
一　

一
〓〓〓

一　

一

第 105図  堤
厚

岸は 17世紀前半に開窯 したとされ、福島市飯坂に所在 している。出土数は 3点で、17世紀中頃に生産され

たものと考えられる。器種は、いずれも楯鉢である。1、 2と もに日縁部に黒褐色の飴釉を掛ける (註 3)。

0

第 106図 岸
註 1:閥摂
註 2:佐 藤
佐藤

芹沢

註 3:伊 藤
鈴木

関根

達人 1998「 IIH馬離における近世窯業生産の展開」 東北大学理蔵文化財調査年報 10

洋 1990「南小泉遺跡 第16～ 18次 発掘調査報告書」 仙台市教育委員会
洋 2004「 仙台市史通史編5 近世3 第5章特論 3」 仙台市史編さん委員会
長介 2016「 日本やきもの集成1 北海道束北関東 宮城県のやきものPl'7～ 128」 平凡社
正義 1990「 企画展 東北の向磁史国録 P4546」 福島県立博物館
功 堀江 格 1996「福島市飯坂町津窯跡について」「福島考古 37J
連人 201Xl「岸窯系陶器の分布と編年」東北大学理蔵文イヒ財調査年報 13
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第 4章 出土遺物と検出遺構について

輸入陶器

輸入陶器は 1点のみで、華南三彩緑釉皿 (型押)である。明末～清初頭 (16c末 ～ 17c初頭)にかけて福建省、

広東省で生産されたものである。生産窯は明確になっていない。緑釉が施釉されている華南三彩の出土例は全国的

に少なく希少である (註 1)。

10cm

第 107図  輸入陶器

産地不明

産地を特定出来ない陶器の出土数は 25点あるが、下図の 3点 は胎上が赤掲色で外面にあばた状の灰釉が施釉さ

れる等の共通性がみられる。また、1と 2の碗は白濁釉による蜻蛉文が施文され、内面は白濁釉が掛流しされる。3

の壺は 1～ 2と近似した釉薬が外面に施釉され鉄絵で花文が施文される。内面は無釉でろくろ形成痕が残る (註 2)。

理 露 /Ч
O        S‐ 1:4       10cm

第 108図 産地不明

註 1:亀井 明徳 1986「 明代華南=彩陶をめぐる語問題 日本貿易陶磁史研究」 同朋社

∩
ｙ

註 2:仙 台市立博物館学芸員 佐藤 洋氏の御教示 による



第 1節 出土遺物について

(2)磁器

磁器の出土総数は 275点 である。産地別では肥前 145点 (52%)、 瀬戸・美濃 127点 (45%)、 切込 3点 (1%)

であり、肥前が最も多くみられる(第 109‐ 1図 )。 年代別ごとの割合とその産地別では、17世紀の製品は全体の 6%(第

109‐5図)で肥前が 100%と なる。18世紀の製品は全体の 24%(第 109-5図 )で 17世紀と同様で肥前が 100%

となる。19世紀の製品は全体の 70%(第 109‐5図 )で、産地別では瀬戸・美濃 66%、 肥前 31%、 切込 2%の順
となり、17、 18世紀にはみられなかった瀬戸・美濃の資料が肥前の倍以上となり、切込も少量だがみられるよう

になる (第 109‐4図 )。

切込 3点 (1%)

第 109‐ 3図  18世紀磁器産地別比率

17世紀 18点 (6%)

第 刊09図 磁器の年代別比率
肥前

肥前の出土数は 129点で、17世紀から 19世紀のものがみられる。17世紀後半から増加 しはじめ、「 くらわ

んか手」等がみられる 18世紀中頃には出土数が 67点 となり全盛にいたる。19世紀では出土数に、あまり変

化はみられないが、19世紀の磁器全体の比率からみると、瀬戸・美濃が 66%に射 し肥前は 31%と 半数にもお

第 110図  肥前磁器年代別比率

月巴言t67)魚

(100%)

瀬戸・美濃

127デ魚

(45%)

第 109‐ 1図 年代別磁器産地の比率

肥前 18点

(100%)

第 109‐ 2図 17世紀磁器産地別比率

切込 3点 (20/O)

第 109‐ 4図  19世紀磁器の産地別比率

前
点
の

肥
６。
徹

18世紀 67点

第 109‐ 5図  年代別磁器の比率

19世紀 60点
(42%)

18世紀 67点
(460/O)
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第 4章  出土遺物と検出遺構について

よばず、磁器全体の比率の面では減少していることがわかる。

(17世紀の肥前)17世紀の出土数は 18点で、全体の 12%で ある (第 ■0図 )。 器種は碗 (1～ 4)、 皿 (5～ 8、

10)、 長角皿 (9)、 香炉 (11)、 仏飯器 (12)等 が出土している。と、2の碗は高台の畳付部分に熔着した砂がみら

れ初期伊万里の様相を示す。5の皿は型紙と吹墨技法がみられる。6の皿は見込に蛇ノロ釉剥がみられ、熔着した

砂がみられる。8の皿は見込に中国の明山手の模倣と考えられる文様が施文される。10の皿は日縁内側の文様に墨

弾き技法がみられる。11の香炉は外面に青磁釉が施釉される。

(18世紀の肥前〉18世紀の出土数は 67点で、大幅に増加する傾向を示し、全体の 46%と なる (表 7)。 前述の「く

らわんか手」も数多く出土しており生活雑器として肥前磁器が生活に浸透してきているのがわかる。器種は碗 (13

～ 24)、 小杯 (22)、 皿 (23)、 鉢 (24、 25)、 手塩皿 (26)、 蓋付碗の蓋 (28、 29)、 鉢の蓋 (30)、 御榊酒徳利 (31、

32)等がみられる。特に碗の出土量が多 く、焼継を行い修復後も使用したと思われる個体もこの時期からみられる。

(刊 9世紀の肥前〉19世紀の出土数は 60点 で、やや減少し、全体の 42%で ある (第 110図 )。 器種は碗 (33～

37)、 皿 (38～ 40)、 紅皿 (41)等が出土している。近代的な文様施文技法である鋼版転写を用いた皿 (39)等

がみられる (註 1)。

＼
＼
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Ｄ
鐙 霊 墨

|

但割.|∠
O    S‐ 1:4    10cm

第 111図  17世紀の肥前磁器

註 1:大橋  膜二
大橋  療ニ
大柘  床ニ
大橋  康二
野上  建紀

1988「 古伊万里」 】」冊太陽No 63 平凡社
1989「 肥前陶磁」 ニユー サイエンス社
1994「 古伊万里の文様」 理工学社
2000「九州陶磁の編年 磁器の編年2 鉢 猪口 蓋付鉢 合子 水指
2000「九州陶磁の編年 磁器の編年 1 碗 小杯 皿 紅皿 紅猪口」

蓋置 薬壷」 九州近世胸磁学会
九州近世陶磁学会
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第 112図 18世紀の肥前磁器
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第 4章 出土遺物と検出遺構について

瀬戸・美濃

瀬戸・美濃の出土数は 127点で、いずれも 19世紀以降に生産されたものである。器種は、碗 (1～ 21)、 皿 (22、

23)、 肩衝香炉 (24)、 急須 (25)、 徳利 (26、 27)、 小杯 (28)、 御神酒徳利 (29、 30)等が出土している。染

付の文様は、肥前磁器にも見られる火炎宝珠文 (6)、 霊芝祝寿文 (9、 10)、 源氏香文 (14)等がみられる。また、

22の皿は胎土の色調、呉須の色調は異なるが、荒磯文とみじん唐草文の同一意匠のものが 40点以上みられる。

私
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第 114図 瀬戸・美濃磁器

切込

切込焼は宮城県宮崎町で天保年間 (1830～ 1844)に 開窯されたといわれている。開窯年代に関しては諸説

あるが、文献資料および磁器の記倉銘から天保が最古である。安政元年 (1854)に は仙台藩十三代藩主伊達慶

邦により藩直営窯となっている。出土数は 3点で、いずれも染付で 19世紀以降に生産されたものと考えられる。

器種は皿 (1、 2)、 徳利 (3)で ある。3の重の外面の竹文は細部まで精緻な筆書きで施文される。

第 115図  切込
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註 li佐藤 洋 1990「 商小泉遺鉢 第 16～ 18次 発掘調査報告」 仙台司,教育委員会
藤沢良祐 1998「 瀬戸市史J陶 磁史摘六 瀬戸市

註 2:佐 藤 広史 1990「切込窯跡J宮 城県宮崎町教育委員会
芹沢 長介編 1978「 切込 富城県加美郡宮崎町切込西山磁器工房址J 東北大学支学部考古学研究宝考古学資料集 別冊 1
芹沢 長介 1981「 日本やきもの集成 1北 海道 東北 関東 宮城県のやきもの Pl"～ 128J 平凡社
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第 1節 出土遺物について

2,陶器と磁器のまとめ

近世において、陶器・磁器を合わせた出土数は 17世紀から増加し、19世紀前半に最も多 くみられ、土地利用の

変遷に応じて陶器・磁器の出土数は増加していく傾向がある。17世紀の武家屋敷が造営された年代では出土遺物総

数の H%、 18世紀の御炭蔵が敷設された年代では 21%、 19世紀前半の御炭蔵が引き続き利用された時期では 66%

となる。

17世紀のものは内訳で、陶器が 30点、磁器が 18点で総数は 48点である。陶器は、肥前が 50%と 過半数を占め、

ついで瀬戸・美濃の 23%と なる。この内に唐津の変形皿、瀬戸・美濃の志野四方鉢、中国産の輸入陶器等の希少な

資料もみられる。磁器は肥前のみで、これには初期伊万里も含まれる。また、この時期の遺物が遺構堆積土よりも

遺構外から多く出土しているのは境乱や上層の整地などで当該期の遺構が破壊されているためと考えられる。

18世紀のものは内訳で、陶器が 21点、磁器が 67点で総数は 88点であり、陶器と磁器の資料数が逆転しはじめる。

陶器は、産地不明が 33%で最も多く、次いで瀬戸・美濃 28%と なり、肥前が 500/Oから5%と 大幅に減少する。また、

小野相馬、堤等の地方窯の製品がこの時代からあらわれはじめ 29%を 占める。磁器は 17世紀と同様に肥前のみが

みられる。18世紀は肥前の生活雑器が全国的に浸透していく時期であり「くらわんか手」の碗、皿 が目立つ。また、

焼接を行い使用したものもみられる。

19世紀のものは内訳で、陶器が 79点、磁器が 190点 で総数 269点 となり出土数においては最盛期を迎える。

陶器は資料数が 18世紀に比べると4倍近 く大幅に増加する。産地別では大堀相馬が 52%と 最も多 く、次いで堤

18%と なり、近隣の地方民窯で生産された製品の比率が 70%に達する。特に、土瓶、奏等の共用器、焙烙等の調

理具等の器種が目立つ。このことから、陶器の生活雑器は近隣地からの供給が盛んであったことがわかる。磁器は

瀬戸・美濃が 66%点 と過半数以上を占め、次いで肥前 31%と なり、瀬戸・美濃が急激に増加し肥前の衰退が窺える。

この時代は、肥前の磁器生産の衰退に伴う技術者の流出により、地方でも多くの磁器生産窯の開窯がみられる、そ

の一つとして切込窯がある。本遺跡からも3点のみであるが、切込の資料が出土している。

なお、19世紀の瀬戸・美濃の磁器皿は同じ文様のものが小片を含めると40枚以上出土している。これらは、胎

土や呉須の色調が異なる等の違いがあり、一つの窯で生産されたものとは考えがたく、同一の仕様に基づき複数の

窯で生産された可能性がある。また、この皿はこの時代に盛行した摺絵、銅版転写の印判手等、ほとんど個体差の

ない量産品と異なりすべて手書きで文様が施文されているのも特徴である。発注元は不明ではあるが、仙台藩ある

いは東北鎮台のいずれかが関わっていると推定される。

今回の調査で出土した陶器、磁器は 17世紀から19世紀まで、隔絶することなくみられ、各年代により資料に特

徴がみられた。このことは、近世の仙台城付近の土地利用の状況を考える上で貴重な資料と位置づけることができる。
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第 4章 出土遺物 と検出遺構について

3.そ の他の遺物

(1)土師質土器

土師質土器の出土数は 467点で、器種は、郭類 (1、 2)、 焼塩壷 (3、 4)、 灯明皿 (5)、 奏 (6)等がみられる。3、

4の焼塩壷は 18世紀以降に生産された在地特有のもので、器面に格子目状の工具痕を残すのが大きな特徴であ

る。それ以外のものも在地産と考えられるが、詳細な製作年代は不明である (註 1)。

W シ

(2)瓦質土器

瓦質土器の出土数は46点で、器種は、獣脚蚊遣の脚部 (1)、 香炉 (2)、 混炉 ?(4)等がみられる。製作時期、産

地ともに詳細は不明である。なお、仙台城三の丸跡の調査において 1の獣脚蚊遣と類似する資料が出土している (註 1)。
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第 117図 瓦質土器

(3)金属製品

金属製品の出土数は 118点 あるが、近代以降の製品が 95%を 占め、近世に生産されたと考えられるものは

5%と 少数である。また、残存部より年代を判断できるものは煙管の雁首部から肩部にかけての資料 1点のみ

であ り、脂返 しが火皿の付け根から大きく湾曲する 17世紀代の煙管の特徴を示す。真鍮を鍛造 して製作され

ている (註 2)。
|

。  9     S‐Ⅲ3    19C節

金属製品
(4)木製品

木製品は漆塗 りの碗 (1)と 曲物の底部

ている。2～ 5は 曲物の底部と考えられる。

な製作年代等は不明である (註 3)。

|

第 118図

第 1刊 9図 木製品

(2～ 5)が 出土している。1は縦木取 りの碗で見込みに漆が残存 し

木材の木取 りはいずれも板 目取 りである。木材の種類、産地、詳細

島
胴
臼
Ｍ
Ｈ
川
閉
Ｍ
附
脚
円
――キーーー
Ⅷ
Ｎ
円
日
Ｈ
日
日
Ｕ

　
０

∩

日

ｍ

ｌｌｌｌｌ

脚

川

ｍ

円

Ｕ

一

卜

齢

�

／

第 116図 土師質土器

註

註

註

藤沢 数 1998「 仙台城における■師質 瓦質土器の変遇」東北大学埋蔵文化財調査年報 9
古泉 弘 1992「 日本の初期煙管に関する党書」 (「平井尚志先生古稀記念考古学論孜」)2
岩井 宏賓 1∞ 4「 曲物‐ものと人間の文化史 J法政大学出版
橋本 鉄男 1979「 ろくろ」法政大学出版局
古泉 弘 2001「 図説 江戸考古学辞典 Ⅶ江戸の過物 曲物 P367」 江戸選跡研究会〔編〕相書房
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第 1節 出土遺物について

(5)瓦

瓦は丸瓦、軒丸瓦、平瓦、軒平瓦の総計 397点 をかぞえるが細片が多く、特徴を判断出来るものは 11点のみで瓦

総数の 3%未満である。軒丸瓦 (1～ 5)、 鬼瓦 (6、 7)、 桟瓦 (8)の 3形態がみられる。軒丸瓦の文様は九曜文 (1、 2)、

三引両文 (3～ 5)の二種類である。これらついては製作年代、産地についての詳細は不明である。6は雲形覆輪付

の鬼瓦の左足の部分である。7は 6と 同様の雲形覆輸付の鬼瓦で右足の部分である。6、 7共に型抜き後に細部を手

作業で整形したものと考えられる。また、7については、裏面に腐食した丸釘が付着している。8の桟瓦には「宮」

の字が刻印がされており、同様のものが仙台城跡の明治時代以降の層から出土している (註 1)。 このことから、明

治以降に生産されたものと考えられる。また、「宮」の刻印の意味は不明である。

第 120図 瓦

註 1:菊池 佳子
工置 豊次郎

1998「仙台城の瓦とその変遷」東北大学理蔵文化財調査年報 9
監修 坪井 利弘 1976「 日本の瓦屋根」理工学社
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第 4章 出土遺物と検出遺構について

第 2節 検出遺構について
本遺跡では、近世～近代の遺構が検出された。第 2節では、本遺跡の近世以前の状況から、近世～近代にかけて

の各時期の遺構について検討を加えたい。

1 近 世 以 前

本遺跡の近世以前の状況を示すものとして、V層上面検出の沢跡 (SRlc)があげられる。 V層は、Ⅲ層及びⅣ

層整地層が上層に堆積することから、武家屋敷造営前のおおまかな旧地形を反映しているものと思われる。ただし、

全体に上層の削平を受けており、旧表土は検出されなかったので、近世以前の旧地形そのものではない。

(1)沢跡
沢跡は SRlcの 1条が検出されている。最も古いところでは、寛文 4年 (1664)の 「仙台城下絵図」に沢が描写

されている (第 2章 P.5図 3-2を 参照 )。 それ以降、江戸時代を通して沢は表現され続けている。SRlcは Ⅳ層によ

り継続的に埋め立てが行われ、序々に沢幅が縮小している。沢跡を埋め立てるⅣb層、Ⅳ c層からは出土遺物がなく、

埋め立ての時期については不明であるが、上層のⅣa層 からは数量は少ないが、18世紀代を主体とした陶器や磁器

が出土している。そのため、この沢が埋め立てられた時期は 17世紀代にさかのぼる可能性もある。

2 近 世

近世の遺構面はⅢ層、Ⅳa層、Ⅳb層の各面が検出されている。V層上面で検出した遺構もあるが、出土遺物・配

置などから近世と判断できるものはこの時期の遺構とした。調査区における近世の遺構の状況は、上層の第二師団

以降の建物や大規模な整地により削平を受けており、著しく撹乱されている。Ⅲ層上面では柱列跡 1ア 1、 溝跡 3条、

井戸跡 3基、柱穴 28基、性格不明遺構 7基、沢跡 1条が検出されている。またⅣb層上面では井戸跡 1基が検出

されているが、Ⅳa層上面では遺構は検出されなかった。

Ⅲ層とⅣ層については直接層位的新旧関係を捉えることができなかった。そのためⅢ層と、Ⅳ a層 もしくはⅣb

層が同時期であるのか、または異なる時期であるのか明らかでない。Ⅲ層整地層においては、17～ 19世紀の遺

物が出上しており、推定される年代に幅がある。Ⅲ層については、何時期かの部分的な整地層が含まれている可能

性もあるが、ここではその年代を 17世紀以降と考えたい。Ⅳa層 は、18世紀代の遺物が少量ながら出土しており、

第 121図 近世の遺構配置図
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第 2節  検出遺構について

御炭蔵造営に伴う整地層であると考えられる。さらに両層の上層にも整地層が存在していた可能性があるが、近代

以降に削平を受けており、失われてしまったものと思われる。

検出した遺構については近世として取 り扱ったが、出土遺物の年代観からは近世から近代初期までのものを

含んでいる可能性がある。

また、第 1節でふれたように、出土遺物の年代のピークは 17世紀中頃から後半、18世紀、19世紀初頭の 3時

期が認められる。これらのことを考慮に入れ、当遺跡の時期区分を仮定してみると以下のようになる。

この場所の土地利用の変遷は、おおまかに I～ Ⅲ期に区分できる。

I期 :武家屋敷のあった時期で、おおむね 17世紀代の年代が考えられる (註 1)。

遺跡内でこの時期のものとしてはⅣc層、Ⅳb層、Ⅲ層段階があげられる。

E期 :御炭蔵のあった前半段階で、18世紀代の年代が考えられる。

Ⅳa層段階がこれに相当すると思われる。

Ⅲ期 :御炭蔵のあった後半段階で、19世紀から第二師団による盛土・整地が行われるまでの年代が考えられる。

遺跡内では削平されてしまい、層位的に確認することができなかったが、本来は整地層が存在していたと

考えられる。

(1)桂列跡 と溝跡

調査区西側では柱列跡 SAlと 溝跡 SDl、 2、 5が検出された。

SAlは SDlbの 西側で検出され、上部に SDlaの石組が構築されていることから、SDlb段階における境界を

示す何 らかの施設であった可能性がある。遺物が出土 していないため年代は不明だが、SDlbと の関係を考慮

すると I期の遺構 と思われる。方位は N5° ―Wを 示 している。柱間は ■68m(5尺 6寸 )と ■77m(5尺 8寸 )
と一定ではなく、検出されたピットも3基 しかないため全体像は不明である。柱間は仙台城の調査で確認され

ているものとは異なり、一般的な寸法ではない。間隔が一定でないことなどから、比較的簡素なつ くりであっ

たと考えられる (註 2)。

SDlは 2時期の変遷が捉えられてお り、新 しい方の SDla(石紅溝)は出土遺物の年代か らⅡ期～Ⅲ期に存

在 していたものと考えられる。古い方の SDlb(素掘 り溝)か らは遺物が出土していないため年代は不明であ

るが、SDlaの 年代から、 I期の遺構 と思われる。SDla・ bの方位は N-7° ―Wである。
SD2は SDlと 同じ方位で、並走する素掘 りの溝である。両溝の間隔は約 3.6m(1丈 2尺 )で ある。遺物は

出土してお らず、溝が開口した状態で使用された可能性は低いと思われる。SD2は 、遺物の出土がないことや、

掘 り方の形状などから柵列状施設における基礎の布掘 りと推定され、SDla段階の境界に関係する施設の可能

性がある。以上により、 I tt I SDlb o SAl→ Ⅱ期～Ⅲ期 i SDla o SD2と いう変遷が考えられる。

SAl、 SDl、 SD2について絵図の上から観察してみると、正保 2。 3年 (1646～ 1647)の 「仙台城下絵図」以降、

近世を通 じて描かれている道路、もしくは境界に関係する遺構の可能性がある。第 122図 は、天明 6年～寛政元年

(1786～ 1789)の「仙台城下絵図」と調査区の位置を合成したものだが、これによると、SDlは道路西側側溝の

可能性が高い。道路の西側は 17世紀代は富田壱岐、18～ 19世紀代は佐沼亘理家の敷地となってお り、SAlは 富

田氏の、SD2は佐沼亘理氏の境界を示す柵列と思われる (註 3)。

SD5は SDl、 SD2と 比べると規模も小さく、遺物も出土していない。しかし、方位が SDl、 2と 同様の N-7° ―W

を示してお り、道路もしくは境界に関係する施設の可能性がある。絵図との照合では多少のずれがあるようで、そ

の性格は判然としないが、他の溝跡との関係から I期ないしはⅡ～Ⅲ期に相当する遺構の可能性が強い。
註 1:17世紀代に当地に居住していたのは小目七右衛 F弓である。小回家は小国蔵人を祖とする家系で、次男の七右術門は寛永 9年 l1632)、 15歳 の時に伊連濡こ代藩主忠宗の小姓となり、その後に小姓 坊主頭
日付役となる。伊達綱村の寛文■年 (1671)、 600石 の様となる。

註 2:東北大学埋蔵文化割調査センター「東北大学埋蔵文化財調査年報 18」 2005 ほか
註 3i特に右図に出てくる亘理内膳 (佐沼亘理家 6代当主。亘理常篤)の母は御炭蔵の北側に居住していた4000石 の大名級武士である大條家の娘 (大 lA監物道頼娘)で、内膳自身も大條家の養子となっている。

106



第4章 出土遺物と検出遺構について
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第 刊22図  絵図に見る SDl・ 2の推定位置 (天明 6～ 寛政元年 (刊 786～ 1789)「仙台城下絵図」より)

(2)井戸跡

井戸跡は SE2、 SE3、 SE5の 3基が検出されている。SE2は調査区西側の北壁付近で検出された石組井戸である。

遺物は堆積土中より18～ 19世紀代の大堀相馬産陶器、肥前産磁器等が出土している。出土遺物から、Ⅱ期以降の

年代が考えられる。

SE3は、沢跡を埋め立てるⅣ b層上面で検出された。遺物は出土していないため年代は不明であるが、Ⅳb層、

Ⅳc層の年代を考慮すると、 I期の遺構の可能性が強い。

SE5は深さ lm程度の浅い井戸である。SE5は井戸としては浅 く、底面が湧水点に達 していないため、水溜等

の施設の可能性もある。遺物は堆積土中より17世紀末～ 18世紀前半と思われる波佐見産の染付碗が出上している。

出土遺物からⅡ期以降の年代が考えられる。

また、本文中では近代に帰属させた SEl、 SE6の石組井戸がある。これらは検出面がⅡb層上面であり、遺物が

出土しないか、堆積土中に近代の遺物や針金、鉄屑などがみられるため近代とした。しかし、両者の石組の構造や、

井戸の基井後にⅡb層 により井桁の周囲を整地される場合等も想定されるため、近世から近代まで継続して使用さ

れた可能性もある。特にSElは近世にSB4に よって埋められたものと考えられることから、聾井の年代がⅢ期にさ

かのlFる 可能性が高い。

(3)柱跡

調査区中央付近では 28基の柱穴が検出されてお り、18世紀代の遺物を伴うものがある。残存状況が悪 く、明

確な配列は見られなかったが、検出された柱跡から建物跡の推定を試みた。第 123図 は柱跡の分布状況から建物

の配置を推定したものである。検出した柱跡は、大きく北と南に分けることができる。北側では、南北軸 N-1° ―W
の 6間 ×1間以上の建物が推定される。このうち、P17、 P20、 P40は 根石を伴う。柱間は桁行で約 ■2m(4尺 )、

梁行で約 1.lm(3尺 6寸)を測る。遺物は P20よ り18世紀の肥前産と考えられる染付碗、P20よ り19世紀の
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第 2節 検出遺構について
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第 123図  建物配置想定図

肥前産と考えられる紅皿が出上してお り、北側建物跡の年代は 18世紀～ 19世紀代 (H期 ～Ⅲ期)が考えられる。

また、南側には南北軸 N‐ 19° ―Wの 2間 × 1間以上の建物跡が推定される。根石を伴うものは見られない。柱

間は桁行で約 1.lm(3尺 6寸 )、 梁行で約 lm(3尺 3寸)を測る。遺物は出土しておらず、年代は不明であるが、

北側建物と方位が異なることから同時期の存在ではないと考える。

柱間3尺 6寸や 4尺 を基準とする建物跡は、仙台城二の九北方武家屋敷跡第 4地点 (註 1)、 平成 18年度高速鉄

道東西線関係遺跡 (亀岡トンネル開削部)の発掘調査などで検出されている。これらの年代からもⅡ期～Ⅲ期の年

代が推定される。絵図との照合により、道路東側の御炭蔵に相当する部分で検出されていることなどから、御成蔵

に関わる建物跡の可能性がある。また、北側建物跡では根石が見られることから、南側建物跡より堅牢なつくりであっ

たとも考えられる。

(4)性格不明遺構

性格不明遺構は SX4、 SX6、 SX20、 SX25、 SX26、 SX28、 SX30の 7基が検出されている。すべて調査区中央に

集中して分布する。

SX4は 北側に向かう緩やかに下る傾斜をもち、最も多様な遺物を伴う遺構で、17～ 19世紀中頃までの遺物

が多く出土している。中でも陶磁器類は 19世紀代のものが大半を占めており、遺物の出土状況からⅢ期に大量

廃棄されたものと推定される。遺物は、色絵・イッチン技法など様々な文様構成をもつ大堀相馬産の土瓶や瑠璃釉

註 1:東 1ヒ大学理蔵文化財調査センター「東北大学埋蔵文化財調査年報 13」 2000 4尺 の柱間を使う建物跡はこの丸北方武家屋敷跡第4地点の調査のЦ期 (17世紀末～ 19世紀中棄)にみられる。また、 3尺 6

寸の柱間を使う建物跡は同地点のⅡb期 (18世紀～ 19世紀中葉)において検出されている。

108



第 4章 出土遺物と検出遺構について

筒型碗、献上手の備前産徳利、森与平千秋の作による萬古焼急須、切込焼徳利等のほか、肥前産陶磁器、瀬戸・美

濃産陶磁器が多量に出土している。

そのほか、SX6、 SX20、 SX25、 SX26、 SX28、 SX30は形状が不整形で明確な立ち上が りが認められない。こ

のことから樹木等の抜根・整地跡、もしくは武家屋敷・御炭蔵関係の植栽痕と考えられる。SX20に ついても、遺

構精査の段階で底面を削りすぎて平坦になっているが、本来は乱れており、これも樹木抜根によるものと思われる。

SX6、 SX28、 SX30は 遺物の年代からⅢ期と考えられ、その他の性格不明遺構については詳細な年代は不明である。

(5)沢跡
V層 上面で検出された沢跡 (SRlc)は、近世に入 り順次埋め立てられ、沢幅が狭まる。近世の沢跡は SRlb、

SRlaの 2段階が検出されている。

SRlbは Ⅳb層、Ⅳc層 の順に埋め立てられ、沢幅が縮小した段階のものである。Ⅳc層 は大礫による土留めを伴

う大規模な盛土である。Ⅳb層 は東に向かって緩やかに下る傾斜をもち、Ⅳc層 の上をテラス状に整地し面としたも

ので、Ⅳc層 と同時期に敷設されたものと思われる。SRlbの 年代は、上部のⅣa層 の年代から I期 と推定される。

SRlaは SRlbが Ⅳa層により埋め立てられ、さらに沢幅が縮小した段階のものである。Ⅳa層 もⅣb層 と同様に

東に向かって緩やかに下る傾斜をもつ。遺物は 18世紀初頭以降と考えられる焼塩壷、17世紀初頭の志野丸皿、

18世紀代の肥前産の鉢等が出土している。遺物の出土量は少量であるが、これらの年代から、Ⅳa層 の整地年

代をⅡ期 と推定することができる。

Ⅳ層の状況から、沢跡は 2時期にかけて埋め立てられたと想定される。その普請の主となったものは、17世紀代

は当地に居住していた小国氏が、18世紀代は藩が執り行ったと考えられる。

(6)各遺構の時期区分
各遺構の所属時期を列記すると以下のようになる。

I期 (武家屋敷期 17世紀代)・ ・・SAl、 SDlb、 SE3、 SRlb

Ⅱ期 (御炭蔵前期 18世紀代)・ ・・SDla、 SD2、 SE2、 推定建物跡 2棟、SRla

Ⅲ期 (御炭蔵後期 19世紀代)・ ・ 。SDla、 SD2、 SEl、 SX4、 SX6、 SX28、 SX30、 推定建物跡 2棟、SRla

不明  SD5、  SE5、 SE6、 SX20、  SX25、  SX26

これらのうち、SDlaは Ⅱ期からⅢ期にまたがって存在していた可能性がある。SD5については I期ないしはⅡ

～Ⅲ期の年代と思われるが、詳細な時期区分については遺物が出土していないため不明である。また、柱跡から推

定される建物跡についてもⅡ期～Ⅲ期の年代が考えられる。北側建物と南狽I建物については方位の違いにより時期

差が想定されるが、その新旧関係を把握することはできなかった。

各時期の遺構分布から、 I期 において敷地東側の奥につくられた井戸は、Ⅱ期には推定建物跡の北側に移り、Ⅲ

期には再び奥に戻るという空間利用の変化が見て取れる。また、抜根・整地と思われる性格不明遺構がⅢ期に所属

していることから、Ⅲ期に改築等の再配置があった可能性がある。

第 1節で触れた出土遺物のピークと、本節において推定した遺構の年代は、武家屋敷から御炭蔵へと変化する土

地利用のあ りかたと整合する。調査区内は近代以降の削平によって大部分が失われているが、復元を試みると上記

の様であったと推測される。
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3 近代

近代の遺構面はⅡb層上面が検出されている。検出された近代建造物には SBl、 SB4、 擁壁跡があり、これらは『仙

台師管区経理部「各部隊配置図。国有財産台帳附図」口座番号 2「仙台連隊区司令部第二師団兵器部扇坂下倉庫」』(以

下国有財産台帳附図と略す )に記載されている (第 125図 )。 仙台師管区は昭和 16年から使用され始めた名称であ

るが、この附図と姑になる全体図には「大正 H年」と書かれており、実際に作成されたのは大正 11年 と考えられ
る。そのため、Ⅱc層から出土している昭和 15年の貨幣については、混入と判断される。

近代面の年代幅は第二師団が設置される明治 21年 (1888)～ 昭和 20年 (1945)ま での 58年 間である。検出

された SBlに ついては作 り替えの可能性があり、2時期に細分されることも想定される。国有財産台帳附図が

大正 ■ 年に作成されたとすると、それ以前の遺構は図面にでていないものがあると思われる。

SBlは「荷造場」、SB4は「露天馬場」に比定される。また、SB4の コンクリー ト面の下からは、不整形の性格不

明遺構が複数検出された。これらは露天馬場造成のための抜根・整地跡と考えられる。

(1)建物跡
SBlは 国有財産台帳附図に見られる荷作場に相当する建物である。コンクリー ト床面、壁面の基礎と思われる切

石、その土台となるコンクリー トや玉砂利が検出された。また、間知石を用いた雨落溝が検出され、溝底面では丁

寧に布石が敷き詰められていた。また、コンクリー ト床を除去すると、新たにコンクリー トの間仕切 りが検出された。

この間仕切 りを境に、西側では 12個の整列した礎石が検出され、東側は玉砂利を敷き詰め基礎としており、構造

の違いが観察された。これについては内部の利用方法に関係する構造の違いと考えることもできるが、拡張の痕跡

を明瞭に確認できなかったものの、本来礎石立建物があり、その後拡張するにあたってコンクリート床面を敷設し

た可能性が高いと考えられる。

西側の礎石部分ではⅡc層が検出されず、建物の拡張に伴いⅡc層 の整地を行ったことも考えられる。この場合、

Ⅱc層が第二師団設置にともなう整地層であるため、礎石建物のみは、可能性は低いと思われるもののⅢ期にさか

のぼる別の遺構ということも考えられる。

また、国有財産台帳附図に見られる擁壁跡や、露天馬場と思われる SB4等 も検出された。近代の図面に出てくる

建造物跡が確認された。そのほか、道路状遺構、暗渠などが検出されているが、これらは SBlと 方位を同じくして

おり、第二師団による同時施工と考えられる。

O     S‐ 1:800    20m

第 124図 近代の遺構配置図
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(2)沢跡

近世以降の絵図・地図などに描かれ、調査区内で SRla・ bと して検出された沢跡は、直上に第二師団の整地上が

雄積しており、近代に埋め立てられた状況が観察された。調査区の南東狽Iで は、沢の痕跡と思われる地形が残っ

ている (第 125図 )。 これは、明治 26年 「仙台市測量全図」、明治 33年 「最新実測仙台市全図」に同様の地

形が記載されてお り、第二師団による埋め立て後の地形が現在まで残っているものである。また、国有財産台

帳附図との合成図からみると、SRla・ b上にあたる位置に、直線で描かれた配水管のょぅなものが表現されており、

第二師団が沢のあった場所を暗渠排水として利用していた様子がみて取れる。

O              S=1:1500           100m

lll l

第 125図 近代建物跡 (「イ山台師管区経理部『各部隊配置図。国有財産台帳附図』を赤色で合成」)

―

′

調査区と沢跡

*「仙台師省区経理部 rを部隊配置図 固有財産台帳附図Jlま仙台市歴史民俗資本館の複製資‖ (仙歴民第Ⅲ27号)を 借用し使用した。
*現況の測量図は東西線関連地形図を使用した。



第 5章  まとめ

一界 5 まとめ

1.本遺跡では近世以前～近代までの遺構が検出された。近世以前の遺構としてV層上面の沢跡 1条 (SRlc)を 検出

した。近世以降から近代までの遺構として、Ⅳ b層上面で沢跡 1条 (SRlb)、 井戸跡 1基、Ⅲ層上面で沢跡 1条 (SRla)、

柱穴列遺構、溝跡 3条、井戸跡 2基、柱跡、性格不明遺構 9基を検出した。近代の遺構としてⅡb層上面で建物跡

3基、土坑 3基、溝跡 1条、井戸跡 3基、暗渠 1条、道路状遺構 1条、性格不明遺構 8基を検出した。総遺構数は

41基である。

2.出土遺物の総数は 7094点にのぼる。遺物は縄文土器、瓦、陶器、土師質土器、瓦質土器、磁器、石製品、石器、

木製品、金属製品、銭貨、土製品等がみられ、磁器が最も多く46%を 占め、次いで陶器が 31%と なる。磁器は肥前、

瀬戸・美濃、切込等がみられ、陶器は肥前 (唐津)、 瀬戸・美濃、高古、備前、大堀相馬、小野相馬、堤、岸、輸入

陶器等がみられる。

3.近世以前の状況を示すものとして、調査区の東側で沢跡 1条 (SRlc)が検出された。この沢弥は、近世以降、継

続的に埋め立てられてお り、沢幅は徐々に縮小していく。旧表土は上層からの撹乱により検出されなかったため、

本来の地形は不明である。

4.近世～近代初頭の遺構は I～ Ⅲ期に時期区分可能である。 I期は 17世紀代、Ⅱ期は 18世紀代、Ⅲ期は 19世紀

代に相当する。

5.I期は当地に武家屋敷が建っていた時期にあたり、沢地形を盛土・整地した跡 (Ⅳ c層、Ⅳ b層 )、 道路側溝や柵

列の可能性のある遺構 (SAl、 SDlb)、 井戸 (SE3)等 が検出された。SRlc沢跡は、盛土・整地され沢幅が縮小した

段階のもの (SRlb)が検出されている。遺物は絵唐津、志野、華南三彩等の稀少品も出土している。

6.Ⅱ 期は当地に御炭蔵が造営されていた前半段階に相当する。前段階の道路側溝や柵列は位置を微妙に変えながら

存続する (SDla、 SD2)。 その他に、柱跡や井戸 (SE2)等が検出されている。柱跡から2棟の建物跡が推定される。

I期の SRlbは さらに整地されて沢幅が縮小する (SRla)。 遺物については、肥前磁器の生活雑器が主体を占め、焼

接等の補修痕をもつ碗・皿類がみられる。

7.Ⅲ期は当地に御炭蔵が造営されていた後半段階から東北鎮台が置かれるまでに相当する。道路側溝、柵列は引き

続き存続 していたと思われる (SDla、 SD2)。 また、抜根・整地痕が検出され、敷地内の整備が行われた可能性が

ある (SX6、 SX28、 SX30)。 調査区北側では当該期に多量の遺物を一括廃棄したと思われるSX4が検出された。遺

物については、磁器は肥前に替わり瀬戸・美濃が主体となる。陶器は大堀相馬、堤等の近隣の窯で生産された生活

雑器が増加する。

8近代においては、仙台師管区経理部 。国有財産台帳附図にみられる建造物が同位置で検出された。特に建物の基

礎 (SBl)は 、当時の建築物の施工技術を考える上で貴重な資料である。

圭早
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付章 その他近代の出土遺物

川内 A遺跡では、近代の遺物が多数出土した。その中から土管・銃弾・間知石について記載する。

これらの遺物は近代の生産 。流通、軍隊の実態を示す歴史的資料であるが、本報告の中心から外れるため、

付章として掲載したものである。

(1)土 管
川内 A遺跡出土の土管は胴部形態から2類に分類できる。

I類・・・直胴形式

Ⅱ類・・・Y字形式

I類 は接続部形態から3類 に分類される。 I-1類 は接続部が L字状に屈曲し、 I-2類 は I-1に類似するが接

続部外形が朝顔形に広がる種類のものがこれに相当する。また、 I-3類 は接続部内面に段を持たない。 I-1類

は胴部の特徴からさらに 2つ に細分され、胴部に継 ぎ日のないものを I-la類、胴部中位付近に継 ぎ目のある

ものを I-lb類 とした。 Ⅱ類は 2本の土管をY字 に接合 しているものを指す。接合部は粘土を厚 く充填 して補

強している。接続部の形態は I-1類 と同形である。全て外面に施釉されている。

これらの土管は近代の堤焼産である。堤焼土管は大正～昭和頃に生産・流通の最盛期がある。今回出土した

ものは手続櫨で成形されており、昭和の土管は機械幌幅を用いるもの (精管)であることから、本遺跡出土の

製品はそれより古い段階のものに位置づけられる (註 1)。

また、堤焼きの窯元、佐大窯の大正～昭和にかけての出荷台帳 (註 2)に は、「直口」のほかに「T字」。「L字」

などの規格化 して生産したと思われる土管の記載が見られる。本遺跡で出土した土管に T字・L字土管は見ら

れず、大正時代以前の製品の可能性が高い。

各種類とも混在して使用されており、また切 り合い等からも年代の序列は把握できなかったが、これらの土

管の年代は明治時代～大正時代とみることができる。

(2)銃弾
調査区の西側を中心に銃弾が多数出土 している。第 127図 -1は 全長 76 1nlll、 基部径 10,l mm、 日径 6.5111111の

もので、小銃、軽機関銃等に広 く使用された。調査区の場所は近代に兵器廠であり、多量の銃弾を保管してい

たと考えられる。

(3)間 知石

今回の調査で出土した間知石は SBlの 雨落溝で使用されていたもので、外側 55個、内側 54個が出土 した。

第 124図 は雨落溝北西隅で出土 した間知石である。安山岩製のもので、控え長 36硼、小日縦 31 2 cm、 小日

横 44 5 cmを測る。矢穴の位置は→で示した。

間知石は、近世以降の石垣等で使用される加工の施された石で、仙台城本丸ではⅢ期石垣 (17世紀後半以降)に

みられ、同三の九では 18世紀初頭～ 19世紀代の間知石列が検出されている (註 3)。 正面は方形または長方形を

呈し、奥行き (控え)を角錐状に割るという特徴がある。石を割り出す際についたと思われる矢穴も、出土数の約

1/3の 間知石で観察することができた。小口横と小日縦がほぼ同比率になる正方形に近いものと、小口横が小日縦

の 15倍程度になる長方形を呈するものの 2種類が見られる。出土比率は、全体の 6割 を前者が占めている。

陶省の分析については佐大ギャラリーのrlL藤逹雄氏のご教示を得た。

仙台市歴史民俗資料鮎 謝査報告苦 16集 I堤焼窯元 r佐大窯Jの 変容J(1)J,1997 ほか
台市文化財 r.l査 報告書第76来  「対L台城

=ノ
丸跡1 刊I台市教育委員会 1985 ほか
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註

註
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写真図版

l Ⅳc層及び SRla'c(西 より)

2 SRlc完 掘状況  (南 より)

図版 2 沢跡
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検出遺構写真
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図版 3 沢跡及び整地層Ⅳ層

120



写真図版

l SE3堆積上 (南 より)

2 SE3及 びⅣ層  (南 より)

図版 4 Ⅳb層上面 1

つ
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写真図版

2 SDla完掘状況 (南より)

図版 6 Ⅲ層上面 2
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検出遺構写真
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2 SD2堆 積土  (北 より)
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l SDlb堆 禎土  (南 より)

4 SD5完 IPHメ犬況  (引ヒより)
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3 SD?完 掘状況  (北 より)
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5 SD5堆 積土  (北 より)



写真図版

2 SDlb・ SD2完掘状況 (北より)

図版 8 Ⅲ層上面 4
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検出遺構写真

l SE2完 掘状況 (筒より)

2 SE2堆積土 (高より)

図版 9 Ⅲ層上面 5
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写真図版

l SE5完掘状況 (北 より)

2 SE5'佳積土  (司ヒより)

図版 10 Ⅲ層上面 6

つ
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写真図版

1,SX4遺物出土状況 (南 より) 2 SX4遺物出土状況 (南より)

3 SX4遺物出土状況 (南より)

帝ic

4 SX4遺物出土状況 (南より)

5 SX4推積土・礫状況 (南東より)

図版 12 Ⅲ層上面 8
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検出遺構写真

井■騨勒

:1孝勉

I SX4完 掘状況  (西 より)

2 SX4堆 積土 ,西側  (南 より)

3 SX4堆 T貢土 中央  (南 より)

4 SX4tt積 土 東側  (南 より)

図版 13 Ⅲ冒上面 9



写真図版

l SX6完掘状況 (西より) 2 SX6堆積土 (西より)

3 SX20完 掘状況 (東より)

5 SX24完 掘状況 (西より)

4 SX20雄 積土  (東より)

図版 14 Ⅲ層上面 10

6 SX24推 積土 (西より)

7 SX25完掘状況 (商西より)

Ｏ
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8 SX25堆積土 (北より)



検出遺構写真

l SX26完掘状況 (北東より) 2 SX26堆 積上 (北東より)

3 SX27完掘状況 (北 より)

5 SX28完掘状況  (封ヒより)

図版 15 Ⅲ層上面 11

4.SX27推積土 (北より)

6.SX28堆 積土 (西より)

8 SX30堆 積土 (南より)7 SX30完掘状況 (南より)
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写真図版

l SBlコ ンクリート床面状況 (東 より)

2 SBlコ ンクリート床下玉石状況 (東 より)

図版 16 Ⅱb層上面 1
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検出遺構写真

l SBl掘 方基礎玉石状況  (北東 より) 2 SBl掘 方基礎掘 り上 げ状況

4 SBl雨落溝東側状況 (東 より)3 SBl雨 落溝西側状況  (西 より)

図版 17 Ⅱb層上面 2
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写真図版

2 SB4桂 材出土状況 (西より)

4 擁壁基礎玉石状況 (南西より)

図版 18 Ⅱb層上面 3
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検出遺構写真

l SK2完掘状況 (北より)

3 SK3完掘状況 (北より)

5 SD4石組状況 (西 より) 6 SD4完掘状況

図版 19 Ⅱb層上面 4
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写真図版

SEl石組状況 (南より)

2.SEl推積土 (南より)

図版 20 Ⅱb層上面 5
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検出遺構写真

2 SE6石組状況 (南より)

図版 21 Ⅱb層上面 6
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写真図版

l SE4堆穣土 (南より) 2 SE6)佳 1資土  (南より)

3 SE6断 ち割り状況層 (南より)

4 暗渠跡全景 (北東より)

図版 22 Ⅱb層上面 7
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検出遺構写真

1 道路状遺構全景  (西より)
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図版 23 Ⅱb層上面 8
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写真図版

2 SX12完 掘状況  (北 西より))
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図版 24 Ⅱb層上面 9

3 SX14完 掘状況  (北 より)

4 SX22遺 物出土状況  (北西 より) 5 SX22完 掘状況  (北 西より)
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写真図版
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出土遺物写真

SRl出土遺物

3

SDl出土遺物

凡例  ●見込み  ●底部
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図版 25 SRl出 土遺物及び SDl出土遺物 1



写真図版
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出土遺物写真
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図版 27 SE2出 土遺物 2



写真図版
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出土遺物写真
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P17出土遺物

P18出土遺物
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P20出 土遺物

P23出 土遺物

凡例  ●見込み  0底 部
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図版 29 SE5出 土遺物及び P刊 7・ P18。 P⊇ 0。 P23出 土遺物



写真図版

図版 30 SX4出 土遺物 1
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凡例  ● 見込み  ⑬ 底部



出土遺物写真

凡例 ●見込み  ●底部
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図版 31 SX4出 土遺物 2



写真図版

図版 32 SX4出 土遺物 3
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凡例  0見 込み  咆 底部



出土遺物写真
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図版 33 SX4出 土遺物 4



写真図版

図版 34 SX4出 土遺物 5
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凡例 ●見込み  ●底部



出土遺物写真
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写真図版
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出土遺物写真
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図版 37 SX4出 土遺物 8
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写真図版
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図版 38 SX4出 土遺物 9
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出土遺物写真
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図版 39 SX4出 土遺物 10
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写真図版
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出土遺物写真
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図版 41 SX4出 土遺物 12



写真図版
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図版 43 SX4出 土遺物 14



写真図版
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図版 45 SD4出 土遺物 1
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図版 47 SD4出 土遺物 3



写真図版

■
卜

・ゝ

ｒ

夕
‐
＼

:鶴 一

≪霧ギ費

雪甲
:1

，１ 五

図版 48 SEl出 土遺物

ワ
イ
状
υ

凡例  ● 見込み  e底 部



出土遺物写真

が
.ヽ、

、、

が >
,

●

ャ
単

一
一
　

　

　

移

5

SXl出土遺物

髯鷺::::二 ll´

SX7出土遺物

凡例  ● 見込み  ● 底部

168

図版 49 SXl及 び SX7出 土遺物
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図版 53 基本層Va層 出土遺物
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図版 55 基本層 I～ Ⅱ層出土遺物 2
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図版 57 基本層 I～ Ⅱ層出土遺物 4
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図版 61 基本層 I～ Ⅱ層出土遺物 8
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